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例 言

l.本書は，北海道縦貫自動車道登別地区及び白老地区埋蔵文化財

調査のうち，登別市干畿5週跡の発掘調査報告書である。

2．本書の作成は，発掘を担当した（財)北海道埋蔵文化財センタ

ー調査部調査第二班があたった。文責者は次の通りである。

1－1～3 ：木村尚俊, 1-4 ･ 6, Ⅱ－1～3 :鬼柳彰，

Ⅲ，Ⅳ－1 ． 3 ：浦辻栄治， Ⅳ－2 ：大場靖友。

、－1～6の各遺構については，鬼柳彰，浦辻栄治，工藤研治，

和泉田毅．佐藤和雄，大場靖友が分担執筆した。

3．遺構図の作成は和泉田毅があたり，過物図版については，土器

を浦辻栄治，石器を大場靖友が担当した。

遺構・遺物の写真は佐藻和雄が担当した。

遺構・遺物の実測図の縮尺は次の通りである。

住居跡:60分の1 ,石囲い炉・土壌。Tピット :40分の1

（遺構に付属しない焼土は図示していない）

土器・礫石器（石斧類を含む） ： 3分の1 ．剥片石器・土製

品・石製品： 2分の1

4．本書では，各種の遺櫛を次の記号で表示する。

住居跡:H,石囲い炉: S,土雛:P,Tピット:TP,遺構

に付属しない焼土:F(H-2,H-5,P-34,F-3は欠番）

5．放射性炭素による年代測定は，京都産業大学山田治氏に依頼し

た。

I

１
１

、

I

ｂ
ｅ
口
ｌ
■
ｒ
ｂ
Ｅ
ｒ
ｌ
Ｐ
Ｈ
畔
ｒ
１
日



次目

一

一
一

ロ例

１

１

１

２

２

３

３

４

８

》

》

》

》

定

》

》

》

》

要

》

》

緯

設

類

》

》

約

概

項

制

経

の

分

》

》

要

の

要

体

の

区

の

器

器

の

査

査

査

査

掘

物

査

調

調

調

調

発

遺

土

石

調

１

２

３

４

５

６

１

１
１
１
７

Ⅱ遺跡の環境と立地…………･…･………･l1

1.自然環境………･･………･…･･･…………l1

2周辺の過跡…･……･……･………………12

3.辱位…………･…………･………･･…､'12
可
F

1

８

０

３

５

０

１

３

１

２

７

７

０

０

０

叩

叩

“

叩

１

１

１

申
甲
ｃ
ｃ
■
中
■

も
由
り
の
ｅ
Ｏ
Ｂ

ｄ
Ｏ
４
Ｏ
む
ゎ
与

白
・
甲
曲
り
■
申
。

ｂ
号
心
中
包
り
■

Ｇ
甲
坤
甲
。
む
け

自
缶
①
。
Ｂ
甲
Ｂ

６
台
ｑ
ｅ
ｅ
申
曲

曲
邑
早
守
■
Ｏ
曲

り
印
Ｂ
Ｏ
■
Ｏ
■

中
中
曲
中
。
Ｏ
Ｓ

■
写
り
早

早
今
与
甲
Ｂ
甲
■

早
早
曲
り
■
ひ
■

早
早
中
Ｏ
■
り
む

缶
宇
坤
由
。
①
。

■
写
り
甲
■
。
ｇ

■
写
り
甲
■
も
４

■
写
り
甲
■
由
子

物

》

》

》

唖

》

甥

遺

》

》

》

》

》

》

の

》

》

》

》

》

や甲

土

》

》

》

》

一

韓

出

一

一

一

》

》

斧

構

》

》

》

》

》

石

遺

哩

炉

》

卜

》

土

槻
融
酔
擬
由
土
拙

過

住

石

土

Ｔ

焼

一

~

●
？
ｂ
ｂ
甲
■

１

２

３

４

５

６

Ⅲ

､

Ⅳ包含層出土の遺物…･･……………･…

1.土器･……………………･………….

2.石器等…･……………………………･・

3.遺物の分布について…･…･･…………

ｂ

丁

Ｊ

１

■

Ｐ

砂

且

Ｆ

１

，

Ｌ

ｐ

４

ｊ

1“

104

106

110

資料編…･……,･･………………,…･…

表…･……･………………･･………･･……

写真図版･…･･……･･…･･………………･・

１

３

４

４

４

９

１

１

１



、

嵐

q
少

螺

H－3炉跡セクション●

黙
ー

ざ

、

戸

…
闇哩 鷺

p

■

e 弓

搦 悪罵必
睡 具

Fq

砕

醐

写 F

、 錘呼
塑寒 軒

戦・"聡愈‘
' ､鱒,:､“~ 。

R

、9 蝿

認

》

少

氏

■

■

ド

鯵~
刃

▼
内

九

泊

浦
■

品

封
ﾛ評 群

・
＆
一
癖

斑必蝿、
蔀 塊 公

藍 い み 、
舐

Pか

Z 愚§‐■ 蝉

~~w 鯵4心…免迦 ……

包含層出土の有孔石製品，三角形土製品



1.調査の概要

1.調査の概要

1 ．調査要項

北海道縦貫自動車道登別地区及び白老地区埋蔵文化財発掘調査業務

日本道路公団札幌建設局

財団法人北海道埋蔵文化財センター

千歳5過跡（北海道教育委員会登載番号 J-03-23)

登別市千裁町147－2， 197

3,980㎡

昭和57年5月9日～昭和58年3月31日

事業名

事業委託者

事業受託者

遺跡名

所在地

調査面穣

調査期間

P

2．調査体制

財団法人北海道埋蔵文化財センター 理事長

業務部長

調査部長

調査部 調査第二班長

〃 文化財保護主事

〃 〃

〃 〃

〃 〃

〃 調査補助員

〃 参

〃 "

浅井理一郎

皆川窒三

藤本英夫

木村尚俊（発掘担当者）

鬼柳 彰

青柳文吉

浦辻栄治

工藤研治

和泉田毅

佐藤和雄

大場靖友

？

h

、

調査にあたっては，文化庁，奈良国立文化財研究所及び北海道教育委員会の指導を受けた。

また次の諸機関及び人々の協力を得た。 （順不同，敬称略）

登別市役所

登別市教育委員会

苫小牧市埋蔵文化財センター

登別市立図書館

登別市郷土資料館

北海道開拓記念館赤松守雄

参 山田悟郎
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I.調査の概要

北海道大学環境科学研究科

札幌医科大学解剖学第二講座

ケ

北海道登別南高等学校

花岡

大島

西本

街道

光

行

弘

昭

正

直

豊

重

3．調査の経緯

本過跡は，北海道教育委員会が昭和55年度に実施した登別市内の一般分布調査によって発見

されたものである。 日本道路公団は北海道縦貫自動車道（函館～稚内）の建設を進めているが，

本過跡が， このうちの東室蘭インターチェンジと登別インターチェンジ間の予定路線内にある

ことから，発見後ただちに北海道教育委員会と協議を行ない，記録保存のための調査を実施す

ることになった。

調査の委託を受けた当センターでは，同年秋に範囲確認のための調査を実施発掘調査対象

面種は3,980㎡と確定された。

発掘調査は昭和57年5月9日に開始され， 10月29日に完了した。遺物の水洗，注記，分類カ

ードの作成は， これと並行して行なった。遺物実測， トレース，報告書の作成は，同年11月1

日から実施して，昭和58年3月31日に終了した。

1

4．発掘区の設定 §

発掘調査の実施にあたっては，道路予定線内のセンター杭STA. 69+O0とSTA、 70+00

を結ぶ直線と， これに直交する線を設定した。これを基準線として調査区全域を覆う5mグリ

ッドを設け，調査区北西隅からl0mごとに南へA･B･C･ ･ ･ ,東へ0･ 1 ･ 2 ･ ･ ･の記

号を付した。グリッドの呼称は該当する10m四方の北西角の杭を用いた。 5mグリッドについ

ては，各1Omグリッドの北西から左回りにa．b･c･dの記号を付した。

遺物の取り上げにあたっては5mグリッドをさらに, 2.5mグリッドに4分割して出土位置

を記録した。

1

－2－



I.調査の概要

5．遺物の分類

出土した資料の整理にあたって，土器・石器とも従来から当センターが使用している分類基

準を用いた。この分類基準は新千叢空港建設用地内における美沢川流域の遺跡調査の成果をも

とに作成し，後，北海道縦貫自動車道江別地区の発掘資料により修正したものである。

礫，土製品，石製品は分類対象から除外する。

土器

縄文時代草創期に属する資料を0群とし，早期をI群，以下順次，前．中．後．晩期をⅡ群．

Ⅲ群’Ⅳ群･V群とし，続縄文時代・擦文時代に属する資料をそれぞれⅥ群・Ⅶ群としている。

今回の調査では0～Ⅱ群・Ⅶ群の資料は出土していないので， これを省略し， Ⅲ～Ⅵ群の分

類を示すこととした。

ド

し

〈Ⅲ群〉

縄文時代中期に属する土器群。本群はa。bの2類に分類される。後者はさらにb-1 ･ b

－2 ・b－3の3類に細分される。

a類：円筒土器上層式に相当するもの

b－1類：天神山式に相当するもの嵐山遺跡出土資料に類するものは本類に含めておく。

b－2類：柏木川式およびそれに近似したもの

b－3類：北筒式に相当するもの小島の沢I式を含む

ヨ

ド

<Ⅳ群〉

縄文時代後期に属する土器群。本群はa・b。 cの3類に分類される。

a類：余市式・手稲砂山式および入江式に相当するもの

b類：手稲式および茶津洞穴Ⅳ層出土資料に相当するもの

c類：堂林式および茶津洞穴Ⅲ層出土資料に相当するもの、

<V群〉

縄文時代晩期に属する土器群・本群はa･ b. cの3類に分類される

a類：大洞B･B-C式に相当するもの。上ノ国式に類似するものを含む

b類：大洞C･Cz式に相当するもの

C類：大洞A･A'式に相当するもの タンネトウL式を含む

<Ⅵ群〉

続縄文時代の土器群。今回の調査では恵山式に相当するものが出土している。

－3－



I.調査の概要

石器

<I群〉 石錐・槍先類

A:石錐

1 :石刃錐（今回は，出土していない）

2 ：細身で薄いもの。基部が内湾するもの

a:柳葉形のもの

b:五角形になるもの（今回は，出土していない）
:塗~曇畿
一

幕蟻~
く〉 ＜＞＝
IA4 1A4 1A4

C :大きめのもの（今回は，出土していない）

3 ：三角形のもの

（基部にえぐりのあるものも含む）

4 ：茎が明瞭に見られないもの

（ひし形のもの，基部が丸くなるもの）

5 ：茎をもつもの

q

~ ~ ~ ~IA4 1A5 -
1A5

8 ：破片など

9 ：今後，分類を必要とするもの

B:槍先

1 :茎をもつもの

2 ：茎が明瞭に見られないもの

（ひし形のものも含む）

t

~ 一

一

＜二＞

IB9

8 ：破片など

9 ：今後，分類を必要とするもの
いしきり

くⅡ群〉 石錐類

A:石錐

1 ：刺突部をつくりだしたもの

（刺突部が複数のものもある）

2 ：棒状のもの

3 ：棒状のものにつまみ部がつく ’り

○<＝
IB1 IB2

照叡& ~．

nA1
0 nA3

IA1

だされたもの

8 ：破片など

9 ：今後，分類を必要とするもの

くⅢ群〉 ナイフ・スクレイパー類

A:つまみ付きナイフ

1 ：二次加工が片面全体に施され，

1

その面の右側縁に急角

－4－



I・調査の概要

度の刃部をもつもの

:二次加工が片面全体に施されるもの

:二次加工が周辺に施されるもの

:両面加工のもの

mA3 Q
mA9

２

３

４

砦

~

’
8 ：破片など

9 ：今後，分類を必要とするもの

B:スクレイパー

1 ：石くらと称されるもの

2 ：まる形のもの（ラウンド・スクレイパー）

一
恥

２

熱
繊くこ＞ ＜＞

mB1 mB2
mB9

'

8 ：破片など

9 ：今後，分類を必要とするもの

くⅣ群〉 石斧類

A:石斧

1 ：擦り切り手法によって製作されたもの

2 ：敲打痕（ペッキング）のみられるもの

3 ：打ち欠きによる製形がみられるもの

4 ：素材を大きく変形することきく， 刃部のみに磨き

がみられるもの

5 ：全面磨製のもの

二等掌Z

鱸
可
●

蕊
8 ：素材，末製品，すり切り残片，破片など

9 ：今後，分類を必要とするもの

B:石のみ

<V群〉 たたき石，台石類

A:たたき石

1 :棒状の一端， もしくは両端にたたき痕がみられる

もの

2 ：扁平礫の周辺にたたき痕がみられるもの

3 ：扁平礫の腹，背面にたたき痕がみられるもの

（くぼみ石と称されるものも含む）

‐
熱
燗
仙
州
岬
州
州
畔
梱
〕
‐
肥

IVA1

P

一~

O
Ⅳ巳

8 ：破片など

9 ：今後，分類を必要とするもの
VA1

－5－



1．調査の概要

B:台石（石器製作， その他の作業でテーブルと

なったもの出土状態などの状況証拠を重視）

1 :台石（板状の面の平担面に使用痕がみられ

るもの）

VB1 '

8 ：破片など

9 ：今後，分類を必要とするもの

くⅥ群〉 すり石・石皿類

A:すり石

1 ：断面がすみまる三角形の礫の稜をすったもの

2 ：扁平礫の側縁をすったもの

3 ：扁平礫を半円状に粗く打ち欠き弦をすったも

の（今回は，出土していない）

4 ：北海道式石冠と称されるもの

5 ：円礫状で，すり面が曲面のもの（側辺にたた

き痕がみられるものが多い）

毎
k_金I

《

－

WA1

「

〕 的

8 ：破片など

9 ：今後，分類を必要とするもの

B:石皿（すり面のあるもの）

1 :石皿（板状の石の平担面に，広くすり面がみ

られるもの）

‘

UA2

8 ：破片など

9 ：今後，分類を必要とするもの
いし⑪こ といL

<Ⅶ群〉 石鋸・砥石類

A:石鋸

1 ：石鋸（刃部力喧線状になるもの）

4
1

1

8 ：破片など

9 ：今後，分類を必要とするもの

B:砥石

1 ：研磨面に溝があるもの

（今回は，出土していない）

2 ：研磨面だけのもの

Ⅵ巳1

－6－



I.調査の概要

8 ：破片など

9 ：今後，分類を必要とするもの
いし打もり

くⅧ群〉 石錘類（今回は，出土していない）

A:石錘

l :打ち欠きを4ヶ所にもつもの

2 ：長軸の両端に打ち欠きをもつもの

3 ：短軸の両端に打ち欠きをもつもの B2

F

8 ：破片など

9 ：今後，分類を必要とするもの

〈Ⅸ群〉 石核・剥片類

A:石核（剥片石器の素材となる原石等も含む）

｜B:剥片・破片

<X群〉 加工痕，使用痕のみられる剥片・礫など

A:

1 :剥片に加工痕が見られ，今後分類を必要とするも

の（定形的な石器としては認定されていないもの。

彫器， ピエス・エス・キーユを呼称されるもの。 ‐

それらの削片などを含む｡）

2 ：剥片に使用痕がみられるもの。

B:礫に加工痕・使用痕がみられ，今後，分類を必要と

するもの

辮

b

聯
ⅨA

苗

3

一
卿

一一

Ｑ
脚

配
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I.調査の概要

6．調査の要約

今回の千歳5週跡の発掘調査では，縄文時代中期末から後期初頭につくられたものと推定さ

れる週描が， 63か所検出された。これらの遺構の種類と内訳は，住居跡が18か所，土鑛が36か

所, Tピットが2か所，焼土跡が7か所である。住居跡としたものは皿状の大きな落ちこみで，

床面に炉跡と，柱穴とみられるピットが検出された遺構である。

土城としたものには，径20cmから数mにおよぶものがあるが， どのよう葱目的で掘りこまれ

たか，不明確なものが多い。このなかには，形状・出土遺物などからみて，墓壌と考えられる

ものが数カ所あるが，人骨・ベンガラなどは検出されていない。また土轆のなかには，他の住

居跡と規模，形状などが異なるために， これに含めたが，焼土，柱穴状のピットカ輪出されて

いることから判断すると，住居跡の可能性があるものもある。

Tピットは調査区の南北に1カ所ずつあるが， これと列をなすものは検出されなかった。

焼土としたものは7か所ある。調査区の全域に堆積している黒褐色腐植土層(Wal'層)中に

は，赤色あるいはオレンジ色の火山灰がブロック状に分布しており， これとの判別が困難であ

ったが， この7か所には， わずかの炭化物が混入しているために，焼土であることが判明した。

F－1と6では土器がともなっており，各1個体ずつ復元されている。

過構の多くは, IVal'層上部から掘りこまれているものと判断されるが,過構内部の埋土も，

この層を主体としているために，掘りこみ面を確認することは，極めて因難であった。

表土およびⅡ層の火山灰除去後，調査区内の数か所に，皿状の窪みが認められたため， トレ

ンチ調査を行って， これらの窪みが住居跡であることを確認した。 しかし， これらの住居跡の

多くは斜面上部では，地山ローム層まで掘りこまれているが，下部ではⅣal'層中にあり,平面

的に掘り下げを行っても，壁,床面を明瞭に確認できないことが明らかになった。とくに調査区

西半部のゆるやかな斜面の遇構では，地山ローム層にまったく達していないことが推測された。

このため， グリッドラインに沿って, ig50cmのトレンチ調査をほぼ全域に行ない，適構の存

在が予想された部分については，随時，サブトレンチを設定し，土層断面の観察によって迩構

確認を行うこととした。 しかし， この方法によっても確認が難しい遺構が多く，特に小型のピ

ットは,Wal'層下部， あるいは地山漸移層まで掘り下げた段階で，発見されたものが多い。

したがって，今回の調査では，掘りこみ面を確実に把握できたものは数例のみであるが， こ

の他の過構については，遺物の出土状態付近の過構との土層の比較によって，掘りこみ面を

判断した。

遺物は約15万点出土した。このうち土器は破片数で約8万点ある。Ⅲ群b－3類に属する北

筒式．煉瓦台式が主体を占め，Ⅳ群a類の余市式．Ⅲ群b-3類のノダップⅡ式がこれに続く。

Ⅲ群a類の円筒上層式， およびⅣ群b類の手稲式土器もわずかではあるが出土している。

石器は礫・剥片を含めて約7万点出土しており， Ⅲ群b－3類， あるいはⅣ群a類の土器に

ともなうものと考えられる。このほかに三角形土製品・滑車形の有孔石製品なども発見された。

f
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I.調査の概要
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図1－1 千歳5遺跡とその周辺の遺跡

( 1 ．千歳5遺跡 2．千歳4遺跡 3．千歳6週跡

4．川上B週跡 5．富岸小学校遺跡）
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Ⅱ、遺跡の環境と立地

Ⅱ、遺跡の環境と立地

1 ． 自然環境

干畿5遺跡は幌別町市街地の東側を流れる岡志別川上流に位置している。この付近から北東

部一帯に広がる札内台地は背後に急峻な山岳をひかえた丘陵地帯で，北から南へゆるやかに傾

斜し南辺は海岸平野に達している。台地の基盤は更新世の登別溶結凝灰岩で， この上に火山灰

性の土壌が堆穣している。
らいば

札内台地を縦断するように登別川・来馬川などの中小河川が深い谷を刻んで南北に流れてい

る。これらの河川の一つである岡志別川は，台地中央付近の札内町南部，来馬町東端に源を発

し，千機町を経て太平洋に注いでいる。延長は約5kmで，現在，流路は中流域から改修され，

コンクリートで護岸されている。

岡志別川は， 「幌別町のアイヌ語地名」 （知里真志保･山田秀三）によると， 「語源はよく分ら

ないが, 0(川尻)Kas (魚捕小屋)un(ある)Pet (川）のようにも聞こえる｡」と説明されて

いる。また今回の調査地区を含む上流は，ハルキオカシペツ [harki (左の) okaspet (オカシ

ペツ川)〕 と呼ばれている。

遺跡は谷の開口部より約0.5km上流左岸の丘陵西斜面にある。谷底は沖祇され，過跡付近で

は幅80mほどの平地になっている。

背後の丘陵は札内台地中央部より南へ延びる尾根の一つで，調査地区は谷に面する斜面の標

凸

乃

I

L

図2－1 遺跡周辺の地形および概念図
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Ⅱ、過跡の環境と立地
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１高20m～33mの部分にあたる。中央

部に丘陵から支尾根が張り出し， そ

の南側と北側は浅い沢になっている。
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として利用されていたために，現在

ではクマイザサと灌木の疎林になっ
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Tl
学

Ｅ

Ｆ

壷

》

2．周辺の遺跡

'11'， 'I|州瀞
札内台地南西部，岡志別川の本流

と支流沿いには，道教委作成の埋蔵

文化財包蔵地分布図によると，本遺

跡の他に6か所の過跡が登城されて

いる。このうち千歳4， 6遺跡は，

すでに発掘調査が実施され，報告書

が刊行されている。千哉4通跡は本

遺跡の東約1kmの岡志別川支流のエ

コイカウンオカシペツ川とシンノシ

ケウンオカシペツ川の合流点に近い

丘陵西斜面にあり，縄文時代中期後

－』 〆｜ 〃．ノ／4ノJ〆．、／ノ 1 1 に-．〆〆ノゾ

t

醐柵
~~ ；

,nW;腿醐,翁1W~
、遠山〃 ~、

『州

E

可、／ケウンオカシペツ川の合流点に近い

丘陵西斜面にあり，縄文時代中期後 程－－2 "･ M

冬

葉から後期中葉の遺構・遺物が発掘 図2－2 Ⅲ層上面測量図

されている。 また千叢6遺跡は岡志別川の下流北東岸の台地端部にあり,やはり同時期の遺構．

遺物が発見されている。両遺跡と千歳5遺跡との距離は数kmで，時期・立地条件ともに共通す

る点が多い。

この他に幌別川，来馬川沿いには，チャシ・包蔵地が数カ所知られている。幌別町市街地南

西の川上B遺跡は， 当センターで本遺跡と同時に発掘調査を実施しており，縄文時代早期から

後期に至る過構・遺物が発掘された。

また富岸川沿いにも， 3か所の遺跡があり， このうち當岸遺跡は，当センターが昭和55年度

に発掘調査を実施した。縄文時代早期から後期の遺物が出土している。

3．層序

層序は大別すると，火山灰，腐植土，地山ローム層に分けられる。上層は層厚20～30cmの灰

褐色火山灰層(I層） と, 5cm前後の明灰色火山灰層（Ⅱ層）で明瞭に分層される。 I層はわ

ずかに腐植質を含んでおり，有珠a系統の火山灰とされている。 Ⅱ層は有珠b系統といわれる
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Ⅱ、遺跡の環境と立地

火山灰で径1～3cmほどの灰白色の軽石が含まれている。

腐植土はⅢ層とⅣ層に大別される。Ⅲ層は漆黒の粘質腐植土層で火

山灰，軽石を含んでいない。 I層からⅢ層までは，無過物層である。

Ⅳ層は上層の火山灰をわずかに混入するか， あるいはまったく混入

しない黒褐色腐植土層(Wal層） と， これよりやや明るく，火山灰

を比較的多く含む黒褐色腐植土層(Nal層）に分けられる。この上

闇と下層の境は明瞭ではない。Ⅳal'層は中間に赤色あるいはオレン

ジ色の火山灰をブロック状に混入しており，これを境にⅣal'－1層と

Wal'-13層に分れる。遺物はⅣal層とⅣal-1層に包含しており，

遺構はⅣal'-1屠中から掘りこまれている。

Wal'層は南側と北側の沢の部分では, 1層と13層の間に種々の層

が混入している。北側の沢では水流によって堆積したものと考えられ

る火山灰，腐植土が十数層に細分できる。 また沢の下部には径10cm前

後の軽石が多数みられる。南側の沢でも,Wal'層は5～6層に細分さ

れ，やはり軽石が多量に含まれている。

V層は灰黒褐色あるいは褐色の地山漸移層。Ⅵ層は地山の黄色ロー

ム層である。Ⅳal'の2層からⅥ層は無遺物層である。総体に層序はム層である。Ⅳal'の2層からⅥ層は無遺物層である。総体に層序は

v v y I全、f ン

I

Ⅱ

Ⅲ

IVal

Wal'-1

Wal'-8

（火山灰）

------十-----

Wal′－13

V

Ⅵ ’

図2－5基本層序

尾根の部分では単純でうすく，沢では厚く複雑である。

調査区南部のグリッドH－3付近では， Ⅲ層下部に水分をあまり含まないレンズ状の茶褐色

土がみられる。これは住居跡H-13･ 14に関連するものとも考えられる。

グリッドH-4から1－4にかけて，長さ約8mの細長い溝状の落ちこみが検出された。 （図

版）地山漸移層上に確認されたもので，幅約20cm,深さ約lmである｡埋土はⅣal'-13層

で，径数cm～20cmほどの地山上に多数みられるものと同様の軽石を混入している。遺物は出土

していない。断面の形状は開口部から下へ除々に狭くなっており，砂状の火山灰層に達してい

る。この溝を境に西と東では地山漸移層， ローム層上面に段差があること，形状などから推察

すると，人為的な遺構とはみとめられない。小規模な地殻の変動による地割れと考えられる。

今

密

参考文献登別町役場「登別町史j昭和42年
卜
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Ⅲ、過栂と過栂出土の遺物

Ⅲ、遺構と遺構出土の遺物

今回の調査では，住居跡・石囲い炉・士城。Tピット・焼土など各種の遺構が計63カ所発見

された。これらの過構の分布をみると，数例を除いて調査区中央の東から西へのびる尾根の南

と北に大きく分かれている。

住居跡と推定される遺構は，北側に6カ所，南側に9カ所ある。この15カ所の住居跡は，調

査区内の比較的傾斜の緩やかな部分に立地しているが，中央の尾根上にあるH-15は約30度の

急斜面にあり，他のものと立地条件が異なっている。 さらに， この尾根の先端部に重複して検

出されたH-13とH-14は尾根の南よりにあるが，他の住居跡とは離れている。土轆.Tピッ

ト ・焼土の分布にも，住居跡と同様の傾向がみられる。遺構がこのような分布を示す理由とし

て，南側のグループと北側のものとの間の構築時期の差異が考えられる。 しかし各遺構の掘り

こみ面は，数例を除いて不明瞭であるがⅣal'層上部にあると判断され,遺構にともなう遺物，

さらに遺構の形状などにも，両グループの間に顕著な差異は認められなかった。

H-llをのぞく他の住居跡では，炉跡あるいは，火を使用したと考えられる焼土が検出され

ている。石囲い炉は，炉石の抜き跡.によって確認したものを含めて9か所の住居跡にある。

石を使用していない炉跡をもつものは6か所，炉跡に類似する焼土力職出されているものは3

か所である。このように炉の構造が異なる住居跡相互で， 出土逆物に相違があるものか否か，

検討を試みたが，明確な傾向は認められなかった。住居跡から出土した土器は， Ⅲ群b－3類

に属する北筒式・ノダップⅡ式・煉瓦台式およびⅣ群a類に属する余市式などである。これら

の各型式の土器の出土状態あるいは，型式毎の土器の出土の比率についても，住居跡間に大き

な相異はみられない。石器は, I群B-1類, I群B－2類に分類される茎の幅が広いやり先

が多く出土しており，つまみ付ナイフは少ない。また，磨面が4面以上ある砥石が6カ所の住

居跡から出土している。

H-13と14, H-7と11はそれぞれ重複して検出されたものであるが，両者とも石囲い炉を

もつ住居跡が，石を用いない炉をもつ住居跡を切って構築されている。しかし， この2例のみ

では，炉の構造が新旧の関係を意味しているものとは考えがたい。

住居内にあるものと同様の石囲い炉で，遺構外に検出されたものが3カ所ある。このうち，

S－lと3は壁・柱穴など力稚出されなかったため，単独の石囲い炉としたが，検出された層

位から推察して，住居の床面に設けられた可能性が強い。 S－2のみが住居の外に作られた石

囲い炉と考えられるが， この1例のみであり， さらに検討が必要である。

土簸は36カ所検出されている。中央の尾根の南側にもいくつかみられるが，大部分がこの尾

根の下から調査区北西部にかけてのゆるやかな斜面に分布している。これらの土概のなかには，

墓壌として掘りこまれたものが，相当数あるものと考えられる。人骨やベンガラなどは検出さ

れていないが，形状，埋土の状態あるいは，退物の出土状態などから推定すると, P-7･8･

、

5

1
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Ⅲ、過栂と過櫛出土の遺物

14･33などは墓概の可能性があろう。これ以外にも，形状のみを考えると，墓鞍として掘られ

たとみてよいものがいくつかあるが，埋土が自然堆積によるものか，人為的なものであるかの

判断が困難である。出土遺物も皆無か， あるいは出土していても，接合できない土器片のみで

あるために， どのような目的でつくられたか推察できないものが多い。

土溌としたもののなかには, P-2 ． 9 ･21のように，柱穴状のピットが検出され，炉跡に

類似する焼土が検出されるなど住居跡としての性格をもつものがある。 しかし， これらのピッ

ト・焼土などは，他の住居跡に比べて，不明瞭なものが多い。

Tピットは溝状のものが2つある。Tピットは短軸方向に列をなして分布することが知られ

ている。 しかし, TP-1と2は調査区の南北で約60mの距離をおいて検出されており， この

間には確認されていない。 したがって，調査区内において， この両Tピットが列をなしている

とはみられない。TP-2はⅣal'層中のオレンジ色の火山灰除去後に検出されたもので， こ

の火山灰が降下する以前に掘りこまれたものであることは， ほぼ確実である。この火山灰の起

源は不明であり， またこの過構中から遺物がまったく出土していないために，作られた時期は

わからないが，他の適構より古いものであることは間違いないものと考えられる。TP-1は，

この付近の火山灰の分布が顕著でないために，掘りこみ面は明瞭ではないが,Wal'層下部と者

えられる。TP-2と同じ時期につくられた可能性があろう。

焼土は7カ所検出された。このうち, F-1と6では土器をともなっており， それぞれ， ほ

ぼ完形に復元された。F-1の土器はⅢ群b－3類の北筒式に属するもので, F-6のものは，

Ⅳ群a類の手稲式に相当するものである。それぞれ，焼土に関連して使用された土器であろう。

F－7はF－6の近くに同レベルに検出された焼土で， これと同時期のものと思われる。

これ以外の5カ所の焼土は， いずれも検出した層位から推察して, F-1と同時期と考えられ

る。

Wal'層上部でまとまって出土した9本の石斧は，出土状態から推測すると，袋か， かごの

ようなものに入っていたものと考えられる。

今

抄

遺構中から検出された資料の放射性炭素による年代測定結果はつぎの通りである。

Nol KSU. 580H-3埋土3層出土の炭化物3,810±230B.P.

No2 KSU. 581H－6床面出土の炭化物 3,850±310B.P.

NQ3 KSU. 582H-13床面出土の炭化物 2,950±520B.P.

U

I
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Ⅲ遺構と遺櫛出土の遺物
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Ⅲ、遺栂と過櫛出土の遺物
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守

調査区北部の尾根から，中央の尾根へかけての土層を観察するために掘り下げたトレンチの

セクションによって確認された。西半部はすでにⅣ層中位まで掘りこんでいたため, 5mグリ

ッドに沿ったベルト部以外，壁の上半は検出できなかった。掘りこみ面はセクションの観察に

よるとⅣal'層上部である。

平面形はほぼ長方形であるが，南西方向では歪んでいる。床面は平担であるが，斜面に沿っ

て南西方向に傾いている。北半部ではローム層中まで掘りこまれているが,南半部はⅣal'層中

に床面がつくられている。このため，南・西壁を検出することは困難であった。床面には大小

ll個のピットが検出された。このうち4個は南東壁ぎわに並んでおり柱穴と考えられる。小型

のピットは南の壁ぎわにある。これは支柱の可能性があろう。石囲い炉は検出されなかったが，

床面の中央， および南側に焼土がある。

本住居跡の床面からは， Ⅲ群b－3類・Ⅳ群a類の土器片， および石錐・スクレイパー・砥

石などが出土した。また図示していないが台石が1点出土している。埋土中からは， この他に

Ⅳ群b類の土器片．やり先．剥片などが出土している。 10は擦り切り手法によって作られた石

斧で，右側縁に擦り切り痕を残している。

四

I
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Ⅲ．辿櫛と過構出土の過物
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Ⅲ、遺榊と過櫛出土の遺物
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住居の層序

1 Ⅱ 層

2 Ⅲ 層
3 軽石ブロック

4 Nal 層
5 黄褐色土
（黄色軽石を多肚に含む）

6黒色土

7 黄褐色土
（軽石粒を含む）

8 黄禍色土

（軽石粒を多趾に含む）
9 黄褐色土
（大形黄色軽石を多且に含む）
10焼 土

11暗褐色土
（軽石粒を含む）
12焼 土

13黒褐色土
（軽石粒を少趾含む）

14

15

16

17

18

19

黄褐色土
（黄色軽石粒を多皿に含む）

灰ブロック

暗褐色土

暗褐色土
（軽石粒を少趾含む）
黄禍色土
（暗褐色土十黄褐色軽石）

暗黄禍色土

20褐色土

21黄褐色土

22暗褐色土

23黄褐色土

24黒色土

25蹄褐色土

26黒褐色土

27蹄褐色土

28 1Val′ 暦
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Ⅲ、遺櫛と過構出土の遺物
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Ⅲ、過櫛と遺栂出土の過物
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調査区南東の斜面にある。Ⅲ層上面で浅い皿状の窪みが検出されたため， トレンチ調査を行

ったところⅣal'層上部から掘り込まれた遺構であること力確認された。周囲では,H-4･8･

10･18が， この住居跡を囲む位置に検出されている。埋土中には，暗褐色土層の間に，軽石混

りの黄褐色土が2層堆祇しており，周辺の住居構築の際の排土力流れ込んだものかと考えたが，

確認できなかった。

平面形は長円形である。床は斜面の下部にあたる西側ではローム層まで掘り込まれておらず．

全体に斜面にそって傾斜している。壁はぱぽ垂直に立ち上り，内側には柱穴状の小ピットがめ

ぐっている。

炉跡は長軸方向南西寄りの部分で検出された。この炉は石で囲まれており2つの部分に区画

されている。焼土のレベルから推察すると，ほぼ同時に使用されていたものと思われるが，北

東側のものが，先につくられた可能性がある。

炉の南西側の床には板状礫があり，住居跡の外側では炉と板状礫の延長上に台石が喪返しに

なって検出された。 しかしこの台石が住居跡と関係するものかどうか不明である。

適物は，床面および埋土から， Ⅲ群b－1類の土器が出土している。

なお，東側壁ぎわの埋土中から， こぶし大の礫がまとまって出土し， また中央部分の床面か

ら約15cm上の埋土中では焼土が検出された。このことから，埋没途中の住居跡の窪みを何らか

の目的で利用したことがうかがえる。

ザ

I
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Ⅲ、遺柵と過構出土の辿物
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、、過構と過櫛出土の遺物

発掘区南部の傾斜地に立地している。北に隣接してH-3がある。

この住居跡はH-3を調査するために掘りこんだトレンチによって確認された。掘りこみ面

は，植物の根などの撹乱のために明確ではないが, IVal'屠中にあると思われる。埋土の層序は

自然堆碩であり，進構の西側は，斜面からの土砂の流入のためか,薄い層が多く堆積している。

長軸方向が， ほぼ東西をさす長円形プランである。床面は東から西へ傾斜しているが，遺物

力埋土の8 ． 12．13層中から多く出土したことから， これの下面が生活面であったと考えられ

る。遺構のほぼ中央に検出された焼土も，同じレベルにある。この焼土は薄く広がっており，

掘りこみはみられなかった。壁は全体に緩やかに立ち上がっている。 しかし東側の斜面上部で

は明瞭だが, H-3に近い北西の壁は不明瞭であった。北東の壁の一部はP－5を切っている。

柱穴と思われる小さなピットは計13個確認された。遺構の西側は，床面が地山に掘りこまれて

いなかったこともあり，検出が困難であった。配列には規則性がみられない。

遺物は，焼土の西側に多く出土している。 1 ･ 2などのⅢ群b-3類に属する明らかに北筒

式とわかる土器片が，焼土の南西方向で同じレベルに出土した。埋土からは8～11などの煉

瓦台式と思われる資料が出土している。やり先はIB-1に属するものが5点出土している。

茎の幅が広いものが多い。 9のたたき石と10の砥石は，焼土の北西で出土している。

h
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m、遺構と過構出土の遺物
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Ⅲ、辿構と逆櫛出土の遺物
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調査区南端のゆるやかな斜面にある。Ⅳal'層上部にわずかの窪みがみられたため，住居跡が

あることを想定し,東西方向のトレンチ調査によって確認した｡平面形は楕円,床面はﾛｰﾑ屠中につくら

れている。西壁は,Nal'層中にあるために不明瞭であるが，サブトレンチによって確認した。

中央東よりに炉跡がある。床面を浅く掘りこんだもので，焼土がうすく堆穂している。

壁は斜めに立ち上がっており， この部分に柱穴と考えられるピットが6個検出された。この

柱穴は断面をみると住居の中央に向って傾斜している。炉跡の東側に検出されたピットでは断

面が垂直である。

約2,000点の通物が出土しているが,床面にあったものはH群b-3類の土器片3点と黒曜石

フレイク・チップ123点である。このフレイク・チップは西壁付近に出土したもので，完成した

石器も含まれていることから推察すると，本住居跡内で石器製作が行なわれていたものと考え

られる。

埋土中から出土した遺物には， Ⅲ群b－3類・Ⅳ群a類に相当する土器片と錐・やり先・ス

クレイパー・石斧・たたき石・砥石などの各種の石器がある。

壁ぎわにみられる柱穴， あるいは石で囲われていない炉跡など，本住居跡は他のものと異な

る点が多い。

日

1
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Ⅲ遺構と遺構出土の遺物
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住居の層序

Nal′ 層（上部）

黒色士（粒子が細かい）

茶褐色土（軽石の混入が多い）

黒色士（軽石粒を含む）

１

２

３

４

5暗褐色士（黒色土にロームプロックと軽石を含む）

6 黒色士（炭化物を含む）

7灰白色土（火山灰と軽石）

8 Ⅳ風1′ 層（下部）

Ｂ
一 也旦60

石囲い炉の層序

土

色土

色土（軽石を含んでいる，地山）

焼

黒

黄

１
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Ⅲ．遺椛と遺椛出土の遺物
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Ⅲ、過栂と遺椛出土の遺物
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Ⅱ、遺椛と遺櫛出土の遺物
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Ⅲ、過概と過榊出土の遺物
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Ⅲ、過櫛と過綱出土の遺物
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Ⅲ、遺構と遺構出土の遺物

~
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鰯
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牛

発掘区の南部にあり，東側からのゆるやかな傾斜部に立地している。

当初H-11の一部と考えて調査を行ったが， セクションベルトc－dの観察により，別個の

遺構であることが分った。南側の壁付近ではP－3に切られている。掘り込み面は不明瞭だが

Wal'層の上部にあると考えられる。埋土の層序は自然堆頼であるが，処々に攪乱を受けている。

4

南側の壁が確認できなかったため，全体の規模は不明だが，円形または長円形プランであろ

うと思われる。床面には，東と西とを分けるように弧を描くベンチ状の段があり，東側が高く

なっている。西側の低い部分には，ベンチ状の段に取り巻かれるような状態で，石囲い炉がつ

くられている。 さらに床面の北西側には軽石を多壁に検出した四角形プランのピットがある。

壁はすべて， ゆるやかに傾斜しているが， とくに南から西の立ち上がりは不明瞭である。

石囲い炉は，安山岩や砂岩の礫を．の字形に並べたものと思われる。内部の焼土はH－3な

どの炉と比較すると少ない。柱穴状のピットは計21カ所検出されたが，規則性はみられない。

遺物の出土量は本遺跡の遺構中でもっとも多い。撹乱が多いため，埋土の層序によるグルー

ピングはできなかった。土器には, m群b-3類の北筒式(1～49)が多いが，煉瓦台式(50

～58)， Ⅳ群a類の余市式（59～64）も出土している。石器はピッチの付着した石錐（2） ・つま

み付ナイフ (18･19) ･ 4点の砥石(62～65) などが出土している。
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､、遺栂と遺櫛出土の過物
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1～2輌大の軽石がブロック状に入る 7 暗茶褐色土
(Wal'+少丑

黄灰色粘衙士（ブロック状） 趾の軽石）

l Ⅲ 暦 3 略赤褐色士（焼土？） 5

2赤褐色士（火山灰) 4 Wal 層 6
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Ⅲ、辿櫛と遺櫛出土の過物

13暗黄茶色士 17暗禍土 20暗褐色土

隙｡濡れてい､ 1 （職’軽石…《）（:註蕊揮韓勘 静2鰊離鑪
14暗茶灰色土 21暗茶黄色土

（辮綴がﾌﾛﾂ） ］8暗黄茶色土 （噌婆謡'蹴色土）
（縮:縫石が多く‘ ） 22黒茶灰色土15暗茶灰色土

（擢概り少窪〈） ］9暗褐色土 （“． かたくしまる）（罐櫻で' 21が少）
16暗茶灰色士

8暗茶灰色土
（少、の火山灰混入）

9暗茶褐色土
．(7より軽石が多い）

10暗茶褐色土
（微少の軽石を多く含む）

1l暗茶灰色土
（13より軽石が少ない）

12階茶褐色土
（7よりやや黒味を帯びている）
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調査区南部の沢の上部，西に下向するゆるやかな斜面上に位置する。第Ⅲ層上面で皿状の窪

みが認められたため， その中央に直交するセクションラインを設定し，南東地区より掘り下げ

を行った。約80cmの深さで黒褐色土．黄色粘質土．炭化物・軽石が混在した非常に汚れた土

が確認された。一部分を約10cmほど掘り下げたところ，径0.5～lcm前後に砕かれた河原石が集

中した堅い面が検出され， この面を住居跡の床と判断した。

埋土の上， 中層はⅣal'層に軽石が混入したものである。下層は上記の汚れた土で，床面上に

5～10cm堆領している。床面は東側では地山まで掘りこんでいるが，西側ではⅣal′層中にあ

る。西にわずかに傾斜しているが，平担で堅織である。西壁以外は垂直に近い傾きで立ち上が

っており，平面形は丸味をもつ六角形状である。

壁ぎわに沿って7個のピットがめぐっている。西壁の2個は1.2m,他は約1.3～1.7mの間

隔がある。径は約20cm,深さは約1l～25cmで内側に傾いている。

床面上には上記の破砕石が散在しているが， とくに南東部に集中している。また北東壁付近

は軽石が床面に埋まり堅くしまっている。中央部南よりには床面に深さ数cmの，凹凸の甚だし

い窪みが溝状にめくゞっている。セクション図の第22層に相当するもので，埋土は砂粒状の堅い

黒茶灰色土である。埋土中よりわずかの炭化物が検出されただけであるが，形状からみて，石

囲い炉の痕跡と考えられる。

進物は埋土の上，中層に土器片，石器などがわずかに出土しているのみである。

9

－40－



Ⅲ、遺櫛と過椛出土の過物
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Ⅲ，遺構と遺榔出土の過物
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Ⅲ、過構と過構出土の過物

j ,

執馴零~
~

－ 1

○ 2－ 3

－ 4

J 1

△

、』

W
~

ー

I

－ 76

△ 5

◇

一

号

△ 8

○ ‘。9
由

劉馨
●

鯵縛
。

11

霧I尋

12

雲懸~①
C三二

①懲り
L

14

蕊I鍵一

rごう ，守
I

17

総 “
●
13

~W
△△ ↑6

18

－43－



Ⅲ、過榊と遺柵出土の遺物
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Ⅲ適構と過樹出土の遺物

調査区南端のわずかに西Iこ下向する斜面上に位置する。第Ⅲ層上面で窪みがみられたため，

適構確認調査を行ったが， その輪郭を明確にすることができなかった。このため窪みの中央に，

直交するセクションラインを設定し， トレンチ発掘により東・北・南壁の立ち上がりを確認し

た。

埋土上層はⅣal'層より軽石がわずかに多く ，中層では多量に入っている｡下層は黄色粘質土・

焼土・灰・炭化物・軽石が混在している。床面は東側では地山まで掘りこんでいるが，西側

ではⅣal'層中にあり，西側にやや傾斜している。壁は西辺を除きやや急に立ち上がっている。

床面上に検出されたピットは，西側を開口する．の字形に並ぶものと，壁際に沿ってめぐる

ものとがある。平面形は円形で，断面は円錐形である。前者は直立し，深さは20～28cmである。

後者は内側に傾いており，深さは10～20cmで全体的に小さい。埋土はともにやわらかな黒色土

である。石囲い炉は中央部西側に位置し，浅い掘りこみをもつ。円礫．軽石を使用しており，

抜き取り跡がないところから，本来西側に開口する．の字形であったと考えられる。 さらに床

面中央部には2カ所の焼土が認められた。この焼土は床面に掘りこんだ浅い窪みに堆積してい

る。

遺物は埋土の中・下層から多く出土している。東壁付近では，床面に張りついた状態で石錐

が出土しており， さらに床面より数cm上で貼付帯上， および器面上に短刻線を横位に施した深

鉢の胴部片が出土している。
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m.過栂と過構出土の過物
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Ⅲ、遺構と過構出土の遺物
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Ⅲ,逆柵と過栂出土の過物

南側の沢の上部にH－8と並んで検出された。確認はトレンチ調査によって行った。掘りこ

み面はⅣal'層上部と考えられる。北半部の山側は壁の下部から床がローム層中に達しているた

めに明瞭に検出されたが，南側の斜面下部では床が黒色土中にあり， しかも埋土が周囲の土壌

と似ているために，検出は極めて困難であった。

形状はほぼ円形。床はほぼ水平につくられており，壁は傾斜している。

炉跡は中央西よりに検出された。 5個の石が残っており， このうちの3個は軽石が使用され

ている。内部は炭化物を少量混入した焼土が， わずか5cmほど堆積しているにすぎない。

床面には計4個の柱穴状のピットが検出された。このうち床面の西壁ぎわと北東にあるもの

は20cm前後の深さがあるが,他の2個はわずか7cmほどである。南半部では床が黒色土中にあ

るため， ピットの確認はできなかった。

遺物は剥片を含めると約300点出土しているが，このうち，床面に出土したものは， Ⅳ群a類

の一括土器，石核1点，加工痕のみられる剥片2点， および集中して検出された黒畷石ブレー

クである。この他の逆物は，埋土中に出土したものである。

H-11
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1 1Val'W
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2 黒色土
（粒子が細かい）

3暗褐色土
（黒色土に軽石を含む）

4 茶褐色土
（禺色土とローム‘軽石が混合）

5 黄色土

（微埋の炭化物を含む）

6暗褐色上
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Ⅲ、遺描と遺構出土の遺物

,’
＜二二 1

p2

3

1

毛

調査区の南部の傾斜がゆるやかな地点に構築されている。東側にH-3 ･ 4の住居跡があり，

本遺構の西壁はH－7によって切られている。当初はH－7と区別が明確ではなかったが， セ

クションベルトc－dの観察や，掘りこみ面がⅣal'層下部に認められることなどから，別の遺

構と判明した。埋土の層序は自然堆積である。

長軸が6m近い長円形プランの住居跡である｡,床面は平担で,壁は全体的にゆるやかに傾斜し

ているが， とくに東と南の壁の立ち上がりは崩壊のためか不明瞭であった。

柱穴と考えられるピットは計7個確認された。間隔は一定ではないが，壁際lこのみ検出され

ている。浅いものが多いが， セクションa-bに表われているように約20cmの深さのものもあ

る。

切り合っているH－7の遺物出土量に比べて，本適構の適物壁は少ない。土器片はⅢ群b－

3類に属するものが11点出土しているが， これは同一個体のもので復元された(1)。Ⅲ群b一

3類の北筒式土器である。

石器はスクレイパーが2点と，石斧の基部が1点出土している。

由

I
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m・遺櫛と遺構出土の過物
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m.遺構と遺構出土の遺物
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Ⅲ、過栂と過構出土の遺物
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Ⅲ、遺構と遺栂出土の遺物

調査区北部の尾根の南側斜面に位置する。Ⅳ層中位まで掘りこんだ段階で, D-3-b杭を

中心にした黒褐色土の落ちこみとして検出された。 5mグリッドに沿ったベルトをそのまま本

住居跡のセクションベルトとして用いた。 掘りこみ面はⅣal'層中にあるため不明瞭であるが，

セクションの観察から, IVal'層上半部と考えられる。このため南東部はベルト部以外壁の下部

をわずかに確認することしかできなかった。

平面形は一端が大きくふくらむ楕円形である。床面は平担だが，斜面に沿って南東方向にや

や傾いている。北東部は地山ローム層まで掘りこまれているが，南半部ではⅣal'層中に床面

が作られている。床面のピットは径10cmほどの小型のものと径20cmほどのやや大型のもの， お

よび浅い皿状のものがある。その配列には規則性はみられない力､北側の壁ぎわに集中している。

石囲い炉は検出されなかったが，床面南側に焼土力輸出された。また北東壁ぎわの埋土最下部

で炭化材が検出された。断面の観察によると角材の炭化したものである。 しかし，本住居跡に

直接関連するものかどうかは判断しがたい。

床面よりⅢ群b－3類・Ⅳ群a類の土器片が出土している。量的には前者の方が多い。石器

はやり先・スクレイパー・石斧・たたき石・すり石が出土している。このほかに埋土より， Ⅳ

群b類の土器片・つまみ付きナイフ・石錐が出土している。
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Ⅲ、過櫛と過榊出土の遺物

石囲い炉の暦序

1 黄褐色土
（ロームまじり）

2 炭化物

3暗褐色士

4焼 土

5 明褐色土
（焼土を含む）

6 明黄褐色土
（少皿の焼土を含む）

住居の層序

暗灰色土

黒色土

明黒色土

黒色土

(鍋窯;ｽﾌﾛﾂ
禍色土

啼黒褐色土

黒茶色土

啼褐色士

暗褐色土
（3＋パミスブロック）

暗褐色土

暗黄褐色土

明黄褐色土

焼 土

黄褐色土

明褐色土

赤褐色土

17暗茶顛色土

18暗茶褐色士

19明禍色土

20黄褐色土

21灰褐色土

22暗灰褐色土

23褐色土

24暗黒色士

9１

２

３

４

10

11

12

13

14

15

16

）
５

６

７

８

〃
蝋

聯I蕊圏
3

2

毎蹴塞鴬、

帝

4

ドI
１

７

へ

川

川

〃

〃

哩

鋳
蝋

鶴

〆

65

蕊I篭口
8

q

11
10

懲臓
＜ユ 1

ノ I

！■Ⅱ■■L

~ 4一

Cz> 3

くこ＞ 2

n
Il
~、=望（

、

ぐ

晒

似

＃

耳 1

7

一 5

－54－



Ⅲ、遺構と遮構出土の遺物

中央の尾根の南西裾部の斜面にある。Ⅳal'層中に窪みがみとめられたため，住居跡であるこ

とを想定し， トレンチ調査を行って確認した。当初は一軒の住居跡と考えていたが，壁が二重

にめぐり， さらに石囲い炉の北側で， これより10cmほど下層に焼土の堆積力戦出されたため，

2軒の住居が重複していることが判明した。

H-13は石囲い炉をもつもので, H-14より後につくられている。形状は楕円形とみられる

が斜面の上側では，地山ローム層中に達しているのに対し，下側ではⅣal′層中にあるために

壁を検出することはできなかった。しかし，セクション部分では西壁の立ち上がりがみとめら

れた。床も西半部は明瞭ではないが，斜面に沿ってゆるやかに催斜している。

柱穴と考えられるピットは壁ぎわに5個めぐっており,炉の南側にも1個検出された。いずれ

も円形で垂直である。

炉跡はほぼ中央とみられる部分にあるが，東辺と南辺以外には炉石が検出されなかった。北

、西辺では抜き跡もみとめられないが，焼土はほぼ方形に堆積している。

床面からはⅢ群b－3類に相当する小型の深鉢と台石が出土した。また埋十t部からはⅣ群

a類に相当する土器片が数点出土している。

本住居跡はH-14力懐棄された後， その窪みを利用して構築されたものと判断される。
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Ⅲ、遺榊と過構出土の遺物

焼土の層序

焼土十掲色土

褐色土十少丑の焼土

炭化物

褐色土十焼土十炭化物

住居の層序

淡茶灰色土

暗茶禍色土

蹄茶灰色土

暗黒色土

5焼 土

6 褐色土十焼土ブロック

7焼 土

5 踏茶灰色土
（軽石多い）

１
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３

４

１

ワ

】
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一

ー

鱒刀
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15

H-13の調査中，壁が二重にめぐること，石囲い炉の下層に焼土の堆頼がみとめられること

が確認され，二軒の住居が重複していることが判明した。

H-14はH-13に切られており， これより先に構築されたものと判断される。西半部はⅣal'

層中にあり,H-13によって切られているために検出できなかったが，形状はほぼ円形と考えら

れる。

床面は堅く， ほぼ水平である。焼土は中央部の大きなものと， その東側の小型のものの二個

所が検出された。前者では東端部に2個の火山礫が出土しているが，周囲に抜き跡は確認され

ておらず, H-13のように石で囲われていたか否かは不明である。

床面の壁ぎわには，柱穴と考えられるピットが5個めぐっている。径は15cm前後で，深さ14~

19mnである。断面をみるとほぼ垂直である。また炉跡の北側に径約30cmの浅いピットがある。

この住居跡の床面からは， Ⅲ群b－3類に相当する土器片4点と， スクレイパー1点が出土

している。

H-13･ 14の西側のⅣal'層中には，粘性の巻い茶褐色土の堆積がみられた（メインベルト

セクション図参照)。深さは約20～30cmほどで, H-13の西端から約5m西側まで分布してい

る。両住居のいずれかを構築した際の排土の可能性があるものと考えて調査したが，層位に不

明瞭な部分が多く，結論を得ることはできなかった。
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Ⅲ、遺椛と遮榊出土の過物

H-15
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黒色土
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Ⅲ、過櫛と遺榔出土の過物
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Ⅲ、遺椛と遺椛出土の遮物

調査区中央の尾根の北側にある。他の住居が比較的平担な部分に構築されているのに対し，

この住居跡は急斜面に立地している。

火山灰除去後の黒色土上に大きな窪みがみられたために，住居跡の検出を予想し， トレンチ

調査を行なって確認した。

東側は地山ローム層中に深く掘りこまれているために，明瞭に検出されたが,西半部はⅣal'

層中にあり，サブトレンチによって壁を検出した。壁は南と西では垂直に近いが,東西側では

ゆるやかに傾斜している。とくに東壁は斜面の上部にあたり，床面から約50cmの高さがある。

床はほぼ水平である。

床のほぼ中央に石囲い炉跡が発見された。50cm×40cmの長方形で, 4個所には炉石のかわり

に土器片が使用されている。炉内には木炭と焼土が検出された。この炉は保存のため，周囲を

発泡ウレタンで固めて，検出した状態で取り上げを行った。

柱穴と考えられるピットは，東側の壁の上部に3個， これに並ぶものが北東側の壁の外に2

個検出された。断面をみると壁の3個は，住居内に向って傾斜しており外側の2個は垂直であ

る。また床面の炉の近くに検出された柱穴は，斜面上部に向って傾斜している。床面からは石

斧片1点が出土。埋土中には， Ⅲ群b－3類・Ⅳ群a類に相当する土器片が混在していた。

H-16

b2き_30~
ｑ
’

一言例壼ﾌ可

焼土

1黒褐色土
（炭化粒を多量に含

2暗灰褐色土

3黒色土
1

鱗焼土
d23．40
－

⑧ f2340

－＝

C~

一一

1赤褐色土

2暗褐色士

1赤褐色土

2黒褐色土
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Ⅲ、遺椛と遺榊出土の遺物

…醗
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調査区北部の尾根の南側斜面に位置し, H-1 ･H-12に切られている。H－1の床面を調

査中土層の乱れがみとめられた。このためH－1の調査終了後， セクションラインに沿ってト

レンチを約1Ocm掘り下げたところ，土器囲い炉とこれに続く， ローム暦を掘りこんで作られた

床面を検出した。

土器囲い炉以北は， ローム層を掘りこんで床面が作られており，北東部の壁下部を一部検出

できたが， これ以外は, H-1 ･H-12によって破壊されて検出できなかった。 また，炉以南

はⅣal′層に床面が作られていたと考えられるが， すでにⅣal'層の大半を掘り下げていた

ために，壁は検出できず，床面も明確にできなかった。ピットは北半部に20数個ある。炉を中

心に弧状に並ぶものと， その外側に不規則に並ぶものがある。炉跡はⅣ群a類の土器片を用い

て作られている。 したがって本住居跡はⅣ群a類以降の時期に使用されていたと考えられる。

ほかに，炉跡の東側の床面に焼土が二カ所検出された。また北壁ぎわには炭化物が集中して検

出された。

床面よりⅢ群b－3類の土器片， および図示していないが，剥片の縁辺部だけに調整を施し

たスクレイパーが出土している。ほかにH－1, H-12の床面下よりⅣ群a類･ b類の土器

片．石錐・やり先・剥片などが出土した。

し
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Ⅲ．遺構と遺構出土の過物
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Ⅲ、遺構と過構出土の過物
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Ⅲ過構と過槻出土の過物
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m.過栂と遺櫛出土の遺物
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調査区北端の尾根上の平担部で， トレンチ調査によって検出された｡Ⅳal'層中につくられて

おり， ローム層中に達していないために非常に不明瞭であったが，埋土に比べて，壁．床は粘

性が強い黒色土であった。床面に検出されたピットは，埋土がやわらかい灰黒褐色土で，比

較的明瞭であった。断面の形状からみて柱穴と考えられるが，配列は不規則である。

床面の中央南よりには，わずかの焼土が検出された。ほかの住居跡の例をみると，石囲い炉跡

とも考えられるが，石は検出されず，抜き跡も確認されなかった。

本住居跡の北東外側では,Wal'層中にオレンジ色の火山灰があり， この上面から4個のピッ

トが検出された。これは本住居跡をめぐる柱穴とも考えられるが，他の部分では火山灰の分布

がなく，検出できなかった。

床面は南北方向にわずかに傾斜している。壁の立ち上がりは, 20cmほどしか確認できなかっ

たが， この住居の規模から推定すると，本来かなりの深さがあったものと考えられる。

この住居跡からは1,300点を超える適物が出土しているが，床面出土のものはこのうち，約

500点である。床面の北よりにはⅣ群a類の一括土器が出土している。

1
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Ⅲ、遺構と遺槌出土の過物
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Ⅲ過構と遺構出土の過物
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包含層調査で遺物が多数出土したため，遺榊があることを予測してトレンチ調査を行ったが，

有力な手がかりを得られなかった。このため平面的に掘り下げを行ったところ，石囲い炉や石

皿・台石などが検出された。 さらに柱穴様のピット，壁の立ち上がりの一部などを確認したた

め，住居跡であることが判明した。セクションベルトa-bの西側も包含層調査によってすで

に掘り下げられていたため，掘り込み面を観察できたのは，ベルトの部分だけである。この遺

描は,Wal'層中から掘り込まれていた可能性力強い。埋土の層序は自然堆穣である。

h

西側の壁は，確認できなかったが，プランは一辺4～5mの隅丸方形と思われる。床面には

小規模な凹凸があるが，ぜんたいとしては平担である。壁は明瞭に立ち上がっている個所が少

－68－



～

Ⅲ遺櫛と遺櫛出土の遮物

ないが，セクションベルトa－bでは約40cmの高さであることがわかる。北側の隅の壁ぎわ

で検出された板状の台石は，壁の傾斜を示すかのように傾いた状態で出土した。

過構のほぼ中央西よりに， ．の字形に軽石や安山岩の礫を配置した石囲い炉がある。炭化物

を多量に含んでいたが，焼土の量は，むしろ石囲い炉北側にある焼土の堆積の方が多い。

柱穴およびそれに類するピットは計34か所ある。ぜんたいに配列の規則性は見られない。

出土土器は， Ⅲ群b－3類・Ⅳ群a類が多い。貼付帯の横断面が三角形をなす資料が，石囲

い炉の西の床面から一括出土している。同じく床面から北筒式の土器も出土している。
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Ⅲ遺櫛と遺構出土の過物
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調査区中央の尾根下のゆるやかな斜面にある。Ⅳal'層調査中に窪みがみとめられたため，住

居跡と考え， グリットラインに沿ってトレンチ調査を行って確認した。壁および床は，北東部

では地山ローム層に達しているために明瞭に検出されたが，北西部は不明瞭であった。南半部

は, Wal'層中にあり，検出されなかった。

他の住居跡をみると，斜面に構築されているものでも床はほぼ水平になっているが， この住

居跡では炉跡付近を除くと全体的に斜面に沿って傾斜している。 とくに炉跡の東側では， ロー

ム層中に床面があるため，傾斜していることが明瞭であった。

東西の壁のほぼ中央に焼土が検出された。床を数cmほど掘りこんだ浅いピットに焼土が堆領

している。焼土内には骨片が混入していた。

ピットは，壁際に4個，床面に8個検出されているが，南側の3個は， この住居跡とは関連

しないものかもしれない。

H-19の床にあたる部分から, P-15．16が検出されているが， この付近のピットは，黒色

土中では検出が困難であって，掘りこみ面については明らかではない。 したがって， このピッ

トとH-19の先後関係についても確定できない。

町

－70－



Ⅲ．遺構と遺構出土の過物
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Ⅲ、過柵と遺構出土の過物

調査区北端東側のゆるやかな斜面にある。Ⅳal'層下部で確認された｡円形あるいは楕円形の住

居跡と考えられるが，北東半部は調査区外にあるため，検出されたのは南東側のみである。こ

の遺櫛のセクションはほかの住居跡と比較すると，非常に明瞭であった。床面は東の山側で高

く西側では低くなっており，ほぼ平坦ではあるが，ぜんたいに傾斜している。

中央西よりに石囲い炉の一部が発見されている。他の住居跡にみられるような方形の炉跡と

考えられるが，検出されたのは南東辺のみで，大部分が調査区外にある。また， この炉跡の南

東側に焼土がわずかに検出された。壁は斜めに立ち上がっており，西壁の断面には下部に柱穴

がみえている6

埋土は軽石を含む暗禍色土で壁ぎわには壁の崩落土と考えられる堆積がある。 2．3．4層は

過構外から連続しており，周囲から流れこんだものであろう。柱穴内の埋土は黒褐色土で，下

部では粒状になっている。この柱穴断面には掘り方はみえず，先を削った木を打ちこんだもの

らしい。住居の外にわずかに傾いており，先端は地山ローム層に達している。

H-20はこのように断面では明瞭に確認されたが，平面では検出は非常に困難で，Ⅳ層下部

になってその輪郭を確認できた。 とくに斜面下側では壁・床は判断できなかった。南壁付近に

は大小のピットが検出された。

この住居跡の北東には，沢が調査区外にのびている。H-20が検出された付近は， この沢の

開口部にあたり，調査区北側の尾根と交差している。沢は調査区外で広くなっており，平坦部

があることから推察すると，遺跡はこの方向へ続いていると考えられる。

日

ﾛ
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m.遮構と遺櫛出土の遺物

2．石囲い炉
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b221O~O~21．95 ワフ03

1焼 土

2暗褐色土2

0

21．

2L95

9 ．．．歳 蕊蕊焼土 a類の土器片が出土している。

住居内に設けられたものと考えて，炉跡を中心として放射状に数本のトレンチを掘り進めた

が，壁を検出することはできず， ピットも発見されなかった。しかし，本遺跡ではⅣal'層の

下部に生活面は検出されておらず， この層，およびそれ以下につくられている他の炉跡は住居跡

にともなうものであることから，本炉跡も住居跡にともなう可能性があろう。

~
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調査区中央の尾根下の低地部にある。包含層調査中にⅣal'層上部に確認された。

北辺に2個，東辺に3個の石が配置されているが， これ以外には西辺の1個のみである。お

そらく長方形をなすものと考えられるが，炉石の抜き跡は確認されなかった。炉石は南東端の

1個のみが軽石で他は安山岩が使用されている。
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Ⅲ、過柵と過櫛出土の遺物

内部は皿状に掘りこまれており､埋土は3層に分かれる。炭化物は第1層に多く ，焼土は第

2層である。第3層にも焼土が混入している。

この炉跡の南西側にはⅣ群a類とb類に相当する土器片が集中して出土した。炉石とこの土

器片はほぼ同レベルにあり，住居跡の床面の可能性が考えられるためⅢ周囲のトレンチ調査

を行ったが，柱穴，壁悲どを検出することはできなかった。

調査区内では住居にともなわない石囲い炉が3個所検出されている。 しかしS-1とS－3はⅢ

検出された層位から判断すると，住居内に設けられた可能性が強い。S－2の北にあるH-19

では掘りこみ面がⅣal'層上部にあり，炉跡は,この層の下部に検出されている。 したがって当時

の生活面はⅣal'層上部にあったと考えられ! S-2がⅣal'層上部に検出されたことから推察す

ると．住居外につくられた炉と考えるのが妥当であろう。
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駒鯵 、之 調査区中央部西端の低地部にある。確認面q 唾gZp

1

は地山漸移層に近いⅣa1'層下部である。十数

個の石が長方形に並べられているが，配置は
？ “c■

粗雑である。炉石は1個を除いて他はⅢ軽石

’ 暗褐色土 2暗黄色士 が使用されている。炉の内部は10cmほど掘り
（少肚の炭化物を含む） （焼土＞炭化物・骨片）

3 黒色土 こまれており， わずかに骨片を含む焼土と少

量の炭化物が堆槙している。

この炉跡の周辺からは，同レベルに30点あまりの土器片が出土しているために， この面を住

居跡の床面と考えてⅢ周辺を調査したが，壁柱穴などは検出されなかった。土器片はⅢ群b－

3類とⅣ群a群がほぼ同数みられるが，同様の土器の出土はこの付近の包含層では, IVa1'層上

部に多いことから石囲い炉の周辺の土器を検出した面は､住居の床面である可能性が強い。他

の住居跡の多くが, IVa1'層上部から掘りこまれていることから推察しても､ この炉跡も，住居

内に設けられたと考えるのが妥当であろう。

画
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m.遥構と遺栂出土の遺物
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16黄灰褐色土
（10より黄色土が多い

》る） 17茶禍色土と黄色土が互
をなす

） 18略黄色土

（黒色土十黄色土､ポ、
黄色土） 、ソボソしている /
19灰褐色土
（10＋小さな軽石）

20暗黄茶色土

I簾崎鑑鰯膠い）

21赤褐色土
（火山灰、砂粒状）

10より黄色土が多い）

層

I13暗灰色土

(10より黒味が多い）

14灰褐色土
（10＋軽石）

15黄灰褐色土
（10＋黄色土塊）

1 啼灰色土
（火山灰・堅繊）

2暗黒灰色土
（火山灰十黒色士）

3 Ⅲ 暦

IVa l W

暗網色土

暗黄茶色土
（5＋壁剥落土）

賊苗角十己

４

５

６

22Na lノ 層
ワ
。

I

塾l金
一二 2

零I瀞
○ 3

第Ⅱ層除去の面で径約1mの窪みがみられた。

第m層との間に堅い暗灰色の火山灰が厚く堆積

していた。掘りこみ面はⅣa1'層上面で,地山を

深く掘りこんでいる。出土遮物はⅣa1'層直下の

石錐・石錐の破損品，埋土中層につまみ付きナ

イフの破損品の3点のみであるが， いずれも流

れこみによるものと思われる。

ｰ

＜＞ 1
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Ⅲ、遺構と過櫛出土の遺物

P－2

画
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四
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h龍00
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＄＄丁

鐙〃
L----4---一雨 Wal'層上面から掘りこまれており，床面は全

体的に平坦である。北・東壁はゆるやかに，北

東壁はほぼ垂直に立ち~上がっている。床面に2

個，山側の壁には，浅く ，内側に傾く5個のピ

ットが検出された。遺物は床面上より， 口縁下

方に刺突をめぐらし，口唇部に押し引きのある

土器片が出土している。床面およびピットの状

況から判断すると住居跡の可能性もある。

ロ

Ⅲ 暦 7暗黄灰色土
（黄色土十軽石）

Wal E
8黒色土

暗茶褐色土
（粘質）

（少量の軽石を含む）
9 暗茶灰色土

略茶褐色土

（郷鰐#郡ｿﾎ）（多歴の蛭石を含む）

踏褐灰色土
（多肚の軽石を含み砂粒） 10地 山
暗黄灰色土
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２

３

４

５

６
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Ⅲ、遺構と違栂出土の過物
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’ 第Ⅲ層 4暗灰褐色土

（撰謡"の軽石を）2 第ⅣalW

3茶褐色土
（わずかに蛭石を含む） 5賭灰褐色土（少量の軽石を含む）

6 暗茶灰色土
（粘質）

奥蝿'識

篭
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Q ィ
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画
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5

2
ロ

H－9の調査過程で検出された。掘りこみ面はⅣal'屑上面で，埋土はⅣa1'層･黄色土・軽石

が混在し， とくに5層は大小の軽石・炭化物が多量に含まれている。床面には凹凸があり，壁

はほぼ垂直に立ち上がっている。遺物は5層と床面上に多く ．軽石・炭化物も検出されている。

H-7, H-9より新しく ，埋土の堆禎状況より判断すると土城墓と考えられる。
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Ⅲ、遺構と遺構出土の遺物

P－4

d2520~2星05 C

ソ

く
0 1m

2月“

2a81

くbZa．旦一ソ
~~

中央の尾根南側の斜面にある。ローム層上で

確認されたもので，埋土は黒色土である。円

形の浅い皿状ピットで，概底はほぼ水平にな

っている。壌底からⅣ群a類に相当する同一

個体の土器片が出土している。埋土中からは

砥石が一点出土した。このピットは急斜面に

あり，上部は流失した可能性がつよい。

P－5

9

q b26．30~
26．29

1 黒色士
b
－

0 1m
一

一

26．21

d26．30~C~

』 ■26，01

調査区南東部のゆるやかな斜面にある。Ⅳal'層下部で確認され，城底もこの層の中にある。

形状はほぼ円形，浅い皿状のピットである。埋土は黒色土である。埋土中の城底近くには，径

10cmほどの軽石が10数個出土したが，土器片・石器などはない。このピットは住居跡H－4に
よって切られている。
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Ⅲ．過構と遺椛出土の過物

至塞P－6
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三
で

笠、層下部に確認されたもので↑住居跡H－9を

切って掘りこまれている。擴底および埋土最

層下部から， こぶし大の礫とⅢ群b－3類に

相当する土器片が出土している。石器は，やり先・スクレイパーが出土している。

2

I
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憩 Ⅲ 屑

Wal 層

Wal′ 層

赤色火山灰

褐色土
（赤色火山灰を多く含む）

禍色土
（軽石､炭化物を多く含む）
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Ⅲ、遺構と遺構出土の過物

調査区北端の尾根上平坦部にある。Ⅳal'層中の赤色火山灰層上から，地山ローム層中に深く

掘りこまれている。形状は隅丸長方形に近いもので，深さは約60cm,床は中央がやや低くなっ

ているが，ほぼ水平である。 7層から11層の褐色を帯びた黒色土は人為的に埋め戻されたもの

と考えられ，形状からみても墓擬と推定されるが，人骨・ベンガラなどは検出されていない。

P－8

b2ZIO
－

d22IO
－

。
－

Ｃ
一

『

6

l■

L･■■■■■－■一ー■

1 黒色土（わずかにローム土混入） 2黒色士（多肚にローム士混入）

中央の尾根裾部の緩斜面に検出された。確

認面は地山漸移層である。形状は隅丸長方形

床はローム層に達しており， ほぼ水平。壁は斜めに立ち上

ものと思われる。石が2個出土しているが1個はすり石で

4'2旧9 日魁I上

で，長軸主向はN－5･－Eである。床はローム層にだ

っているが，上部は垂直に近かったものと思われる。

ある。形状からみて墓壌の可能性があろう。

P－9

－80－
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軽石を含む）
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Ⅲ、遺構と過椛出土の遺物

軽
じ

1

q

▲

調査区北端の尾根上のゆるやかな斜面にある。確認面はⅣal'層下部であるが,グリッドライン

に沿ったベルトのセクション観察によって,Wal'層上部から掘りこまれていることが判明した。

径約4mのⅡ則犬のピットであるが，南半部は検出することができなかった。床面のほぼ中央に

長径約1.8mの浅いピットがある。このピット中の東よりには炭化物を含む焼土があり，周辺

から6個の礫が出土した。また上段の床面に7個，壁に1個の柱穴状ピットがある。

■

』

Ｐ

本遮櫛の礫をともなう焼土，柱穴状のピット，あるいは規模などから推察すると，住居跡の

可能性もあろう。

床面および床面近くから， Ⅲ群b－3類~Ⅳ群a類に相当する土器片が出土している。やり

先・砥石などの石器も出土している。

P-10

1 第Ⅲ層

2陪禍色土

層

土

１

色

昨
禍

第

黒

３

４

’
○
卜
両
Ｎ
、｣、

1 1
， ダ
ーー

2万，3

「

４

調査区北部尾根の西端に位置する。このピ

ットの中心を通ってグリッドに沿ったベルト

が残されていたため，掘りこみ面はⅣal'層

中位であること力轆認された。平面形は，東

西に長い楕円形である。また，このピットの

北側で，これに付属すると考えられる小ピッ

トが検出された。

？シQ9

23.02

｡’.’2289

ｏ
一 _－－－_｣凧
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Ⅲ、過椛と遺構出土の遺物

P-11 P-10と同じく ，北部の尾根の西端に位置

する。Ⅳa1'層を中位まで掘りこんだ段階で検

出した。

平面形は楕円形である。埋土上部より土器

片が数点出土した。

色．“
~I~

b2aOO
－

口
一

､害ﾁﾆぞ
<、

○ 1m

一一

1 黒色土

2褐色土

3暗褐色土

4 壁の剥落士

鍔~鵬
一 1

P-12

急…

画
。

4

~
1 赤褐色士

2暗禍色土
（炭化物を含む）

3 黄褐色土
（ローム粒を含む）

4暗黄褐色土
（少肚のロームブロック）

5 黒色土

b~
~

＜＞ 2
在l丑I

1m｡

調査区南西隅の平坦部にある。掘りこみ面はⅣa1'層上面で，地山ローム層に達している。径

約70cm,深さ50cmの円形のピットだが，セクションベルト以外の部分では，地山漸移層上面で

しか確認できなかった。轆底からⅢ群b－3類の土器片と，石錐・やり先などが出土し ・てい

る。

P-13

I

褐色土

明褐色土

黄褐色土
（ローム粒>黒色土パミス）

黄色土
（少且の黒色土）
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1 黒色士

2 赤黒色土
（少肚のパミスを含む）

3 明黒色土
（開色土〉パミスローム粒）

4 暗褐色土
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1

中央の尾根上にある。住居跡H-15の南東側にこれに隣接して検出された。確認面はⅣal'層

下部である。径は約1m,深さは約70cmである。鑛底は中央部がわずかに低いが，ぜんたいに

は平坦に近く ，壁の立ち上がりはほぼ垂直である。埋土は8層に分かれる。埋土中から土器片

が2点出土している。いずれもⅢ群b－3類に相当するものであるが，別個体のものである。

このピットは位置から推察して, H-15に付属するものと考えられる。
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Ⅲ、遺栂と遺櫛出土の遺物
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H-16の床面を調査中に検出した。このため上部の形状, H-16との先後関係は明らかにで

きなかった。埋土は軽石をまばらに含む暗褐色土で，下部に黄褐色土がわずかに混入している。

平面形はやや歪んだ楕円形である。壊底にはわずかな凹凸がある。土壌内東側の底面から石皿

が要返しにされた状態で検出された。本遺跡で石皿が出土した土職はこの一例だけである。こ

の石皿は約60×45cmの大きなもので，今回出土した石皿の中で最も大きいものである。板状の

礫を用いて，一面なめらかに，中央部がやや窪むように丁寧に擦っている。周辺を一部打ち欠

いた跡があるほかは，裂面ともに整形痕はみられない。他に遺物は出土していないが，土城の

形状，石皿の出土状況からみて墓壌と考えられる。

P-15

I

1明褐色土 4 褐色土 7明黒色土
（ローム粒＞黒色土） （ロームプロックを含む） （少且のローム粒）
2黒色土 5 暗褐色土

3暗茶褐色土 （黒色土＞ローム粒）

（:ﾜ蝋昌王ﾑﾌ)‘澗弗’､｡_ﾑ鋤
中央部尾根下のゆるやかな斜面にある。P-16と並んで，地

山漸移層上に確認された。この位置は住居跡H-19の床面に

あたるが，先後関係については明確にできなかった。
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m.遺構と遺構出土の遺物

P-16
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明褐色土

黒色土

噺齢告-ﾑ粒）
褐色土
（ローム粒を含む）
黄褐色土
（ロームプロックを含む）
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P-15の南東約1mにあって，規模・形状ともにこれと類似している。しかしP－15では遺

物の出土が皆無であったのに対し，このピットでは擬底から，土器片8点が出土している。い

ずれも、群b－3類に相当するもので、接合はできないが同一個体の破片である。 巴
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Ⅲ．過栂と遺構出土の過物

簿〃

一､竜

蝿〃職〃 、
Ⅱ
川
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謝@

1

11 2

調査区北部の地山漸移層上で確認された。埋土は黒褐色土である。斜面を地山ロームまで掘

り下げて構築されている。南側には一段低い部分があるが，南西部はⅣal'層にあって，確認で

きなかった。上段の中央には，径約帥c､のピットがある。上段の皿状の部分とは別個の遺構と

考えて調査したが，埋土が連続しているために，同一遺構と判断した。

床面は斜面に沿って傾斜しており，炉跡も検出されていないことから推察すると，住居跡と

はみとめられない。 しかし今回の調査では他に， これに類する遺構は発見されておらず， どの

ような性格の過構か判断は困難である。

埋土中から， Ⅲ群b－3類，Ⅳ群a類に相当する土器片が多数出土しているが，復元できる

ものはなく ，多数の個体の破片が混在している。 また石器類も各種出土している。

本遺構は, P-18によって切られている。

P-18

１
１

趣く
唾290
－

｡
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－選圭グー
2ﾖB5

2褐色土
（少皿のローム粒）

3暗黄褐色土
（ローム粒>熟色土､パミス）

4 壁剥落士

5 黄褐色土
（4＋2）

0 1回

息
Z畢己

l 暗褐色土
（少肚の炭化物）堂旦型

、

調査区北部の斜面に検出された。確認面はⅣal'層中である。形状は楕円，断面形は皿状であ

る。埋土上部は暗褐色土で炭化物を混入している。壊内から遺物は出土していない。

このピットは, P－17の西端部を切って掘りこまれている。
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Ⅲ遺構と遺栂出土の過物
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（ローム粒＞黒色土）
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調査区中央北よりの斜面にある。Ⅳal'層中で確認されたが，下半部はローム層中まで掘りこ

まれている。断面形は椀状である。埋土中からⅢ群b－3類とⅣ群a類に相当する土器片が出

土しているが，復元できるものはない。

埋土の状態からは， 自然推禎か，人為的に埋め戻されたものかは判断しがたい。
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n．遺網と遺栂出土の遺物

や

＃

I

調査区北部の尾根の南西斜面にある。包含層調査中にⅣal'層下部で確認されたが，グリッド

に沿うベルトのセクションの観察によって,Nal'層上部から掘りこまれていることが判明した。

平面形は楕円．壌底はほぼ水平で，深さはセクションをみると50cmである。

埋土は6層に分層できる。床面あるいは床面に近い部分からⅣ群a類に相当する土器と，砥

石が出土した。土器は復元できるものは少ないが，出土状況からみて， このピット内に置かれた

ものと考えられる。埋土中からは， Ⅲ群b－3類， Ⅳ群a類に相当する土器片と1石錐．スク

レイパー産どの石器が出土している。このなかには本道構内に置かれたものも含まれていると

思われるが，流れこんだものとの区別はできない。

！

－87－



Ⅲ．遺櫛と遺撰出土の過物
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Ⅲ、逆構と過櫛出土の遺物
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Ⅲ、遺椛と遺構出土の遺物

零幡
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調査区北端の尾根上にある○地山漸移層上で確認されたが，グリッド4ラインでのセクショ

ン観察によって, IVa1'層上部から50cmほど掘りこまれていることが判明した。

形状は円形で，床面には北から東へかけてテラス状の段がある。埋土は複雑で，黒色土に様

々な混入がみられる○焼土が床の中央西よりに検出されている。これは床を浅く掘りこんだピ

ット中に堆積している。またこの過構の周囲には，多数の柱穴状のピットが検出された。床面

からⅢ群b－3類に相当する土器片と，やり先．スクレイパーなどが出土している。埋土中か

らも多且の土器片と各種の石器類が出土した。

このピットは形状と炉跡状の焼土があることから考えると住居跡に含めるのが妥当かもしれ

ない○ しかし規模は今回発掘された他の住居跡に比べて小さく ，床面には柱穴が検出されてい

ない○本適構が住居跡であるならば，他の住居とは異なった目的で構築された可能性があろう。
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Ⅲ、遺構と遺構出土の過物
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調査区北東部のゆるやかな斜面にある。Ⅳal'層中で土器片が集中して出土したために．周囲

を調査したが， この層では検出できず，地山漸移層上になって，確認することができた。

遺物の出土状態から推察すると,Wa1'層中から掘りこまれ, 40cm以上の深さがあったものと

考えられる。擴底は地山ローム層に達しており，ほぼ水平につくられている。

Ⅲ群b-3類に相当する土器片が10点出土しているがⅢ数個体の破片が混在している。

ｈ
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Ⅲ過描と遺構出土の過物
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このピットはP-24! P－25と東西に列をな

している。いずれも確認面は,Wal'層中である

が，地山ローム層まで掘りこまれている。埋土

中からⅢ群b－3類に相当する土器片が1点出

土している。
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2暗黄褐色土
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P-23と同鶴こ, lya1'

層中から地山ローム層に

まで掘りこまれている。

埋土は黒色土にロームを

混入したものである。壊

底はP-23よりやや広い。
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壁ぎわの埋土中からⅢすり石が1点と土器片が2点出土している。土器片は胴部の破片であるが．

Ⅲ群b－3類に相当するものと考えられる。
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－ l 暗褐色土

2暗黄掲色土
（少屋のローム粒）

3 黄褐色土
（黒色土十ローム粒）
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（ローム＞黒色士）
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形状・埋土の状態はP-24に類似しているが，城底は水平に近くなっている。埋土中からⅢ

群b－3類Ⅳ群a類･ b類の土器片が出土しているが，復元できるものはなく ， いくつかの

個体の破片が混在している。

以上のP-23～25は埋土のセクションが， 自然堆積の状態を示している。
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Ⅲ．遺構と過櫛出土の過物

P

l 黒色土(少赴のローム粒）

2暗黄網色土(ローム粒＞黒色士） 3暗褐色士(黒色土＞ローム粒） 4 黄色士(壁の崩落土）
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，
調査区中央西側の低地部にある。Ⅳa1'層除去後の地山漸移層上で確認された。

小型の丸底のピットで，鑛底はローム層中に達している。埋土は自然堆積によるものとみら

れ， Ⅲ群b－3類とⅣ群a類に相当する土器片が25点出土しているが，数個体の破片が混在し

ており，復元はできない。
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Ⅲ遮栂と適構出土の進物

－
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少
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‘

調査区北西の傾斜のゆる

やかな尾根上にある。Ⅳal'

層下部に検出さ虹た。包含

層調査中に大型の礫が出土

し， その周囲と下部に土器

片が集中していること力確

認されたために，周辺を調

査して， これらの過物が土

域中にあることを確認した。

形状はほぼ円形と考えら

れ，機底もⅣa1'層中にある。

壁は斜めに立ち上り､擬底

は水平になっている。

土器は床面に貼りついた

状態にあり， この上に径約

30cmの石がのっている。土

器は2個体が復元された。

2は煉瓦台式土器（Ⅲ群b

付帯をもつ余市式土器（Ⅳ

I

t

－3類)で， 1は接合できないが， これの口縁部破片である。 5は貼付帯をもつ余市式土器（Ⅳ

群a類）である。 3と4はⅢ群b－3類に相当するもので，上述の2個とは別個体の破片であ

る。人骨・ベンガラ態どは出土していないが，遺物の出土状態から推察すると土壌墓と考えら

れる。
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m.遺櫛と遺構出土の過物
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Ⅲ、遺楠と遺構出土の通物

Wa1'層中から掘りこまれているが，埋土上部の暗掲色土中にパミス．炭化物を含んでいるた

めに，明瞭に検出された。地山ローム層を深く掘りこんでつくられている。形状は5角形状の

不整円形Ⅲ深さは約50cmで，床はほぼ水平につくられており，壁の立ち上がりは垂直に近い。

西半部の埋土中からは多量の軽石に混じって, m群b－3類・Ⅳ群a類に相当する土器片

と，砥石片．たたき石などが出土している。床面からはⅢ群b－3類の土器片1点のみが出土

した。土器は数個体の破片が混在しており，復原できるものはない。軽石のなかには，表面を

丸く削ったものもみられた。
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中央の尾根の北側にある。地山
1 黒色土

漸移層上に長径約30cmの石が出土

したため，周囲を調査したところ．

楕円形プランの小型の土餓が検出された。概底は地山ロー

ム層に達しており，ほぼ水平になっている。埋土は黒色土一

層で分層できない。出土した石は埋土の上にあり， この遺榊

は本来， さらに深かった可能性がある。
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1 黒色土
（少並のローム粒）

2略禍色土

（黒色土＞ローム粒）

3暗黄色土
（ローム＞黒色士）

2

』

調査区中央部西端の低地にある。黒色土除去後の地山漸移層上で確認された。小型の楕円形

ピットで､ある。埋土はおもに黒色土だが， ロームを混入している。埋土中から． Ⅲ群b－3類

・Ⅳ群a類． b類の土器片が計1l点出土しているが，接合できるものはなく Ⅲ いくつかの個体

の破片が混在している。
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Ⅲ、遺榊と遺栂出土の遺物
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調査区北端のⅣa1'層下部で確認された。径約lmの円形で浅い皿状のピットである。

内部からは10cmほどの礫と，土器片が5点出土している。土器片はⅢ群b－3類とⅣ群a類

に担当するものであるが，接合できるものはない。

これらの遺物は，埋土中からではあるが，床面に近い深さから出土しており，礫とともに，

本過構にともなうものと考えられる。埋土は黒褐色土である。 このピットは規模に比べて，

非常に浅く ，轆底も地山に達していないが，本来，他の通構と同様にⅣa1'層上部から堀りこま

れていたと考えるのが妥当であろう。出土土器が破片のみであることから推察すると，上半部

を流失している可能性がある。
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Ⅲ、過描と過構出土の遺物

調査区中央西側の低地部にある。

Wal'層除去後の地山漸移層.で確

認されたが, P-28などの確認状

態と比較すると本来掘りこみ面は，

Na1'層にあったと考えられる。確

認面の埋土上面に， Ⅲ群b－3類

に相当する大型の土器片が出土し

た。擴底は地山ローム層中に達し

ており，埋土中には， わずかの炭

化物を混入している。
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調査区北東隅のⅣal'層中で確認された。円形の浅いピット。埋土は黒色土で’南西側に焼土

の堆積がある。埋土上部には8個の礫が検出された。Ⅲ群b－3類・Ⅳ群a類の土器片が出土

しているが， いくつかの個体の破片が混在している。
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Ⅲ‐過栂と遺構出土の遺物

調査区中央の尾根下にP－8と並んで検出された。平面形は楕円である。壌底はほぼ水平，

壁の立ち上がりは垂直に近い。埋土は黒色土に，火山灰・ローム・炭化物などを混入したもの

である。
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2靖禍色土
（軽石,パミスを含む）

3 黒色土
（パミスを含む）

色 p一一

1
，〆‐

毎+…

ノ
控

b23DO~口~

二
／
一
派§

lm

L－－－－芒---=ョ

調査区北西隅の，ゆるやかな尾根の斜面に

ある。Ⅳa1'層中で確認された。形状はほぼ円

形に近い。瀬底はほぼ水平で,Wa1'層中にあ

る。

埋土は赤褐色土に軽石が混入したものである。埋土中から， Ⅲ群b－3類に相当する土器2

点が出土している。接合はできないが同一個体の破片と考えられる。

P-37
し

l暗赤褐色士 3 禍色土
（黒色土十少遼の軽石） （2＋ローム粒）

2暗褐色土 4 黄褐色土
（黒色土十軽石）急

、
詞
閨
呵
岬
心

１
１
１
国
恥

再

Ｉ

《一

べ
行
１
１ゞ

年昌

P－36の南側にある。Ⅳa1'層中に確認されたものであ

る。床もⅣa1'層中にあり，ほぼ水平である。埋土は自然

堆碩によるものと考えられる。遺物は出土していない。

断面の形状をみるとP-36に類似している。

』 」、

｡ 1回
－－－－可 4一一一一斗
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Ⅲ．遺栂と過概出土の遺物

4．Tピット

TP-1

荏
脚
、

1 Wal′ 層 4 暗褐色土 7 褐色土 10褐色土
(IVal'+黒色土) (ごく少迅のパミスを含む）2 褐色土 〈パミスのブロックを含む）

5 黒色土 8蹄黄色士3 明褐色士 ’1黄褐色土
（少且のパミスを含む） （パミスのブロックを含む）（ローム＋褐色士） （ローム＞黒色士）

6 黄色土(壁崩落土） 9 明黄色士(ロームの崩落土） 12明黒色土蝿色土＞パミス,ローム）

IVa1'層除去後の地山漸移層上で確認された。長さ約4mの溝状のピットである。壊底は平坦

である。壁は垂直に立ち上がり，上半部は開いている。長軸方向の壁は大きくオーバーハング

している。埋土中から遺物は出土していない。

TP-2

色．” 鵜鰐 ヨ 矧艦圭画~鋤，
」 ‘火山磯を含む） 6暗黄色土

3黒色土 （黒色土十ローム,ブロック）

1

7 黄色土
4 禍色土 （壁朋落土）
（黒色土十ローム
粒,火山灰） 8暗茶禍色土

。 （黒色土十ローム粒）

9 黒褐色土(＝5）

10黄色土(＝7）

11暗茶褐色土(=8)

Ｃ
ｌ

？ I酷

｜

｡l bZaQo里

調査区北部尾根上の平坦部にあ1470

る。Ⅳa1'層中の赤色火山灰除去後

確認された。赤色火山灰を掘りこんでいな

ことから推察すると，掘りこみ面は確認面

一致していると考えられる。

壌底は，ほぼ平坦である。断面形をみると

引

中間でやや膨らみ，上部では開いている。 また長軸方向ではわずかにオーバーハングしている。

遺物は出土していない。
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Ⅲ、遺櫛と過構出土の遺物

5．焼

F－1

土

"･瀞r, CL－Fノ

畠

斡
噛

鶏，

彗

F－2

16

焼土は7か所検出された。いずれもⅣa1'層中で確認されたものである。形状は様々であるが，

いずれも小規模なものである。厚さは数cm程度のものが多く，内部にはわずかの炭化物を含ん

でいる。

F-1は調査区南端のH－9の南西側に検出されたものである。この焼土の西側には隣接し

て，一括土器が出土しており，底部を欠損しているが,ほぼ復原された(1)。この土器はⅢ群b－

3類の北筒式に相当するものである。口縁には4か所の山形突起部がある。口縁部断面は三角

形で，三列の押し引き文が巡っており， この下に円形刺突文が配されている。頚部はくびれ，

胴部はふくらんでいる。口縁部を除く器面全体に綾くり文に似た文様があるが， どのような原

体によるものか解明できなかった。このほかにも北筒式土器の破片が数点出土しているが． こ

れらの土器はF－1に近接し， しかもほぼ同レベルにあることから． この焼土に関連して使用

されたものと考えられる。

F－2は調査区北端のP－7に隣接して検出された焼土である。Ⅳ群a類に相当する余市式

土器の口縁部破片が出土している。

F－6は中央の尾根下のゆるやかな斜面上にある。長径50cmほどの楕円形にうすく焼土が堆

。
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Ⅲ、遺構と遺櫛出土の過物

F－6積したもので， この上にⅣ群b類に

相当する手稲式土器が1個体出土し

た(1)｡これは口縁部が外反する深鉢で，

器面は縄文地のみであるが，下部は

無文になっている。今回の調査では

Ⅳ群b類の破片がわずかに出土して

いるが，遺構にともなうものはこの

一点のみである。検出層位をみると

F－7も， これと同じ時期の焼土と

考えられる。このほかの焼土は検出

された層位から推察して, F-1"

るいはF－2と同時期のものと思わ

れる。

これらの焼土は住居内に設けられ

た炉跡の可能性も考えられたため，

撫
咄

－－．一

周辺の調査を行ったが， いずれも確認されなかった。

巴

吾
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m.過構と過樹出土の過物

6．一括出土石斧
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’ 7’ 54

調査区中央部西よりの尾根下で検出された。出土層位はⅣa1'層上部である。 9本の石斧がま

とまって発見された。 1はⅢ最上部にあったものだが，下部にあった他の8本が出土する前に

とり上げたため，正確な出土状態は不明である。

住居の床面あるいは土機内に置かれていた可能性を考えて，周辺の調査を行ったが， まった

く確認されなかった。 したがって， これが検出された面が，地表であった時期に， ここに何ら

かの理由で置かれた可能性が強い。このことは各遺構の掘りこみ面がⅣa1'層上部とみなされて

いることと一致している。

これらの石斧の出土状態をみると，側面を上にしているものが4本あり， このうち刃部が南を

向くものが1点，南西を向くものが3点ある。他の4点は平ら， あるいは斜めに出土しており，

刃部は3点が南に，西端の1点のみが北を向いている。南北方向で17cm,東西では10.5cm,上

下は約12cmほどの範囲に重なり合っている。全体的にみると, 9本の石斧を束ねたもののよう

にみえる。

図の3 ． 4 ． 6 ． 9は，全面磨製のもので． 1と7は打ち欠きによる整形がみられるもので

ある。 5と8は石のみに分類される。 2の1点のみが擦り切り手法による石斧で，両側縁に擦

り切り痕と， その後に折りとった痕がある。今回の調査で包含層から出土した石斧の大部分は．

刃部が破損しているが！ この9本には破損がない。

ｿ
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Ⅳ．包含層出土の遺物

Ⅳ包含層出土の遺物

包含層から出土した遺物には，土器・石器・土製品・石製品がある。これらの遺物を分類基

準にもとづき，おもなものを図示した。石器・土製品は石器等として一括する。

1 ．土 器

Ⅲ群からⅣ群にいたる土器が計8万点余り出土している。このうちⅢ群b-3類とⅣ群a類

が最も多く ，約85％を占める。このほかの土器は出土量が非常に少なく ， とくに、群b－1類，

2類は皆無である。

m群a類： 15～31は円筒上層式土器である。縄文原体による馬蹄形圧痕文，貼付帯の形状な

どからみて，円筒上層B式に比定されるものであろう。胎土・焼成とも良好なものが多い。

H群b－3類： 1 ． 2 ． 32～169･405･411の資料は北筒式に相当するものである。北筒式

土器の中でも比較的新しい資料が多い。

蛇～39は古い頃に属する資料である。32～34は爪形の押しびき文力掩されている。36．37は

胴部に撚糸文力蝿されている。38は貼瘤がある資料である｡39は半識竹管状器具による押しびきが

あり， Ⅲ群b－1類の天神山式土器に似た文様を栂成している。胎土・焼成とも良く，内面は

磨かれている。

1 .40～64の土器は北筒式土器の中頃のものであろう。口縁の断面は切り出しナイフ形で，

1～3列の押しびき文が施されているものが多い。原体はへう状器具， あるいは半裁竹管状器

具であろう。

55～59は押しびき文が胴部にまでおよんでいる例である。器面， あるいは口縁部内面に単節

斜行縄文や結束羽状縄文が施されている。

65～169の土器は北筒式の中でも新しいものと考えられる。口縁部にはうすい肥厚帯をもつ

もの，貼付帯がめぐるもの，肥厚帯・貼付帯とも認められないものなどがある。 65～88の土器

の押しぴき文は，貼付帯あるいは肥厚帯上を突くように施文されている。原体は先端の裂けた

半裁竹管状器具であろう。89～110は肥厚帯，貼付帯はうすく文様は単節斜行縄文が多い。

104･ 106･108･110･ 122～130は円形刺突文のほかに，短刻線が施文されている。とくに123･

124･129は短刻線が円形刺突文の下， あるいは上下にある。煉瓦台式の影響であろうか。

135～157は小形,薄手で円形刺突文がある。158～161は厚手のもので，円形刺突文が上下に2

列めぐっている。 151は刺突文が3列, 166は刺突文力部分的に施され, 167～169は口唇上に

刺突文がある。このほかの162･163･165～167などは，綾くり文・押しぴき文などがあること

から，北筒式に含めたが，円形刺突文はみられない。

3～7は最花式土器， あるいは大木9式土器に相当する。

170～203はノダップⅡ式に相当するものである。 171～190･192は口縁部から胴部上半に縄

‘

！
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Ⅳ．包含層出土の過物

線文が施されている。 170･191･193～203は貼付帯上， または貼付帯の上・下方に繩線文があ

る。194～197は縄端による刺突のある資料である。

8～12．2“～269は煉瓦台式土器に相当するものである。204～225の土器は器面に直接，短

刻線が施文されているが， 226～238.242～269では貼付帯上に短刻線がある。270～272は沈線

が施されているもので，天祐寺式に相当する資料と考えられる。

Ⅳ群a類

273～337は余市式土器に相当するものである。273～298.328～337の土器は貼付帯が平担な

ものであるが, 305～327･336の資料では貼付帯の断面が三角形である。この両者の貼付帯を

あわせもつものが， 299～302の土器である。

273は撚糸文が施される土器である。283～287は横にくわえて縦の貼付帯をもつ｡282は口唇

に突起があるものである。303．304は貼付文があり， この上に刺突がくわえられているもので

ある。328～335.337はうすい貼付帯があるが，これと器面との境を分けずに縄文が施されてい

るために，貼付帯は不明瞭になっている。

338～375は涌元式土器， あるいは入江式土器に相当する沈線文系統の土器である。338～341

は粘土紐を弧状に貼付した資料である。文様中に磨消部のある土器が多い。

Ⅳ群b類

376～397は手稲式土器に相当するものである。平行沈線を孤状の沈線でつないだ文様の深鉢

形土器が多い。382．384は口縁部がアサガオ形にひらく深鉢であろう。395.396は同一個体の

ものと思われる破片で，沈線・縄文がほかのものと比べて粗雑であるが，無文部はよく研磨さ

れており，光沢がある。

Ⅳ群c類

398～400は三叉文・隆起帯・刺突文のある資料である。堂林式土器に比定される。

,

9

13･14･401～404･406～409.412～418は時期を確定し得ない資料である。401～409は突起

部分に貫通孔を穿った， いわゆる吊り耳の部分である。409以外はたて耳である。3Oのように突

起部に貫通孔があるものは，北筒式土器のなかにみられるが(19), このほかは縄文時代後･晩

期のものであろう。35は恵山式土器の胴部破片かもしれない。

411～418は底部のみの資料である｡411は内部に突起のある底部で，胎土などからみると，北

筒式土器と思われる。413は底面から1～2cm上に焼成後,貫通孔があけられている。補修孔で

あろう。418には木葉痕が, 414～417は網代の圧痕がある。

6

前述したように今回の出土土器は， Ⅲ群b-3類がもっとも多い。このうち北筒式土器は比

較的新しいものが多く，古手のものは少ないようである。またノダップⅡ式土器に属するもの

は少量で， しかも貼付帯のない資料では，最花式土器との判別が困難であった。貼付帯をもつ

資料では，余市式土器の縄線文を有するものと区別しがたかった｡ここではノダップⅢ式土器に縄
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Ⅳ，包含層出土の過物

線文，煉瓦台式土器には短刻線，余市式土器では貼付帯があることを特微と判断して．分類を

行なった。

参考文献北海道第四紀研究会「西股」昭和49年

北海道文化財保護協会「柏木川」昭和46年

2．石器等

本遺跡からは4,164点の石器が出土している （表Ⅵ－2)。ここでは石器の分類基準にもと

づいて，完形またはそれに近いものを中心に代表的なものを図示した。 出土層位はⅣal層およ

びⅣal'層上部であるが，層位によって石器群に差が見られないため一括した。

I群A類（石錐l～73） ：無茎のもの（1～23)，有茎のもの（24～63)， に大別される。無

茎のものには，細身で柳葉形のもの（1），三角形のもの（2～9)，木葉形のもの（18．23)，多

角形のもの（10～17． 19～22）がある。また三角形のものは，基部が平担なもの（2～4）と，

比較的深い挾りをもつもの（5～9）がある。 7～9は表裏にアスファルトが付着している。

10･11は先端部・基部の縁辺だけに細かな二次加工が施されている。有茎のものは，茎が短く

細身のものが多い。58は右側縁に樋状剥離がみられる。64は横長の剥片を用いているが， ほか

の多くが縦長の剥片を用いており， これは特異な例である。このほかに環頭状の小型のもの(67.

68)，尖頭部を作りだしていないもの(69）などがある。72.73は未製品である。材質は大部分

が黒曜石である。

I群B類（やり先75～108） ：有茎のもの（75～101)，無茎のもの(105～106) に分けられ

る。 106を除いていずれも入念な両面加工が施されている。有茎のものには，肩部を顕著に作り

だしているもの（75～91） と， そうでないもの（92～101)がある。前者には肩部が左右対称で

ないものが多い。無茎のものには，柳葉形(105･107),木葉形(102～104･ 106)のものがあ

る。木葉形のものは比較的大形のものが多い。103は尖頭部を, 107は基部をそれぞれ欠損して

いる。106は表裏に原石面や，剥離面が一部残っており，基部に二次加工が施されていない。100

は尖頭部より左側縁に2条の樋状剥離がみられる。やり先として分類したものでは，壁的に有

茎のものが多い。この中には105･107のようにナイフとして分類しても，差しつかえないもの

があるかもしれないが，形態上やり先として扱った。材質はほとんどが黒畷石である。

Ⅱ群A類（石錐, 109～124) :剥片の一端(109～117･123･124) と両端(118～122) に錐部

を作りだしたものがある。前者には一端に栂指状のつまみを持つものがある(113～116)。これ

らはいずれも片面加工である。117は断面三角形の棒状の剥片を用いている。110･ 111は入念な

両面加工が施されている。 123･124は尖頭部が側縁からゆるやかな弧を描いて作られⅢ他の部位

より二次加工が入念であることから石錐とした。材質は，黒曜石もあるが頁岩製のものが多い。

《

f
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Ⅳ、包含屑出土の遺物

Ⅲ群A類（つまみ付きナイフ125～142) :表裏からの二次加工によって，つまみが比較的明

瞭に作られているもの（125～133) と， そうでないもの(134～140)がある。つまみが明瞭な

ものには二次加工が片面全体に施されるもの（125～128） と，縁辺部だけに施されるもの（129

～133）とがある。大部分のものが剥片の打瘤側につまみを作っているが， 129.130は反対側に

つくられている。128は両端につまみがある。132．133はつまみ部と身部上半の裂面にも二次加工

が施されている。 133にはつまみの表裏にアスファルトが付着している。 134～141もつまみ付

きナイフに含めたが，つまみ部の加工が顕著でなく，かつ他の部分にも二次加工が施されない

ものが多い。142は刃部が急角度に加工されていることから，つまみ付きナイフとした。材質は

黒曜石・頁岩・珪岩などである。

Ⅲ群B類（スクレイパー143～208) :大別して掻器としてとらえられるものと，削器として

とらえられるものに分けられる。掻器は二等辺三角形をしたバチ型のもの（143～151)，円形お

よび円形に近い捗指状のもの(152～158),縦畏のもの(159～164)がある。バチ型のものは141･

144を除いて入念な両面加工が施されている。145．146には数条の樋状剥離がみられる。 150は

上部に錐部が作りだされている。151は欠損品だが同様のものだろう。円形および抵指状のもの

は，円礫を用いた石核から初期の段階に剥離した剥片を素材としている。片面加工のものが大

部分で，背面に原石面を残して/いるものもある。刃部は垂直に近く入念に加工されている。縦

長のものは，石刃様剥片を用いたものと，小型で幅広のものがある。163は両側縁に挟りが入っ

ている。

削器としてとらえられるものには，柳葉形(166～174),木葉形(175～180)のもの，尖頭部

をもつもの(181･182),柄をもつもの(186～191),不定形のもの(192～208)がある。柳葉形. ・

木葉形のものの大部分は，入念な両面加工が施されている。166～168･170などはナイフとして分

類できるかもしれない。 181･ 182は石核から初期の段階に剥離された剥片を素材として，片面

全体， または縁辺部だけに二次加工を施したもので，背面に原石面を残しているものがある。

この中には打瘤を取り除いているもの， あるいは打瘤側を完全に折り取っているものがある。

後者はこの類の中で特異なものである。不定形のものには，小型の両面加工のもの（192～

199)と大小の剥片を用いて，その縁辺部だけに二次加工を施しているもの(200～208)がある。

後者は形状も様々で二次加工の施される部位も一定しない。材質は黒曜石・頁岩・めのう ・硅

岩などがある。

Ⅸ群A･ B類（石核と剥片209･210) :石核は80点出土している。一定した剥離技法をうか

がえるものはない。剥片は大型の石刃様のもの，不定形の大小のものがみられる。材質は黒曜石．

頁岩・睦岩などであるが，石核には黒曜石は少ない。

Ⅳ群A類（石斧,211～220) :敲打整形したもの(211, 212),剥離整形したもの(213),剥離

整形した後，磨いたもの(214, 216～220),擦り切り手法によるもの(215)がある。242は擦り

切り手法によって原材をとった残部と思われる。材質は泥岩・緑色泥岩・頁岩などである。

Ⅳ群B類（石のみ221～223) :221･222は細かい剥離で整形し全体を磨いている。刃部は

ウ

ウ
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とくに入念に磨かれている。223は全面がていねいに磨かれているが， 刃部は欠損している。材

質は泥岩などである。

V群A類（たたき石224～227） ：棒状の礫の一端（224.225),偏平な礫の両端(226）をた

たいたものが多い。224は側面を磨いて形を整えている。227は円礫の周辺に敲打痕がみられる。

この種のものが6点ほど出土しているが， なかには全体に敲打痕のみられるものもある。材質

は安山岩・かんらん岩などである。

V群B類（台石， 228～230） ：229は断面三角形の礫で,その一面力犠く皿状に窪んでおり，

周辺に整形痕がある。230は大型の厚い板状の礫を長方形に整形して，一方の平担面を使用し

ている。材質は安山岩などがある。

Ⅵ群A類（すり石, 231～235) :三角形の礫の稜を擦ったもの(231)が多い｡232は偏平礫を

短円形に打ち欠いている。234はいわゆる「北海道式石冠」と称されるものである。材質は安山

岩・砂岩・片磨岩・泥岩などがある。

Ⅵ群B類（石皿236.237） ：236は軽石を用いており，皿状の窪みに擦痕がみられる。材質

は軽石．安山岩などがある。

Ⅶ群A類（石鋸） ：板状の礫の下弦を擦ったものの破片が数点出土している。細かな破片な

ため図示していないが, H-15出土のものと同様のものである。材質は砂岩。

石製品（244～261） ：垂飾が多く出土した。大半がめのう ・滑石を用いている。248は映状耳

飾の破損品を再利用したものと思われる。 253は石炭製である。232は滑車形の円盤の中央に孔

を穿ち， この孔を中心として両面に放射状の列点がある。244は軽石製でふちをよく磨いた皿

状のものに，つまみ状の突起が作りだされている。千歳市美々1 ･ 4通跡（北海道埋蔵文化財

センター昭和55年）で同種のものがⅣ群b類の土器にともなって出土しているが， このよう

な顕著な突起はみられない。

土製品（258～261) :三角形土製品と称されるものである。土器の胴部破片を用いている。

東北地方で円筒上層式土器にともなって出土する例が多い。

次に， これらの石器群について，他の過跡出土のものと比較してみたい。

つまみ付きナイフについては，道南地方の縄文時代中期から後期初頭にかけての遺跡からの

出土例が知られており，本道跡からも多く出土している。また，剥片の一端近くの左右に挟り

が作られ， この他に顕著な二次加工がみられないつまみ付きナイフがまとまって出土している。

これと同様のものは，函館市煉瓦台過跡（大場利夫他，昭和40年),知内町湯ノ里1通跡（知内

町教育委員会,昭和54年)，鹿追町鹿追高校A遺跡（鹿追町教育委員会,昭和53年)，名寄市知東

遺跡D地点（名寄市立図書館,昭和46年),標茶町芽沼逆跡（標茶町教育委員会,昭和55年）な

ど，ほぼ全道にわたって報告されている。このようなことから， これらは中期から後期初頭の

土器に伴う特徴的な石器といえるだろう。

スクレイパーに関しては，円形，円形に近い栂指状の掻器が13点出土しているが，他の道南

地方の通跡の出土例と比べて多い。前述したように， このうちの何点かは，石核から初期の段

§

1

〈
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階で剥離された剥片を用いる特異なものである。これと同様のものは，標茶町芽沼遺跡で，北

筒式土器にともなって多く出土している。

58･100･145･146には数条の樋状剥離がみられる。剥離を観察すると， いずれも整形途中

のものではない。現在のところ，縄文時代早期に彫器がともなうことが知られるだけで， ほか
注

では本還跡でも出土している北筒式土器にともなう可能性が指摘されているが， これらにして

も両面加工の石器に樋状剥離を施したものではない。 58･100･ 145については使用中にできた

剥離の可能性もあり，彫器とするには無理があるように考えられる。

石斧についてみると，おもに北筒式土器にともなう擦り切り手法によって作られた石斧が，

遺構内出土のものも合わせて14点出土している。道南地方の過跡での報告例は少ない。登別市

干議6遺跡（登別市教育委員会，昭和57年)，知内町湯ノ里l遺跡では1点も出土していない。

すり石に関しては，三角形の礫の稜を擦ったもの，偏平の礫の周辺をそのまま擦ったものが

多く， いわゆる余市式土器にともなうとされる （高橋正勝，昭和47年）偏平葱礫を短冊形に打

ち欠いたものは少ない。登別市千歳6遺跡の出土資料では三角形の礫を用いたものばかりで，

本遺跡と同様である。 しかし他遺跡では短冊形に打ち欠いたものが多く，知内町場ノ里l過跡

ではこの短冊形のものだけが多量に出土している。

石錘は1点も出土していないが，知内町湯ノ里1週跡では多量に出土している。

以上，包含層出土の石器群のうち，幾例かについて簡単に他の遇跡と比較して検討してみた

が，土器群と同様に，縄文時代中期から後期初頭にかけての石器群の様相を持つ。ただ，本遺

跡と同様の土器群を出土する登別市干畿6通跡，知内町場ノ里1遺跡の石器群と比較すると，

多少の相異がみられる。これは，本過跡の土器群の中で， いま述べた2遺跡よりも北筒式土器

の占める量が多いことから，石器群にも北筒式土器の影響が及んでいるものと考えられる。

●

ウ

注 標茶町芽沼遺跡（標茶町教育委員会，昭和54年） によれば， 出土状況，製作技法から先土器時代の可
能性の強いものの他に，両面加工の石刃様剥片を用いたものは，北筒式土器に判う石器群に属するとしている。

また標茶町芽沼過跡群Ⅱ （標茶町教育委員会，昭和55年）では，両面加工の素材を折り取ったものと，石刃様

剥片を用いたものが2点出土したと報告されている。
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3．遺物の分布について

第Ⅲ章でふれたように，検出された遺構は中央

の尾根の南側と北側に分れている。

図5－1は包含層出土の進物点数をグリッド別

にあらわしたものである。これをみると，遺物と

遺構の分布は，ほぼ同様の傾向を示すことがわか

る。出土した土器のうち大部分を占めるⅢ群b一

3類およびⅣ群a類のそれぞれの分布傾向も， こ

れとほぼ同じである。

石器も多くの種類が出土しているが，全体的に

土器と同様に北と南に分れている。このことは，

器種別にみても，同様のこと力囎摘できる。

このような遺物の分布傾向のなかで，例外的な

分布を示しているのが，石のみと石錐である。い

ずれも，出土点数は少ないが，尾根の北側にのみ

発見されている。また，同様に数は少ないが，三

角形土製品，石製垂飾も調査区北端尾根上の狭い

範囲から出土したものである。
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b
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図4－2包含層出土の土器（1）
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Ⅳ、 包含屑出土の過物
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Ⅳ、 包含屑出土の辿物
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Ⅳ、包含層出土の遺物
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Ⅳ、 包含馬出土の遺物
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Ⅳ．包含層出土の過物
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Ⅳ、包含層出土の遮物
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Ⅳ．包含胴出土の過物
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Ⅳ、包含層出土の過物
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Ⅳ、 包含層出土の遺物
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Ⅳ、 包含屑出土の遺物
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Ⅳ、 包含層出土の過物
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Ⅳ、包含届出土の過物
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Ⅳ、包含届出土の遺物
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Ⅳ、 包含屑出土の遺物
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Ⅳ、包含層出土の遺物
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Ⅳ、包含屑出土の過物

~

~ ~

-170

169

＝

~
171 M

~ー~

~

/へ、 ‘72 ○↑渦
くう 、7｡

一
~

ー

●”‘ ＜二も”。

癖憾
く一179

鵜I鯵
~

~

~

◇↑アア ー､祠
E=180

L ~ icm

図4－25包含層出土の石器（9）

－134－



Ⅳ、包含層出土の過物
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Ⅳ， 包含層出土の遺物
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Ⅳ．包含届出土の過物
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Ⅳ、包含層出土の遺物
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Ⅳ、包含層出土の遺物
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表1 遺構数一覧

表2 出土適物一覧

表3 過構一覧

表4遺構出土掲載遺物

表5 包含層出土掲載土

表6 包含層出土掲載石

写真図版

1 遇跡

2 遺構とその迩物

3 包含層出土土器

4 包含層出土石器等
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凡 例

表について

1 表中の番号はそれぞれの図中の番号に対応している。遺構

一覧と遺構出土遺物一覧は遺構および遺構出土遺物の図に対

応する。包含層出土掲載土器・石器等一覧は包含層出土土器

・石器等の図に対応する。

2 遺構一覧のグリッド欄は10mグリッド， その他の表では5

mグリッドで表示している。

3 遺構数一覧の遺構の記号，適構一覧の遺構番号に付けられ

ている記号は，次の過構を示す。H;住居跡,S;石囲い炉f

P;墓およびそれに類するピット, TP;Tピット, F;焼土。

4 それぞれの表の土器，石器等の分類記号は, I章5節の遺

の分類の節に示されている。

5 遺構および包含層出土の掲載石器等の表では欠損品の重量

を（ ）で示してある。

、

写真図版について

1 遺構出土の進物については，原則として， その遺構のとこ

ろにそれぞれ示した。

2 通物写真の縮尺は，不同である。

4
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数 量

包含層遺 柵

数 愈

包含層｜遺 樹
名 称 分 類 名 類 分 類

’VBlたた き石 MA9 119 5 0石砥

VB8 IIB2
《
ロ 石 2 84 27１

１

１

〃

VB9 WB82 64 ll〃 字

WAlす り 石 WIB913 8 0ゆ

MA2 ⅨA6 2 石 斧 1780〃

VIA4 XAl1 2 使用臘荷りフレイク(UF) 131979”

VIA5 2 XA20

1

iI工掘有りラルイク(RF) 520 58〃

WA8 14 フ し イ ク 30,323 5,309〃

WA9 17 2 礫 2,138 158歩

VIBl石 皿 5 5 石 製 2
rロ

ロロ 17

VIB8 ワ
イ 0 土 製 １

回
酢 5 0串

－

WB9 3 (）

2

↑
■

・

Ｌ

ｔ

ｄ

１ 36,668 6,096、
ｐ
Ｉ
ｊ

Ｊ〃

鋸 MA8石 6 計 127,480 13,489総

ピ

国
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表3遺構一覧

’
通
番
櫛
号 規 模(an) 出 土 過 物グ リ ツ ド

(367)×(314)×62 〔土器〕Ⅲb-3; 171, Wa; 121, IVb; l,不明; 11, [石器等〕

IA5;2, IB8; 1, mB9;5, WA1; 1, WA3; 1, WA8;

2, VB1; 1, WB2; 1, XA1;7, フレイク;49,礫;2

H－1 D－3

欠 番H－2

〔土器〕Ⅲb-3;41,Wa;2,不明;7, [石器等]IB1; 1, IB8

;2, IB2; 1, mB8;2, mB9;6, WA2; 1,NA3;3,

VA8; 1' VA9;2, VB1;ZWA1; 1, WA2; 1,

WB2; 1, IXA;2, XA1;5, XA2;4, フレイク; 110,

礫；47

６

６

一

一

Ｈ

１

５

５

ｌ

ｌ

Ｈ

Ｉ

828×520×73H－3

吟

〔土器〕mb-3; 120,Wa;32, IV;2,不明; 19, (石器等]IB

1;5, 1B2; 1, IB8; 1, IB9; 1, mB9;4, NA8;2,

VA9; 1, MA8; l, WA9; 1, MB2; 1, フレイグ; 131

礫; 1

J-5, J-6 468×295×51H－4

欠 番H－5

〔土器〕Ⅲb-3; 114,Wa;89,Wb; l, IV;7,不明;86,[石器等〕

IA4; 1, 1B2; 1, mA9; 1, mB9;2,WA2; 1,NA

8;2, VA2; 1, VA9;ZWB2;2, WB8;3,MA;3,

XAl;4, XA2;3, フレイク; 1,711,礫;5,

H－6 J-4, J-5 5認×301×41

〔土器]mb-3;746,Wa; 138,N;31,不明;340, (石器等〕

IA4; 1, 1A5;4, IB1; 17, 1B2; 2, IB8;2, IB9

; 1, IA3; l, mA2;2, mA9;1, mB9;36,NA2;2

NA5;3,WA8; 1,NB; 1, VA1;2, VA8; 1．ⅦA

9; 1,WB2;8,1B8;3, MA; 1, XA1;32, XA2;

7， フレイク; 1,216,礫; 24,石製品; 1

(568)×467×701-4,1-5,J-4,J-5H－7、

〔土器〕mb-3; 10,不明;2, [石器等]IBl;3, mB9;2, N

A3; l, フレイグ;56

H－8 H－6 6“×543×73

〔土器〕mb-3;235,Na;63,N;20,不明;138, (石器等〕

IA5; 1, IB1;8, 1B2; 1, IB8;2, IAl; 1, HA3

; 1, IA9; 1, mB2; 1, mB8; 1, UB9; 10, IVA2;3

IVA3;l, IVA8; 1,WB; 1, VA8; 1, VA9; 1,

VB1; 1, VB8; 1, WB1; 1, IIB2;3,MA;1,

XA1; 12, XA2;9, ブレイク;757,礫;7

H－9 1-4, J-4 661×518×57

段

〔土器〕Ⅲb-3;74, IVa;40, Nb; 1, [石器等)IA5; 1, 1A9

; 1, IB2;2, IB8;3, IB9; 1, mB9;7, NA2; 1,

NA9; 1,KA;2, XA1;5, XA2; 1, フレイク; 152,

388×315×61H-10 H-5, H－6
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遺
番
栂
号 規 模(dn) 出 土 遺 物グ リ ツ ド

礫;5

〔土器〕Ⅲb－3;11, 〔石器等)mB9;2,NA8;1, フレイク;28

礫I1

〔土器〕Ⅲb-3;"0,Wa;283,Nb;2,不明;46, [石器等]I

A4;1, 1A5;1, IB1;4, IB2;2, HA2;1, mA2;1,

mB9;5,NA3;1,NA8;3, VA9;1, VIB1;1, XA1

;8, XA2;1, フレイグ;",礫;6

〔土器)mb-3;44,Wa;64,不明;18, (石器等]IA4;2, IB

1;1, mB9;2,WA3;1, VA2;1, VA9;1, MB8;1,

MA;1, フレイグ;4,礫;18

1-5, J－5 480×.－×44H-11

(鼬3)×(409)×48H-12 D-2, D-3

G－4 －×374×52H-13

￥

〔土器]mb-3;19,Wa;2, [石器等]mB8;1, mB9;1, フレ

イク；8，礫;2

G－3H-14 一×347×7

〔土器]mb-3;127,Ⅳ趣;45, (石器等]IA5;3, IB1;3,NA

;1,WA3;1, NA5;1, VA9;1, VIA2;l, XAl;2,

XA2;1, フレイク;12,石製品;l

H-15 F-4, F-5 一×383×53

〔土器〕Ⅲb-3;167, Wa;76,Wb;2,不明;29, [石器等)IA

4;1, 1A5;3, 1B2;1, HA1;1, mB8;1, mB9;3,

NA8;1, XA2;2, , フレイク;404,礫;4

〔土器〕Ⅲb-3;383, mb;3,Ⅳ鼬;456,Nb;5,不明;177, [石

等]IA4;1, 1A5;4, IB1;7, 1B2;8, IB8;3,

IA2;1, mB8;1, IB9;26, WA2;1．ⅣA3;3

NA8;2, VA2;1, VA9;1, WA8;1, MIB2;2, IIB

8;2, KA;5, XAl;25, XA2;19,フレイグ;210,礫;9

D－3H-16 －×－×一

C-2, C-3

D-2

H-17 7“×623×45

6

〔土器]mb-3;58, IVa;",不明;15, [石器等)IA5;1, 1A

8;1, IB8;1, mB9;1．ⅣAl;1 ,WA8;1, VA9;1,

VB9;1, VIB1;1, WB2;1, XA1;4, フレイク;85､

礫;1

H-5, 1－5H-18 －×駒6×45

〔土器〕mb-3;285,Na;70,Nb;4, Va;1, [石器等)IA5;l

IB1;1, 1B2;1, mBl;1, mB9;2,NA5;1, IVA8

;1, VIA3;1,MB2;1, IXA;1, XA1;2, XA2;1,

フレイグ；47,礫;2

〔土器〕mb-3;27, Wa;11,不明;10, (石器等]mB8;1, XA

2;1， フレイク；2

遺物なし

E-3, F-2 －×－×44H-19

雷

H-20 C-4, H-5 －×－×55

S－l D－2

〔土器〕Ⅲb－3;3,Wa;86, [石器等]XA2;2, フレイク;15

〔土器〕mb-3;14.Ⅳa;13,不明;5, [石器等〕フレイク;2

S－2 F-2

’E－ワ白S－3
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通
番
栂
号 グ リ ツ ド 規 模(cm) 出 土 遺 物

P－1 J－5 〔石器等]IB1;2, IB8;1, mB8;2, フレイク;54

〔土器〕mb-3;20, Wa;215,不明;158, [石器等〕フレイク;4

礫;l

85×50×91

P－2 H-5, C-5 365×254×103

P－3 1－4, J-4 135×104×55 〔土器〕Ⅲb-3;11, Wa;6, [石器等]MB9;1, WB2;1, フレ

イク；2，礫;9

P－4 H－4 〔土器)Wa;4, (石器等]WB2;180×錦×21

P－5 1－6 遺物なし

〔土器〕Ⅲb-3;13, [石器等]IB1;1, MB9;1, フレイク;19,

礫;1

〔土器]Wa;10, [石器等]mB9;1, XA1;2, フレイク;30,礫

;l

〔石器等]VIB1;1,礫;l

〔土器〕Ⅲb-3;75,Wa;35,不明;46, (石器等]IB1;2,IB

8;1,MB2;1, XA1;5, XA2;1, フレイク;6,礫;l

126×88×14

P－6 1－4 150×112×25

P－7 C－4 101×41×67P

P－8 G－3 97×52×24

P－9 C-3, C-4 141×－×60

P-10 遺物嘩し

遺物なし

C－l 101×67×41

l

帥×52×20P-11 C－l

P-12 J－3 45×37×42 〔土器〕Ⅲb-3;7, (石器等)IA5;1, IBl;1, ブレイク;11

P-13 F-4,F-5 〔土器〕Ⅲb-3;2, (石器等〕フレイク;159×57×50

P-14 D－3 〔石器等]WB1;187×51×26

ウ
P-15 F－3 遺物なし42×39×22

P-16 F－3 〔土器]mb-3;8, [石器等〕礫;242×34×22

P-17 D－3 〔土器]mb-3;46, Ⅳ趣;95,不明;22, [石器等]IB1;1, IB

9;1,WA5;2,WA8;1, XAl;2, フレイク;17,礫;1

遺物なし

〔土器〕mb-3;3,Na;45

－×－×59

P-18 D－3 73×41×21

P-19 E-2, E-3 69×36×48

P-20 D-2, E-2 〔土器〕mb-3;21, Wa;33,不明;31, [石器等)IA4;1, IB

9;1, MB2;1, XA2;1, フレイク;14

165×123×47

P-21 C－3 〔土器〕Ⅲb-3;254, IVa;140,Wb;2,不明;120, [石器等)I

A3;1, IBl;3, MB8;2, UB9;7, WA3;1, IVA8;l

WB2;1, XAl;7, XA2;2, フレイク;40,礫;3

1鯛×－×70

脚

P-22 C－4 〔土器〕Ⅲb-3;10, [石器等〕礫;l72×50×18

P-23 E－3 遺物なし30×29×17

P-24 E－3 〔石器等]VIA4;154×37×17

P-25 E－3 〔土器〕Ⅲb-3;16,Wa;4,Nb;1, [石器等〕礫;157×39×18
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遺
番
構
号 規 模(qn)グ リ ツ ド 出 土 過 物

P-26 E-2 〔土器〕mb-3;14, Na;1l43×36×27

〔土器]mb-3;10,Wa;118,不明;2, (石器等)VB1;1, IXA

；1，礫；1

〔土器〕mb-3;22,Wa;68,不明;5, [石器等]VA8;1, MB

2;1, WB8;1, XA1;2, XA2;1, フレイク;17,礫;1

P-27 B－l 79×74×26

P-28 D-2, E-2 183×174×35

P-29 E－4 32×25×15 〔石器等〕礫;1

＆

Ｚ

鍵

３

３

３

’

ｌ

－

ｂ

ｂ

ｂ

田

Ⅲ

旧

』

ｊ

ｊ

器

器

器

土

土

土

ｔ

１

ｔ

Wa;8, Wb;1

Wa;8, [石器等〕礫;1

不明;22

P-30 F－2 33×27×18

P-30 B－2 61×56×16

E－2P-32 40×38×17

〔土器〕Ⅲb-3;11, Wa;4, [石器等]WB1;1P－鍔 B－1 62×50×19 蘭

P-34 欠番

G－3 過物嘩し

〔土器〕mb-3;1, [石器等〕フレイク;4

P-35 83×69×28

B-1P-36 51×46×25

C－1 遺物なしP-37 81×齢×29

1-2, 1-3 過物なし

過物なし

〔土器〕Ⅲb-3;55, [石器等)MB9;1, XA1;3, フレイク;1,

礫;1

TP-1 391×14×109

TP-2 C－3 212×17×90

F－1 J－4

C－4 遺物忠しF－2

ﾛ

欠番F－3

F-4 D－2 遺物なし

遺物態しF－5 F－2

過物巻し

適物葱し

過物なし

F－6 E－2

F－7 E－2

F－8 C－4

匂
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表4遺構出土掲載遺物一覧
H-1

番
号 名 称 出土層位分類 璽さ(9) 材質 持 色

mb-31 土 器 床 面 貼付帯に押しびき。上は無文，下に円形刺突文。

ワ
ー 埋 土 裏面は剥落。LRの斜行縄文。小 〃

、

｡ 床 面 底部。結束第2弧の斜行縄文。厚手の土器。〃 "

4 埋 土 結節斜行縄文。内面は黒ずむ。
I

" 〃

5 竹管状器具による押しぴき。焼成良好。〃 " 歩

6 床 面 半裁竹管状器具による短刻線。小石を含む。〃 小

、

ワ
~U 埋 土 口縁部にRLの縄線文と縦横に短刻線。〃 "

Ⅳa8 口唇と裏面研曙。貼付帯上LR,地文RL｡〃 〃

9 胎土に砂粒を含む。貼付帯上にRLの縄線文。〃 み "

Ⅳa10 底部。貼付帯直上と底面直上に無文部。〃 〃

11 胎土に小石を含む。LRの斜行縄文。参 歩 歩

Ⅳb12 口唇部と裏面を研磨。胎土に砂粒を含む。〃 〃

13 LRの斜行縄文。胎土に砂粒を含む。傘 〃 今

14 胎土に石英を含む。LRの斜行縄文。ケ " 〃

15 口唇部と裏面を躍り消す。RLの斜行縄文。〃 〃 参

6

16 内面は研磨。RLの斜行縄文。” 〃 〃

1 石 蟻 IA5 2.2 頁岩 参

2 黒曜石2.9〃 〃 〃

IB9スクレイパー (27.6）
F1

、 床 面 欠損品。今

4 埋 土2.2〃 〃 ケ

5 床 面3.4〃 〃 〃

6 12.1 埋 土〃 〃〃

XA1U F
弓

イ 2.7 右側縁上部に歯こぼれが見られる。〃 〃

8 3.3ウ 歩 〃〃
商

WA3石 斧 (130） 録色泥岩9 〃

WAl10 右側縁に擦り切り鰐を残している。(13) 〃 〃み

WB211 砥 石 380 砂岩 床 面

H－3

Ⅲb－31 土 器 肥厚帯上にへう状器具による押しびき文。埋 土

ワ
= 口唇上に刺突文。裏面は剥離。結節斜行縄文。" 〃 今
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番
号 出土層位 色名 称 璽さ(9) 材質 特分類

薄手。円形刺突文が密に並んでいる。Ⅲb-3土 器 埋 土3

口唇に半裁竹管状器具の刺突。原体は無節R。4 歩

〃

争

" 〃

結束羽状縄文。胴部。5 〃 参

薄手で短刻線を持つ。縄文原体はRL｡6 参〃

(7.8）桧 先 IB1 黒畷石1 や

(5.1） 欠損品。2 〃 学〃 "

3 6.9〃 〃 〃 〃

(3.2） 欠掘品。IB84 〃 ”串

IB2 15.15 〃 小

か

〃

参

〃

IB8 (2.6） 欠損品。6 ク〃

mB2スクレイパー 12.0
ワ
イ

〃

右側縁に細かい二次加工を施して尖頭部を作りだし
ている。

mB9 5.68 〃〃

欠損品。(46.0)9 砂 今 〃 〃

(5.6）10 I司上。ケ 〃〃 参

(8.1) 同上。打瘤を取り除いている。11 〃 〃 や"

(40.0） 頁岩12 〃 今〃

石 核 ⅨA 黒咄石6,613 ″

″XA2R F 40.614 〃

4

(3.9）XA1 両側縁に歯こぼれが見られる。U F15 〃参

横長剥片。右側縁に歯こぼれが見られる。15.8 頁岩16 〃〃 〃

XA2 めのうF17 R 4.8 〃

黒暇石 右側緑に細かい二次加工が施されている。18 1.7ウ 参〃

XA1F 埋 土19 U 9.0 "

黒暇石20 1.9 〃〃 〃

XA2F21 R 4．6 〃 歩

線色脈錯石 斧 NA222 53 多
参(25）NA3 欠掘品。刃部は丁寧に研磨されている。23 〃 〃

口

“） 欠損品。24 〃 " 〃〃

(61）25 〃 " 〃〃

す り 石 ⅥAl 砂岩 床 面 炉石として使用されていた。26 640

VIA2 " 埋 土27 〃 秒

H-4

’| ､ |士 器|mb-3 1 1 1埋 土’Ⅲb－31 土 器 口唇，肥厚帯に半裁竹管状器具の押しぴき。
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番
号 名 称 分類 重さ(9) 出土層位材質 持 色

mb-32 土 器 床 面 口唇． 口縁にへう状器具の押しびき。突留文。
－

3 埋 土 結束第2極の斜行縄文。今 〃

4 半裁竹管状器具による押しぴきが3列ある。〃 〃 〃

5 半裁竹管状器具による押しびき。秒 〃 歩

6 薄手で口唇上に棒状器具による密な刺突。〃 〃 〃

弓
P 6と同一個体。縄文原体はLRo今 〃 〃

8 貼付帯上下方は無文。貼付帯に短刻線。〃 ケ 〃

9 床 面 貼付帯に短刻線。縄文原体はLR｡〃 〃

10 薄手で貼付帯に短刻線。〃 今 〃

坤

11 埋 土 貼付帯に短刻線あり。〃 や

Ⅳb12 床 面 底部。厚手で無文。横位の調整。参

楢 先 IB11 黒暇石 埋 土5．7

2 表面に丁寧な二次加工が施されている。5.6〃 〃 〃 〃

(5.5）
、

｡ 床 面 先端部欠損。〃 牛 〃

4 (8.0) 同上。〃 〃 〃 歩

5 8.2 埋 土” 〃 〃

IB96 硫紋岩15.5 両側縁下部に浅い快りがつくられている。" 〃

mB97 スグレィパー (6.7） 黒曜石 床 面 欠損品。

ウ
8 6.2〃 〃 〃 〃

VA99 たたき石 169 かんらん岩 埋 土

’10 砥 石 MB2 1,678 砂岩 〃

H－6

Ⅲb－31 土 器 埋 土 半裁竹管状器具の刺突。胎土は小石を含む。

2 半裁竹管状器具の押しびき。砂粒を含む。歩 〃 〃

3 結束第1種羽状縄文。口唇部と内面は斜行縄文。〃 〃 〃

4 結束第1種羽状縄文。ヘラ状器具の押しぴき。〃 〃 〃

5 細い貼付帯上に円形刺突文。RLの斜行縄文。〃 〃 歩
封

6 縦に円形刺突文を施した小形土器。〃 学 〃

旬

』 半裁竹管状器具の押しぴき。口唇部に刻みあり。〃 〃 〃

8 結節斜行縄文。胎土に砂粒を含む。今 〃 〃

9 Ⅳa 貼付帯の上下端に磨り消した無文部。〃 〃

10 薄い貼付帯，下端に無文部, LRの斜行縄文。〃 ” 〃

11 底部内面は半球状。底面との境は磨り消し。〃 〃 ”
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番
号

色重さ(9) 材質 出土恥位 特名 称 分類

口縁部に無文帯。内面は研磨。Ⅳa土 器 埋 土12

口唇部下は無文帯で下に陸起帯がある。13 〃歩 歩

胎土に小石を含み表面に繊維の痕が見られる。14 〃 〃 ”

深い沈線で曲線を描き，内面は研磨している。Ⅳb15 今牛

IA4 (0.8) 欠損品。黒砿石石 鑑1 字

IB2 (11.4) 先端部欠損。棺 先2 〃 〃

主要剥離面からの簡単な二次加工でつまみが作りだ
されている。

IA9つまみ付きナイフ 30.43 〃 〃

mB9スクレイパー4 10.0 〃 〃

12.35 〃 〃 み〃
1

XAl 右側部の一部に使用摸が見られる。FU 1．16 〃 〃

欠損品。Ⅲ群B類の破片の可能性が有る。(2.9）ワ
』

紗 〃

ケ

参

〃 〃

XA2 右側縁に細かい二次加工が施されている。F 2.5R8 〃

1.99 〃 〃〃

IVA2 #誰泥岩石 斧 34510 〃

VA9 滑石 床 面

埋 土

たたき石 l帥11

’ WB2 砂岩砥 石 42012

H－7

Ⅲb－3 突起，張り浦上に刺突，押しぴきを施こす。

半裁竹管状器具による押しぴき。内面に突瘤。

土 器 土

″

″

秒

〃

〃

″

埋1

2 〃〃

半裁竹管状器具の押しぴき。縄文原体はLR｡3 〃〃

同上。4 〃”

半裁竹管状器具の刺突列。縄文原体はLRo5 〃〃

縦横に半裁竹管状器具の押しぴき，突瘤あり。6 〃串

同上。
可

』 〃 争

口唇， 口縁上に半裁竹管状器具の押しぴき。8 〃 〃 〃

同上。9 〃 " 〃

肥厚帯に半裁竹管状器具の押しぴき。結節あり。10 喝〃 ” 〃

口唇，肥厚帯にへう状器具の押しびき。11 〃今 〃

ヘラ状器具による押しぴき。12 糸砂 〃

同上。13 小 歩 〃

同上。内面に突瘤。14 〃〃 ケ

同上。15 今 〃■参

｜ ’ 口唇にへう状器具による押しぴき。内面LR｡床 面16 〃争
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番
号 名 称 分類 篭さ(9) 出土届位 特 色材質

Ⅲb－3 床 面17 土 器 口唇上及び直下に，へラ状器具の押しびき。

18 埋 土 同上。〃 〃

19 肥厚帯上にへう状器具の押しびき。〃〃 串

20 ヘラ状器具の押しぴき。結束第2甑の羽状。〃 〃 抄

21 床 面 竹管状器具の押しびき。結節斜行縄文。参 〃

22 埋 土 半裁竹管状器具の押しびき。縄文原体はLR｡〃 勿

23 へラ状器具による押しぴき。〃 〃 〃

24 同上。〃 十 〃

25 貼付帯上に半裁竹管状器具による押しびき。〃 〃 〃
b

26 擬横に半裁竹管状器具による押しびき。ケ 〃 〃

27 貼付帯にへう状器具の押しぴき。結束第1種。参 〃 〃

28 27と同一個体。ウ 今 み

29 同上。〃〃 〃

30 口唇直下に短刻線。〃 〃〃

31 30と同一個体。〃 や み

32 同上。〃 〃 参

33 肥厚帯にへう状器具による押しびき，刺突。〃 " 〃

34 33と同一個体。〃 〃 ゆ

卜

35 内面にわずかに突瘤。縄文原体は結束第1種。参 〃 ”

貼付帯上，直上に刺突。36 〃 〃”

37 口唇部欠損。縄文原体はRL｡〃 〃 〃

内面に突瘤。38 〃〃 〃

39 口唇直下に半裁竹管状器具の押しびき。無文。〃 〃 妙

40 肥厚帯上に短刻線，円形刺突文。縄文原体LR｡〃 〃 〃

41 結節斜行縄文。〃 "〃

42 同上。歩 〃 ケ

43 縄文原体は0段多条。〃 〃 〃b

44 43と同一偲体。〃 〃 〃

45 同上。〃 " 〃

46 床 面 沈線の上下に刺突列。〃 〃

47 埋 土 肥厚帯に貫通孔。無文。〃ケ

48 47と同一個体。〃 〃 〃

49 同上。〃 〃 ケ
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番
号 名 称 分類 重さ(9) 材質 出土層位 特 色

mb－3土 器 小形の土器。口唇部は丸い。埋 土50

貼付帯上に短刻線。51 ' 〃 〃

貼付帯上に短刻線。縄文原体はLR｡52 砂 〃 〃

貼付帯上に短刻線。53 〃 〃 争

歩 貼付帯上に短刻線。縄文原体はRL。54 歩 〃

53と同一個体。55 ウ 秒 〃

同上。56 今 ク

ク

参

妙

同上。57 〃 心

貼付帯上に短刻線。縄文原体はLR｡58 〃 〃

ヨ

Ⅳa 断面三角形の貼付帯をもつ。59 み 〃

同上。帥 ” 〃 ケ

床 面 底部。縄文原体はLR。もろい。61 〃〃

貼付帯と生地面の施文方向が異なる。埋 土62 〃 参

薄手で口唇は角ばっている。縄文原体はLR｡63 〃 〃 ケ

Ⅳb 口唇直下は無文。角ばっている。64 ＊ 〃

IA5 黒昭石1
マアー

錐/ロ 1．1 ケ

(1.6） 頁岩 茎部にアスファルトが付着している。2 〃〃 〃

(1.1) 黒曜石 基部欠損。3 〃 〃 〃

q

IA4 (1.0)4 〃 〃 〃 〃

IB1 (3.7）槍 先 先端部，基部欠損。5 〃 〃

(9.1） 床 面 欠損品。6 〃 〃〃

(5.5） 同上。埋 土
ラ
イ 〃 〃 〃

8 8．4ケ 〃 〃 〃

(2.5） 床 面 欠損品。主要剥離面に一次剥離面を残している。9 〃歩 膠

(2.7） 埋 土

〃

欠損品。10 牛 今 〃

茎部両側縁が磨滅している。6．411 歩〃 〃

(3.6） 先端部欠損。12 今 〃 〃 歩

■

3．813 字 〃 〃 〃

IB2 床 面3．514 〃牛

IB8 (10.7) 埋 土

〃

欠掘品。15 〃 〃

(11.2) 同上。基部両側縁に浅い決りがある。16 ケ 〃”

UA3石 錐 (3.1） 錐部欠損。17 〃 〃

’ IA2 頁岩つまみ付きナイフ18 14．0 〃
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番
号 名 称 分類 壷さ(9) 材質 出土層位 特 色

UA2つまみ付きナイフ19 頁岩 埋 土11.8

UA9 黒曜石20 (1.4) 欠損品。今 〃

槍 先 IB221 42.0 泥岩 床 面

MB922 スグレィパー 頁岩47.9 埋 土

23 頁岩21.7" 〃 〃

床 面24 黒曜石8.4〃 〃

25 9.4 泥岩 埋 土小 牛

26 22.9 頁岩" 〃 〃

(13.6）27 黒曜石 欠損品。” 〃 ”
、

28 2.8〃 ” 争 〃

29 50.2抄 " 牛 "

(5.9）30 欠損品。〃 〃 今 参

31 7.6今 〃 参 〃

32 硬質頁岩16.1〃 歩 〃

33 頁岩 両側縁に浅い映りがある。11．8〃 〃 〃

床 面34 泥岩22.0〃 〃

35 頁岩 埋 土13.4少 ”

(6.3）36 欠損品。〃 〃 〃ケ

(11.3)37 黒曜石 同上。〃 〃 〃

38 10.1〃 〃 争〃

39 11‘7〃 〃 〃 〃

40 6.7〃 〃 〃 参

41 6.7 頁岩今 〃 参

42 13.2〃 〃 砂 必

43 5.1 黒曜石〃 〃 "

XA2 (3.0）R F 頁岩 欠掴品。右側縁に細かい二次加工が施されている。44 "

45 黒曜石2.1参 〃 〃モ

UB9スクレイパー 黒曜石46 9.8 埋 土

47 3.9〃 〃 〃抄

XA2F 右側縁に細かい二次加工が施されている。48 R 2.2 〃 参

XA1 (6.0) 床 面 欠掴品。F49 U 参

XA2 (4.7） 同上。R F50 〃〃

頁岩51 9.7 ゆ""
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番
号 名 称 重さ(9) 材質 出土膳位分類 梓 色

XA1 (6.6）F 頁岩52 U 埋 土

〃

欠掘品。

(1.0) 黒曜石53 同上。ケ
~■

j〆

XA2 砂岩54 R F 6.7 争

床 面頁岩55 7.9〃 ”

石 斧 WA5 (225） 泥岩 埋 土 欠損品。56

WA2 (240) 緑色泥岩 同上。床 面57 〃

(64）NA5 同上。埋 土58 歩 歩

泥岩59 25〃 〃 ケ

〃

〃

″

主要剥離面は刃部のみ研磨されている。ⅣB石 の み 15860 "

す り 石 NA9 安山岩61 93 礫の下弦を荒く打ち欠いた後すっている。

WB2 砂岩砥 石 (144)62

63 75〃 〃 今 〃

(195)64 〃 〃 〃 〃

’65 185 〃〃 〃 〃

H-8

Ⅲb－3土 器 埋 土

〃

"

〃

胎土に砂粒を含む。1

底部に近い。内面黒ずむ。LRの斜行縄文。
ワ
凸 〃〃

IB2梢 先 黒曜石1 12.2

(6.2） 先端部，基部欠損。2 み 〃 〃

mB9 (13.2）スクレイパー 欠損品。3 〃 〃

2.8 同上。4 今 〃〃 ケ

(51)石 斧 IVA3 滑石 同上。5 〃

H－9

Ⅲb－3土 器 半裁竹管状器具の押しびきが口唇から口縁部にある。1 埋 土

口唇部突起下に貼瘤をもち，短刻線を施こす。2 〃 〃 〃

へラ状器具による押しびき。裏面剥離。
配可

｡ 〃歩 〃

歩 口唇と口縁部にへう状器具で押しぴき。4 " 字
q

結束第2樋羽状繩文。胎土に砂粒を含む。5 字 〃 "

胎土に小石を含む。炭化物付着。6 〃” 〃

ヘラ状器具で押しびき。胎土に砂粒を含む。7 " 〃

〃

ク

ヶ

〃

胎土に小石を含み，表面は摩耗。8 今 ウ

へラ状器具で押しびき。胎土に小石を含む。9 〃 〃

半裁竹管状器具で押しぴき。胎土に砂粒。10 〃 〃
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番
号 出土層位 色名 称 分類 重さ(9) 材質 特

mb－3 埋 土 結節斜行縄文。胎土に砂粒を含む。土 器11

結節斜行縄文。縄文原体はLR･内面調整痕。12 " 〃歩

内面に炭化物付着。胎土に小石を含む。13 〃 小歩

内面に表面と同じ縄文原体LRの縄線文。14 〃〃 ケ

繩文原体RLの縄線文。口唇は内傾。薄手。15 〃 〃ケ

貼付帯上に円形刺突文があり， その下は無文帯。16 〃" 今

床 面 貼付帯上押しびき。胎土に砂粒を含む。17 〃み

幅広い横走沈線の下に縄文を磨り消した無文帯。埋 土18 〃〃

Ⅳa 竹管状器具による短刻線。胎土に砂粒を含む。19 〃 ”

h

薄い貼付帯。縄文原体はRL｡20 〃牛 〃

~

貼付帯上に縄の圧痕。内面に調整痕。21 〃 参〃

口唇は平坦でやや角ばり，薄い。22 〃” "

底部。無文。器壁の薄い小形土器。23 〃〃 ケ

IA5 欠損品。表面に一次剥離面を残している。(2参4） 黒曜石1 石 錐 紗

IB1槍 先2 4.0 〃参

(2.5） 欠損品。3 〃 〃〃 "

(5.2） 先端部欠損。4 〃 〃歩 歩

7.15 〃 〃〃 〃

6
~

8.0〃 参 膠や

(9.5） 欠掴品。7 〃 ケ 〃〃

主要剥離面に一次剥離面を残している。頁岩5.68 歩〃 〃

(11.9)IB1 黒躍石 先端部欠損。槍 先9 ケ

IB2 黒曜石 欠損品。10 (23.2） 〃〃

HAl石 錐 めのう11 3.7 〃

(6.8）IA9 黒曜石12 〃〃

IA3 頁岩13 0．5 〃今

mB9スクレイパー 黒曜石14 7.3 〃

け

mB2 頁岩騨.515 ""

床 面mB9 右側縁上部に，表裏から二次加工が施されている。16
~

14.0" 〃

(6.8） 黒曜石 埋 ~土 欠損品。17 ケ 〃

~

8.318 ゆ〃〃 〃

床 面19 6.4 〃〃 〃

右側縁上部に決りがつくられている。埋 土20 8.3 〃〃 〃
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番
号 名 称 分類 対さ(9) 材質 出土層位 持 色

21 スクレイパー 22,4 頁岩 埋 土 横長の剥片を紫材としている。歩

22 14,8 床 面

埋 土

〃 〃 歩

23 黒曜石1.2〃 〃

24 ⅣB (20.7）石 の み 泥岩 欠批品。〃

WA325 石 斧 81 緑色泥岩 ”

WA226 3鋤〃 〃 ”

27 7側〃 〃 〃 〃

28 (105) 刃部は丁寧に研磨されている。秒 〃 抄 〃

VA829 たたき石 123 かんらん岩 ク

ク

4

砥 石 WB2 (50）30 砂岩 欠損品。

(208）31 同上。ケ 〃 〃 〃

(蝿）32 〃 〃 参 〃

~H-10

mb-31 土 器 埋 土 口唇と口縁部に半栽竹管状器具の押しびき。

2 口響と口縁部に押しぴき。ケ " 〃

3 赤色物賀付蕃。上下2列の円形刺突文。ケ 〃 〃

4 羽状縄文。胎土に砂粒を含む。歩 〃 〃

5 口縁部に突起をもつ。胎土に小石を含む。ケ 〃 〃

6 床 面 半裁竹管状器具による短刻線。炭化物付着。今 ケ

弓
『 埋 土 貼付帯上に刺突。内面に調整痕。〃 〃

Ⅳa8 薄い貼付帯。内面研磨。胎土に砂粒を含む。参 歩

9 へラ状器具による段がある。胎土に小石含む。〃 〃 ケ

ク

埋 土

Ⅳb10 V字形に沈線を施している。〃

IA51 石 錐 (2.6） 黒曜石 先端部欠根。

IA92 硬質頁岩3.8 欠損品であるか，未製品か判断しかねる。〃 ナ

スクレイパー mB93 砂岩45.0 少

4 (5.8） 頁岩 欠損品。〃 〃 〃

虹

5 硬質頁岩40.1 床 面〃 〃

6 頁岩20.4 埋 土 縦長剥片の周辺に細かい二次加工を施している。〃 ”

ワ
。 24.5 床 面

埋 土

〃 〃 〃

黒曜石8 5．82〃 〃

荒く打ち欠いて整形した後で，左側縁に細かい二次
加工を施している。

槍 先9 IB2 砂岩35.9 〃

XA110 U F 黒曜石 床 面11，6

-158-



番
号 名 称 分類 重さ(9) 材質 出土層位 特 色

(150)石 斧 NA2 緑色泥岩11 埋 土 欠損品。

H-11

Ⅲb－3 結節縄文と結束第2種縄文を重ねて施文。1 土 器 埋 土

mB9スクレイパー 黒曜石1 3.8 〃

2 6.2〃 〃 〃 〃

(77）NA8石 斧 緑色泥岩 欠損品。3 〃

H-12

mb-3土 器 床 面 胎土に繊維を含む。炭化物付着。1

半鹸竹管状器具で縦と横に沈線。2 〃 〃 〃

回

貼付帯上に短刻線。胎土に砂粒を含む。
D
J 今ケ ケ

Ⅳa 断面三角形の貼付帯。口唇は角張り平坦。4 ”〃

胎土に砂粒を含む。焼成良好。無文帯あり。5 〃〃 〃

Ⅲb－3 縄文原体RLの縄線文。内面に調整痕あり。6 ケ 〃

Ⅳa 横位の貼付帯は一部を残し剥落している。
ワ
』 〃 "

胎土に小石を含む。口唇は丸い。8 〃 参 〃

表面剥落。胎土に砂粒を含む。9 〃 〃 〃

埋土5 口唇は角張り平坦。炭化物付着。10 今 孝

貼付帯の間に無文帯あり。11 ケ " "

Ⅲb－3 半裁竹管状器具で刻線施文。円形刺突文あり。12 埋土4「 〃

口唇と内面に半裁竹管状器具で押しびき。13 ケ ケ ケ

胎土に繊維と砂粒を含む。14 〃〃 〃

底部。内面は黒ずみ炭化物付着。15 字 〃 〃

埋土3 縄文原体RLの2条の縄線文。薄手。16 争 ケ

薄い貼付帯上に縄端による短刻線あり。17 歩〃 〃

Ⅳa 底面に木葉痕か。18 ” 牛

Ⅲb－3 埋土2 ヘラ状器具で押しびき。胎土に砂粒を含む。19 歩

貼付帯上に短刻線。胎土に石英粒等を含む。20 〃〃 〃

う

貼付帯上に円形刺突文。21 〃 ” 〃

Ⅳa 炭化物付善。胎土に砂粒を含む。口唇平坦。ワワ
LL 〃 〃

23 口唇は角張り平坦。縄文原体はRL｡字 牛 〃

Ⅲb－3 へラ状器具で押しびき。円形刺突文あり。24 埋土1ケ

口唇と口縁に半裁竹管状器具で押しびき。25 ウ〃 ”

Wa 貼付帯と口唇の間は無文帯。26 〃〃
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番
号 名 称 分類 重さ(9) 材質 出土屑位 特 色

ma27 土 器 埋 土

〃

貼付帯上に縄の圧浪文。薄手。

Ⅲb－328 縄文原体はR･円形刺突文あり。〃

29 半裁竹筈状器具で押しびき。胎土に砂粒あり。〃 ケ イ

30 半裁竹管状器具で押しびき。突起上に刺突。〃 〃 ケ

31 へラ状器具で押しびき。胎土に小石を含む。〃 歩 ケ

32 竹管状器具で押しびき。肥厚帯上に貼付帯。〃 〃 ギ

33 半撒竹管状器具で短刻線。胎土に砂粒を含む。〃 〃 ｆ

Ⅳa34 口唇は角張り平坦。胎土に砂粒を含む。〃 場

好35 横位の貼付帯上に縦位の貼付帯が亜漁る。〃 〃

~

36 底部。縄文原体はLR･焼成良好。〃 〃 今

37 底部。胎土に砂粒を含む。縄文原体はLR｡抄 砂 "

38 無文帯の下に縄文原体RLの細線文。薄手。串 〃 ケ

39 2種類の縄文原体。繩線文あり。薄手。〃 〃 〃

Ⅳb40 縦横に沈線。無文部あり。薄手。今 〃

IA4石 鑑 (1.4)1 黒曜石 先増部欠損。〃

IA52 (1.9)〃 〃 〃 今

槍 先 IB13 主要剥離面に一次剥離面を残す。3.5 ” 争

4 4.0〃 〃 〃 〃

(10.2)5 先端部欠掘。ケ 歩 " 〃

IB26 5.1〃 " 〃

(27.5）7 床 面 先端部欠損。〃 〃 ”

剥片の先嶋に簡単な調整を加え，錐部をつくりだし
ている。

IA28 石 錐 頁岩3.2 埋 土

MA3つまみ付きナイフ9 黒昭石8.3 〃

UB910 スクレイパー 床 面4.3 孝

右側縁に主要劉雌面から丁寧な二次加工が施されて
いる。

ll 4.5 頁岩 埋 土〃 〃

12 (13.6） 欠掘品。横畏剥片を素材としている。〃 〃 〃 〃

13 床 面15.9〃 ケ ケ

1

14 19.6 黒曜石〃 〃 ？

WA315 石 斧 59 緑色泥壗 埋 土 上半に， アスファルトが付着している。

16 泥岩 床 面鋤 刃部のみ，丁寧に研磨されている。み 〃

VA9 “8）17 たたき石 安山岩 欠損品。〃

厚い飼平礫の周辺を峨打整形し，表裏両面を光沢が
でるまで擦っている。

す り 石 VIA918 泥岩440 歩

H-13
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番
号

色材震 出土屠位 特名 称 分類 重さ(9)

Ⅲb－3 埋 土 口唇， 口縁部に半裁竹管状器具の押しびき。聖
1郡丁1 土

同上。2 "〃 〃

半裁竹笹状器具の押しびき。縄文原体はLR｡3 〃歩 〃

結束第2種の羽状縄文。4 〃〃〃

縄文原体はLR｡5 〃〃 歩

Ⅳa 一部貼付帯が剥離し~ている。6 〃〃

6の同一個体。7 歩 ケ〃

縄文原体はLRo8 ”〃 "

床 面 小形土器。縄文原体はRL｡9 争や

丑

埋 土 薄手で焼成は良し。縄文原体はLR｡10 や〃

薄手で焼成は良し。ll 〃〃 〃

IA4 (2.3） 黒曜石 埋 土 欠損品1 石 鑑

(4.9） 先端部欠損。2 " 〃〃 〃

IBl (6.7）槍 先 同_上。3 歩 〃

mB9 (12.1） 欠楓品。スクレイパー4 〃〃

XA1 頁岩 右側縁に歯こぼれが見られる。5 U F 12.8 妙

(90）IVA3 緑色泥岩 欠掘品。石 斧6 牛

’MA2 砂岩す り 石 (64）
局

ノ 同上。歩

H-14

Ⅲb－3 床 面 口唇に半裁竹管状器具の押しぴき。内面剥離。1 土 器

斜行する貼付帯に半裁竹管状器具の押しびき。2 〃〃 〃

縄文原体はLR｡3 〃参 〃

半裁竹管状器具の押しぴき。4 〃 〃 〃

Ⅳa 埋 土 薄手のLRの斜行縄文。5 歩

薄手でRLの斜行縄文。6 〃参 〃

礫に簡単な二次加工を施して， 刃部を作っている。mB9 床 面黒曜石1 スクレイパー 23.7

H-15
＃

’ 口唇と内面に半裁竹管状器具による押しびき。Ⅲb－3 埋 土土 器1

貼付帯と口唇に半裁竹管状器具で押しびき。2 〃” み

半裁竹管状器具の押しびき。肥厚部下に調整痕。3 " 〃〃

口縁と内面に半裁竹管状器具による押しびき。4 ク " 〃

胎土に小石を含む。5 〃" 今

肥厚帯にへう状器具の押しびき。6 わ〃〃
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番
号 名 称 重さ(9) 出土墹位分類 材質 特 色
~

mb－3土 器 炭化物付着。胎土に小石を含む。7 埋 土

8 へラ状器具で引いた凹帯。〃 ウ 〃

口唇に縄文原体LRの縄線文。薄手焼成良好。9 " 〃 〃

″mb－310 土 器 縄文原体はLR･小形土器。浅い円形刺突文あり。

縦横の短刻線。内面研磨。胎土に砂粒を含む。11 争 〃 〃

12 llと同一個体。〃 〃 〃

13 内面研磨。胎土に砂粒を含む。〃 抄 〃

14 貼付帯上に縄文原体LRの縄線文。内面研磨。〃 〃 ”

縄文原体RLの縄線文。薄く焼成良好。15 砂 〃 〃

劃

Ⅳb 口響平坦で角張り，内面と共に研磨。16 〃 参

IA5 (0.7） 黒曜石1 石 鑑 先端部，基部欠損？〃

2 1.9〃 〃 参 〃

3 1.6" 今 〃 〃

″

ケ

ケ

(5.9）槍 先 IBl4 先端部欠損。〃

(9.8）5 右側縁の屑部が欠損している。〃 歩 〃

F XA16 U めのう5．8

黒曜石
可

イ 1．6” " 今

XA2R F 頁岩 左側縁に調整剥離が見られる。8 14.4 〃

NA1石 斧9 39 泥岩 〃

VA9 安山岩10 たたき石 472 〃

(6）す り 石 WA2 砂岩11 歩

石製品12 孔の内面に虫食い状の凹凸がある。91.5 〃 〃

H-16

Ⅲb－3土 器1 爪形の押しぴき。埋 土

床 面2 半裁竹管状器具による押しびき。〃 〃

3 埋 土 ヘラ状器具による押しびき。結束第1稲羽状縄文。〃 〃

肥厚帯，内面にLRの斜行縄文。4 〃 〃 〃

唖

5 結節斜行縄文。〃 〃 〃

6 繩文原体はLR｡〃 〃 〃

底部。
弓
『 〃 小 "

Ⅳa 断面が三角形の貼付帯をもつ。8 〃 〃

断面が平坦な貼付帯をもつ。9 〃 〃 〃

’10 貼付帯と地文の施文方向が異なる。歩 〃 〃
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Ⅳa11 土 器 埋 土 縄文原体はRLの斜行。

炉 口縁部に貼付帯。12 〃 〃

埋 土 口唇に縄文。短刻線あり。13 〃 〃

薄手で焼成良好。縄文原体はLR｡14 〃 〃 〃

同上。15 ゆ 〃 参

孤状の沈線。16 今 " 〃

Ⅳb 焼成良好。縄文原体RL｡17 〃 〃

IA4石 錐 黒蝿石 主要剥離面に一次剥離面を残す。1 2.0 〃

IA5 (1.4) 表裏に一次剥離面を残す。2 〃 参 〃

ロ

IA5石 錐 (1.5)3 参 〃

mB9スクレイパー 10.04 〃 串

XA2R F (8.2）5 ケ”

(8.7）6 〃 今 〃〃

IVA8 (80）石 斧 緑色泥岩ヴ
イ

〃
P~

H-17

Ⅲb－3土 器 床 面 肥厚帯に半裁竹管状器具による押しぴき。1

厚手で斜めに半裁竹管状器具の押しびき。2 〃 〃 紗

Ⅳa 薄手。断面三角形の貼付帯をもつ。3 争 〃

平坦溌貼付帯で中央で羽状をなす。4 〃 参 〃

口縁に平坦な貼付帯。5 歩 〃 〃

薄手で黒っぽい。口縁の貼付帯下は無文。6 抄 〃 〃

底部。胎土は砂粒を含む。
弓
』

妙 〃 〃

貼付帯間は無文。8 〃 " 〃

口唇部に縄文あり。9 〃 〃 〃

薄手で焼成良好。縄文原体はLR｡10 〃 〃 〃

埋土6 厚手，縄文原体はLR｡11 〃 〃

Ⅲb－3 薄手。円形刺突文。内面に突瘤あり。埋土512 "

９

Ⅳa 貼付帯は平坦で上方は無文部。13 ” 〃

断面三角形の貼付帯でその中央で羽状をなす。14 〃 〃 〃

13と同一個体。15 〃 〃 〃

Ⅲb－3 埋土4 薄手, 円形刺突文。内面に突瘤あり。16 〃

底部。綾くり文のある斜行縄文。17 〃 " 〃

埋土3 薄手。口唇に半裁竹管状器具による押しびき。18 " 〃
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Ⅲb－3 貼付帯上に縄線文。土 器 埋土319

波状口縁。沈線文。Ⅳb20 〃〃

沈線文。21 ケ ""

横走沈線。22 歩ケ〃

埋土1 口唇， 口縁に半裁竹管状器具による押しびき。Ⅲb－323 〃

継位に貼付帯。繕横に半識竹管状器具の押しぴき。24 〃〃 "

底部。縄文原体はLR｡25 〃 ”ゆ

縄文原体はRL｡26 〃 串〃

肥厚帯にへう状器具による押しぴき。埋 土27 〃 歩

縦横の貼付帯に半裁竹管状器具の押しぴき。28 〃〃 〃

底部。底面付近は無文帯。29 〃ケ 〃

肥厚帯にへう状器具の押しぴき。30 〃 み

み

〃

貼付帯上に短刻線。表面一部が剥落。31 〃 歩

Ⅳa 平坦鞍貼付帯上に縄線文。32 〃〃

口縁に紙鯨文。縄文原体はLR｡33 〃〃〃

口縁に貼付帯。34 " み

〃

〃

細い貼付帯間は無文。35 今 〃

薄手。口縁に刻線。36 〃〃〃

底部。薄手。37 秒

争

〃〃

LRとRLの羽状縄文。38 み〃

曲線を描く沈線。Ⅳb39 〃〃

砂粒多し。沈線文。40 今字〃

IA5 黒曜石 茎部と他の部位の水和層の厚さが異なる。石 錐 1.31 〃

IA4 1,62 孝 〃〃

IB1槍 先3 3.0 〃 〃

主要剥離面に一次剥離面を残している。4.04 ケ 〃〃 〃

3．75 〃 必今 歩

1

(3.8） 先蟷部欠損。6 〃 砂牛 〃

茎部右辺が磨滅している。5.1ワ
イ

〃 〃〃 串

IB2 2.58 〃 〃〃

床 面頁岩14．29 今 〃

(5.1） 先端部欠損｡主要剥離面に一次剥離面を残している。黒曜石10 〃〃 〃

11 7.0 ケ 坊〃〃
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槍 先 IB212 3‘7 先端部，茎部だけに両面加工が施されている。今 参

IB113 4.6 右辺に肩が顕著に作りだされている。〃 〃 今

~

HA2 (15.4）14 石 錐 錐部欠損。〃 〃

~15~15 mB9スクレイパー 10.0 めのう 埋 土

頁岩16 31.2〃 〃 参

(6.9）17 黒曜石〃 ” 〃

(19.2)18 硬質頁岩 欠損品。〃 〃 〃

19 3.4 頁岩 両側縁下半に壌りがつくられている。〃 〃 〃

20 28,0〃 今 参〃
p

黒曜石21 11.5〃 〃 歩

22 7.4" 〃 歩 〃

(10.5)23 頁岩参 〃 〃

24 黒曜石5･3〃 〃 〃

(5.8）25 頁岩 左側縁を除いて細かな二次加工が施されている。〃 み 〃

26 14.7 黒暇石参 〃 〃

WA3石 斧 (86.5）27 泥岩 欠損品。〃

(50）28 緑色泥岩 同上。参 〃 〃

VA229 たたき石 (73） 砂岩 〃

’ WB2砥 石 砂岩30 72 〃

H-18

Ⅲb－31 土 器 埋 土 ヘラ状器具で口縁と口唇に押しびき。

縄文原体LRの斜行縄文を施した後’刺突○
？
色 〃 歩 〃

口唇と肥厚帯に半裁竹管状器具の押しびき。3 〃 〃 〃

4 口唇部に半餓竹管状器具による押しびき。〃 " 〃

5 床 面 突起下の肥厚帯は厚く 、肥厚体下は無文。小 〃

6 へラ状器具で押しびき。胎土に砂粒を含む。〃 歩 〃

ウ
f 埋 土 貼付帯上に押しびき。胎土に砂粒を含む。〃 〃

》

8 半裁竹管状器具による押しびき。〃 〃 〃

貼付帯に短刻線。胎土に小石を含む。9 〃 〃 "

床 面 貼付帯上と生地面に短刻線。内面研磨。10 争 〃

11 10と同一個体。必 ケ "

12 同上。" 〃 〃

｜ 〃 ’〃 LRの縄文施文後短刻線。胎土に砂粒を含む○13 〃 〃
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番
号 名 称 分類 重さ(9) 材質 出土層位 持 色

Ⅲb－3 口唇部貼付帯の下Ⅲ縦に貼付帯。内面研磨。土 器 床 面14

15 14と同一個体。〃〃 〃

16 同上。〃 〃 ″

〃 同上。17 〃 〃

18 同上。〃 〃〃

Ⅳa 底部。無文。胎土に小石を含む。埋 土

床 面

19 〃

IA5石 繊 (2.1） 黒醗石 先端部欠掴。1

IA8 (0.8）2 埋 土ケ 参

MB9 (10.7）スクレィパー 欠損品。3 〃 〃

］

WA1 緑色泥岩石 斧4
fー弓

DJ 〃

VB9 安山岩 床 面5 台 石 3,100

砥 石 MB2 砂岩230 埋 土6

H-19

土 器 Ⅲ〕－3 埋 土 ヘラ状器具で押しびき。胎土に砂粒を含む。1

口唇， 口縁部に半裁竹管状器具の押しびき。2 歩 〃 わ

ゆ

〃

口唇と内面を研磨。胎土に砂粒を含む。
"、

□ 孝 〃

短刻線。胎土に砂粒を含む。4 ” 〃

短刻線。内面に炭化物付着。5 〃 〃 今

Ⅳa 断面三角形の貼付帯下部は無文帯。6 今 や

口唇部平坦で角張り，胎土に小石を含む。
ワ
』 " 〃 抄

炭化物付着。焼成良好。8 〃 〃 〃

繩文原体RLの繩線文。胎土に砂粒を含む。9 〃 〃 〃

内面に調整痕。小形の土器。縄文原体LRo10 〃〃 〃

口唇は角張り平坦。内面共に研磨。焼成良好。11 〃 ” 歩

Ⅳb 横走する2本の沈線。胎土に砂粒を含む。12 〃 〃

〃

〃

口唇は平坦で内面と共に研磨。13 〃 〃
1

内面に炭化物が付若し研磨。14 〃 〃

底部に近い。胎土に砂粒を含む。15 〃 〃 〃

Va？ 吊り耳。薄く小形。内面に調整痕。16 〃 〃

IA5 黒曜石 火熱をうけている。1 石 鑑 0.9 埋 土

IB2楢 先 (2.7）2 基部欠損。〃 歩

IB9スクレィパー 6.7 床 面3 〃

－166－



番
号 名 称 分類 堕さ(9) 材質 出土層位 特 色

mB9スクレイパー 黒曜石4 0.6 埋 土

IVA4 (帥）5 石 斧 床 面泥岩 欠掘品。

(173）6 緑色泥岩 埋 土 同上。今 〃

H-20

’Ⅲb－31 土 器 埋 土 縄文原体はLR｡

底部。斜行縄文。2 〃 牛 ケ

貼付帯上に短刻線。3 歩 〃

口縁に貼付帯。4 〃 〃

貼付帯と地文を区別せず施文。5 ク 歩

薄手。LRとRLの羽状縄文。6 〃 膠

S－2

Ⅳ且土 器 口縁は角張り口唇は平坦。貼付帯下は無文。1

胎土に砂粒を含む。縄文原体は貼付帯上LR｡2 " 小

口唇は角張り平坦で，内面と共に研磨。3 〃 〃

内面研磨。薄く胎土に小石を含む。4 〃 〃

’ 炭化物付着。内面は研磨。胎土に砂粒を含む。5 〃 〃

S－3

mb－3土 器1 結節斜行縄文。胎土に繊維を含む。

2 半裁竹管状器具による押しびき。内面剥落。〃 〃

Ⅳa3 薄い貼付帯。口唇と内面を研磨。〃

4 3と同一個体。〃 今

5 表に炭化物付着。胎土に砂粒を含む。〃 抄

6 底部内面に指頭の圧痕。胎土に砂粒を含む。参 〃

P－1

’槍 先 IBl1 黒曜石4.9 埋 土

IB8ワ
ー (0.8） 欠損品。〃 〃 〃

mB8スクレイパー3 3.9 〃 参
卜

P－2

器 mb-3 底 面1 土 口唇に押しびき． ‘内外面に綾くり文を施す。

2 胎土に砂粒を含む。結束第1梱の羽状縄文。埋 土〃 学

P－3

｜Ⅲb－3 底 面1 土 器 口唇に半裁竹管状器具による押しぴき。

2 埋 土 へラ状器具による押しびき。結節斜行縄文。〃 〃
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番
号

色重さ(9) 材質 出土層位 待名 称 分類

無文で焼成は粗雑。内面は黒色。Ⅲb－3 埋 土土 器3

胎土に小石を多く含む。4 み

〃

紗 ケ

縦横に薄い貼付帯。貼付帯上に短刻線。5 〃 〃

貼付帯の上，下方に無文部。焼成良好。6 串〃 小

IB9 黒剛石 床 面 下部に丁寧な二次加工が施されている。スクレイパー 18．81

’ MB2 砂岩砥 石 168 埋 土2

P－4
~

縦の貼付帯上に短刻線。縄文原体はRL。Ⅲb－3 底 面土 器1

MB2 砂岩 埋 土1 砥 石 3帥
孔

P－6

mb－3 地文の上に縄線文あり。土 器 埋 土

〃

1

縄文原体RL,内面は黒色。ワ
学

〃 〃

薄い貼付帯上にへう状器具による沈線あり。
'1

， 〃 歩〃

IBl (5.7） 黒曜石 床 面 先端部，基部欠掴。槍 先1

’mB9 16.42 スグレイパー 膠 ”

P－7

Ⅲb－3 結節のある単節斜行縄文。縄文原体はLR｡土 器 埋 土1

Ⅳa 貼付帯有り，口唇は平坦。2 歩〃

貼ｲ寸帯，生地面共に無文。焼成良好。3 争

〃

” 〃

口唇平坦。縄文原体RL･波状口縁。4 字〃

’nB9 黒曜石スクレイパー 3.71 小

P－9

Ⅲb－3 底 面 肥厚帯上に半裁竹管状器具の2条押しびき。土 器1

円形刺突文。口縁は平縁。2 〃〃 字

結節による単節斜行縄文。原体はLR｡3 牛〃 〃

同上。4 〃

歩

” 〃

貼付帯断面は三角形．縄文原体RL･焼成粗。Ⅳa5 〃
由

貼付帯断面は三角形，細文原体RL･口唇平坦。6 〃〃 〃

貼付帯断面は三角形，貼付帯上で羽状縄文。
今
』 〃〃 "

貼付帯上，下方に無文部。焼成は粗。8 ” や〃

~

貼付帯上と生地面の施文方向が異なる。9 参〃 参

斜行縄文，胎土に砂粒含む。10 歩 歩〃

’IB1 (3.4） 黒醗石 床 面 先端部欠損。槍 先1
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番
号 出土層位名 称 分類 重さ(9) 材質 持 色

IB1槍 先 床 面2 黒暇石4,1

(5.0）mB8スクレイパー 欠損品。3 学 〃

XA2R F 右側縁に調整剥離が見られる。4 4.9 〃 〃

WB25 砥 石 150 砂岩 〃

P-12

IA5 床 面石 鍛 黒蝿石1 1．2

IB1槍 先 (6.9）2 先端部欠掴。〃 〃

P-13
~

Ⅲb－3土 器 埋 土 胎土に小石を含む。縄文原体はLR｡1
h

内面に調整摸。焼成良好。縄文原体はLR｡2 〃〃 〃

P-14

| ］ |石 皿| VIB] |25,0"|安山岩|底 面’WBl 安山岩 底 面1 石 皿 25,0帥 ’
P-16

| ］ |士 器|mb-31 1 1底 面’Ⅲb－3 底 面土 器1 ’底部。焼成は粗。縄文原体はRL｡

P-17

mb－3土 器 埋 土 半識竹管状器具で押しびき。突起上に刺突。1

口唇部に半裁竹管状器具で押しびき。2 令 ケ 〃

貼付帯上に原体RLの縄線文。胎土に砂粒。3 参 砂 膠

薄い隆起帯に半裁竹管状器具で押しびき。4 〃 〃〃

短刻線。内面研曙。胎土に砂粒を含む。5 〃〃 参

貼付帯上に短刻線。内面に調整痕。6 〃〃 〃

薄い貼付帯上に短刻線。焼成良好。
ワ
リ

歩〃 〃

8 同上。争 〃 〃

Ⅳa 断面形が三角の貼付帯。内面研磨。9 〃 〃

10 口唇は角張り平坦。胎土に小石を含む。〃 〃 〃

内面研磨。胎土に砂粒を含む。焼成良好。11 〃 今 〃

IB1 黒暇石槍 先1 4.8 争

石 斧 WA3 泥岩2 54 〃

P-19

’ mb－31 土 器 埋 土 縄線文あり。

Ⅳaワ
色 口縁に貼付帯あり。〃〃

貼付帯あり。3 〃 ク 〃

焼成良し。縄文原体はRL｡4 〃 参 ”
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|誉|､ 橘|ゞ噸|画さ'恩! '”．'出土踊位’

番号

名 称 分類 重さ(9) 材質 ’特 色

P-20

mb－3土 器 肥厚帯上に半裁竹管状器具の押しぴき。1 土

歩

歩

埋

半裁竹管状器具の押しびき。縄文原体はLRo2 " 〃

綾くり文のある斜行縄文。繊維を含む。３ 〃 歩

円形刺突文。内面にわずかに突瘤。4 み

〃

牛

底 面

〃 〃

縄文原体はLR｡5 〃 "

断面三角形の貼付帯。その中央で羽状縄文。6 〃 〃

繊横に貼付帯。7 〃〃

底部。貼付帯あり。8 わ 〃 〃

心

Ⅳa 口縁に薄い貼付帯。表面に炭化物付着。9 〃 み

〃

〃

9と同一個体。10 歩 〃

無文の小形土器。11 〃 〃

P-21

Ⅲa器 埋 土

〃

〃

細い貼付帯の上下に無文帯， 口唇部肥厚。1 土

Ⅲb－3 結節斜行縄文。半裁竹管状器具で押しびき。2 歩

縄文原体RLの結節斜行繩文。胎土に砂粒。3 〃〃

縄文原体LRの結節斜行縄文。4 串 〃 〃

牛

底 面

半裁竹管状器具で押しびき，胎土に砂粒を含む。5 〃 "

貼付帯上半裁竹管状器具で押しびき。6 今 〃

口唇部へラ状器具で押しびき。胎土に砂粒。埋 土ワ
』

ケ 〃

口唇と口縁に半裁竹管状器具で押しびき。8 ゆ 〃 み

〃

今

半裁竹管状器具で押しびき。焼成良好。9 〃 〃

肥厚帯上短刻線。炭化物付着。10 〃 ク

結束第1樋斜行縄文。胎土に小石を含む。11 〃 〃 ″

〃

〃

″

口唇上に縄文原体LRの縄文を施し肥厚する。12 〃歩

内面に調整痕。胎土に砂粒を含み焼成良好。13 〃〃

波状口縁。内面研磨。14 今 〃
凸

円形刺突文。薄く焼成良好。15 今 〃 〃

ウ

〃

薄い貼付帯上に短刻線。炭化物付着。16 " 〃

撚糸文。胎土に砂粒を含む。17 〃 〃

底面に縄文原体LRの斜行縄文。18 〃〃 〃

内面に炭化物付着。19 〃 今

余

〃

貼付帯上原体LRの縄線文。胎土に砂粒含む○20 〃 歩
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番
号 名 称 分類 重さ(9) 材質 出土層位 特 色

mb－321 土 器 埋 土 薄い貼付帯上に短刻線。口唇は平坦で角張る。

22 薄い貼付帯上に短刻線。〃 〃 〃

23 貼付帯上に短刻線。胎土に小石を含む。〃 〃 ”

24 縦と横の短刻線。縄文原体RL｡〃 砂 〃

25 胎土に砂粒を含み焼成良好。〃 〃 〃

26 胎土に石英粒を多趾に含む。縄文原体LR｡砂 〃 〃

IVa27 表面一部剥落。炭化物付笛。内面に調整痕。〃 〃

28 内面研磨。焼成良好。縄文原体LR｡歩 〃 〃

槍 先 IBl1 黒砿石1.6 〃

(5.1）2 頁岩 先端部欠掘。茎部両側縁が磨滅している。〃 〃 〃

(5,2） 底 面黒曜石
r､

｡ 先端部，茎部欠損。争 〃

スクレイパー IB94 23.6 頁岩 埋 土

底 面5 23.9 硬質頁岩み 〃

6 5.5 頁岩〃 〃 歩

(29）石 斧 IVA3
ワ
イ 緑色泥岩 埋 土 欠損品。

P-22

mb-31 土 器 埋 土 口唇上に突起あり，押しぴき文は胴部に及ぶ。

2 肥厚帯上2条の押しぴき。地文は羽状縄文。〃 〃 〃

3 縄文原体LRの斜行縄文。〃 〃 〃

4 縄文原体RL,擦痕あり。〃 〃 "

5 口唇は平坦。短刻線あり。争 ケ 〃

6 口縁に2条の縄線文，胎土に砂粒が多い。〃 〃 〃

Ⅳa
弓
イ 薄手の黒ずんだ土器。原体LR。抄 〃

P-23

' 1 |土 器|mb-31 1 1埋 土’Ⅲb－31 土 器 埋 土 ’縄文原体はLR･口唇に押しびき。

P-24

’器 Ⅲb－31 土 埋 土 縄文原体はLR･内面は剥落。

’す り 石 VIA4 流紋岩1 970 〃

P-25

’ mb-3土 器1 埋 土 厚手。縄文原体はLR｡

Ⅳa2 薄手。焼成は良い。〃 字

Ⅳb3 沈線あり。歩 〃

P-26
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番
号 名 称 分類 重さ(9) 材質 出土届位 持 色

mb-3 口縁部に円形刺突文。縄文原体はLR｡土 器 埋 土1

短刻線円形刺突文あり。縄文原体LR｡2 〃 " 〃

結節のある単節斜行繩文。焼成は粗。3 〃 み 〃

結節のある単節斜行縄文。胎土に小石含む。4 〃 〃今

Ⅳa RLの縄文の細い貼付帯。上方は無文帯。5 歩 〃

P-27

Ⅲb－3 口縁，胴部に短刻線。短刻線上で羽状となる。土 器 埋 土1

lと同一個体。2 〃 〃 ”

短刻線を斜めに施文。縄文は単節斜行縄文。3 字 〃 歩

短刻線を斜めに施文。縄文原体はRL｡4 〃 〃〃

Ⅳa 縄文原体はLRo口縁部の貼付帯は薄い。5 〃 〃

P-28

Ⅲb－3土 器 肥厚帯上に, LRの斜行縄文。1 埋 土

左端に円形刺突文の痕跡あり。2 令 〃〃

結束第2割の羽状縄文。内面剥離。
旬

｡ 〃 〃 〃

Ⅳa 口唇上，直下に繩線文。4 〃 歩

貼付帯上に短刻線。5 〃 必 〃

同上。6 今 〃 〃

焼成は良い。縄文原体はRL｡'7
~』

〃〃 "

P-30

Ⅲb－3土 器

抄

埋 土 繩文原体はLRo1

同上。2 〃 〃

Ⅳb 沈線文。胎土，焼成は良好。3 砂 〃

P-31

Ⅳa土 器 焼成は良い。繩文原体はRLとLRの2種。1 埋 土

縄文原体はRL。2 ” 〃 歩

~

焼成は良い。縄文原体はRLとLRの2種。3 〃 〃 〃
』

底部に砂粒を多く含む。4 今 〃 ケ

P-32

| ［ |土 器|mb-3 1 1 1埋 土’mb－3土 器1 埋 土 ’半裁竹管状器具の押しぴきと円形刺突文。

P-33

Ⅳa 底 面 底部に近い，貼付帯の上，下方に調整摸。土 器1

幅が広い横走沈線。縄文は見られない。2 〃 〃 ケ
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’|首|猶 赫|”類|…|側質|出土層位’

番号

出土層位盟さ(9) 材質名 称 分類 色特

P-36

ヘラ状器具の押しぴき。結束第1稲斜行縄文。Ⅲb－3 埋 土土 器1

〃 焼成は良い。縄文原体はLR｡Ⅳa2 〃

F－1

’ Ⅲb－3 胴部がふくらむ器形。土 器1

肥厚帯上に半裁竹管状器具による押しびき。2 字ケ

口唇に半識竹管状器具の押しびき。3 紗 〃

結節のある縄文。4 〃 〃

F－2

’| 』 |土 器｜ Ⅳ｡ ’ ’ ｜ ’Ⅳa土 器1

オ

口縁部に貼付帯。

F－6

’| Ⅱ |士 器| wb l l l lⅣb土 器1 底部付近に横位の擦痕がある。
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表5 包含層出土掲載土器一覧

図4－2 （Ⅲ群b-3類土器）

番号 分類 特グリッド 色 写典番号

図版
37の左上

mb-3 口唇，肥厚帯にへう状器具の押しびき。突起上に刺突。1 D－4－a

図版
37の右上

口唇に刻み目。口縁に円形刺突列，内面に突瘤あり。2 C－5－b 〃

ｃ

ｄ

ｄ

堂

一

・

３

２

４

ひ

Ｂ

Ｌ

Ｆ
Ｔ
ｐ

ａ

ａ

ａ

号

壱

一

１

２

露

Ｂ

Ｂ

Ｆ

図版
37の茂中

3掴の突起を持つ。細い貼付帯の上方は無文帯。
つ
J

〃

図版
37の右中

口唇直下は無文。無文帯の下方に縄線文。LRの斜行縄文。D－1－d4 ”

図版
37の左下

口唇直下と胴部に縄線文。地文はRLの斜行縄文。5 G－3－c 〃

図版
37の右下

薄手で地文は撚糸文。注口土器の可能性有り。6 C－3－c 〃

Ｃ

、

ｄ

一

一

ワ

】

？

］

~
~

Ｆ

Ｆ
図版
38の左_上口唇から垂直に沈線｡口唇,頚部に半裁竹管状器具の押しびき。

ワ
イ

〃

図4－3 （Ⅲ群b-3類．Ⅳa類土器）

図版
38の右上

8 F-2-d Ⅲb－3 小形土器。胴部に半裁竹管状器具の浅い押しぴき｡結節斜行縄文。

図版
38の左中

無文の粗製土器。J－4－d9 ”

ａ

‐

ｄ

~
~

４

４

~
~

Ｃ

Ｃ
図版
38の左中

口唇上，直下に連続短刻線。

底部，貼付帯上に短刻線。地文はRLの斜行縄文。

10 ”

図版
38の左下

H－5－d11 ”

E-2-d，E3-a
C-1-d

図版

38の右下
貼付帯上に半裁竹管状器具の刺突，地文はRLの斜行縄文。12 〃

図版
39の右上

Ⅳa 薄手で斜行縄文のみ。13 D－2－a

図版
39の左上

G－3－c 同上。14 ''

図4－4 （Ⅲ群a類.b－3類土器）

'5 :z:=:",2_d 図版
39の下

Ⅲa 口縁貼付帯間に縄線文。貼付帯上に絡条体圧浪文。

15と同一個体。

貼付帯上に絡条体圧痕文。貼付帯間に,鳴蹄形圧痕文。

貼付帯上方に細線文。貼付帯上に絡条体圧痕文。地文はLR｡

16 "j
･P 〃

C－2－a

C－2－c17 〃

図版
39の下

18 D－1－d 〃

D－2－d 同上。地文はRL｡

同上。

貼付帯上に絡条体圧痕文。

同上。貼付帯問に馬蹄形圧摸文。

肥厚部，貼付帯上に絡条体圧痕文。

孤状に縄線文。

円形の貼付帯上に絡条体圧痕文○その中に孤状の縄線文。

口唇に大き鞍穴あり。口唇から垂下する貼付帯に縄線文。

26と似た胎土。焼成は良し○貼付帯上に縄線文。

19 ” ﾉア

20 E－3－a 〃 ”

21 D－2－d 〃

22 C－1－c 〃 1

図版
39の下

23 D－l－c 〃

24 D－1－d 〃 〃

25 〃 ” 〃

26 D－1－c 〃 〃

27 D－ワーc全
〃 〃

D－1－d 貼付帯上に絡条体圧痕文。地文はRL｡28 〃 〃
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番号 特グリッド 分類 色 写真番号

図版
39の下

J－4－b 貼付帯上に竹笹状器具による刺突。地文はLRの斜行縄文。Ⅲ且29

E－2－b 斜，横の貼付帯上に半裁竹管状器具の刺突。30 〃 ''

貼付帯上に竹管状器具による刺突。31 D-4-a ﾒタ 〃

図版
40の上

B－3－b 口唇直下に爪形文。竹管状器具の円形刺突。mb－332

同上。H-5-d33 〃 〃

E－4－b 同上。34 〃 〃

肥厚帯上にへう状器具による爪形文状の押しびき。D－4－a35 " 〃

貼付帯上に半裁竹筈状器具の押しびき。地文は撚糸文。36 E－3－c 〃

B－3－b 貼付帯下に竹筈状器具の円形刺突，撚糸文。37 〃

苫

H－6－b 口唇の突起上に刺突。前面に貼瘤あり。赤色物質が付蕃。38 ′'

C-4-b 半裁竹管状器具の押しぴき2条あり。39 〃

肥厚帯上にへう状器具の押しぴき。直下に円形刺突｡地文はLR｡D－4－a40 ノノ

図版
40の上肥厚帯上にへう状器具の押しびきと縄線文あり。赤色物質付着。E－5－a41 〃

肥厚帯上にへう状器具の押しぴき。内面は結節斜行縄文。42 E－4－a 〃ﾒノ

肥厚帯上にへう状器具の押しびき。直下に円形刺突。C－4－a43 〃 〃

口唇，肥厚帯上に半裁竹管状器具の押しびき。D－4－a44 〃〃

肥厚帯上にへう状器具の押しぴき。直下に円形刺突。45 F－4－a f′〃

口唇， 口縁にへう状器具の押しびき。G－3－a46 ” 〃

口唇の突起上に刺突あり。口唇直下にへう状器具の押しぴき。D－4－a47 〃〃

口唇．肥厚帯上にへう状器具の押しびき。結束第2種の羽状縄文。48 I－5－c ﾉア”

B－l－b 肥厚帯上にへう状器具の押しびき。49 〃〃

肥厚帯上に半裁竹管状器具の押しびき。結束第2種の斜行縄文。I－4－a50 ”〃

口唇，肥厚帯上にへう状器具の押しびき。結節のある斜行縄文。E－3－a51 ﾉノ〃

図4－5 （Ⅲ群b－3類土器）

図版
40の下へラ状器具で口唇と口縁に押しびき。内面に調整疵。Ⅲb－352 I－6－b

口唇から肥厚帯にかけて半裁竹管状器具で押しびき。C－1－c53 ” ”

胎土に石英粒を含む砂粒と繊維を含む。F－2－a54 ”〃
Z

口唇突起部に刺突, その下に縦の押しびき。C－4－d55 ” 〃

半裁竹管状器具で口唇と口縁に押しぴき。胎土に砂粒を含む。D－2－c56 〃〃

半裁竹管状器具で口唇と肥厚帯と胴部に押しびき。J－4－c57 〃ノ刃

内面研磨｡円形刺突文を起点に斜位に半裁竹管状器具で押しびき。D－4－a58 '′”

貼付帯上に半裁竹管状器具で押しぴき。胎土に砂粒を含む。C－4－a59 〃〃

へラ状器具で押しびき。胎土に小石を含む｡肥厚帯に剥離がある。D－4－b60 'ノ〃
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番号 グリッド 持分類 色 写真番号

図版
40の下

表採 結束斜行縄文。押しびきを施した口緑部は磨耗している。61 mb-3

ヘラ状器具で押しびき。炭化物付着。胎土に砂粒を含む。B－2－d62 〃 ﾉｧ

胎土に繊維を含む。結節斜行縄文。半裁竹管状器具で押しびき。B－l－a63 〃 ”

結節斜行縄文。胎土に砂粒と繊維を含む。B－2－a64 〃 ”

図4－6 （Ⅲ群b－3類土器）

図版
41の上

mb-3 口唇，肥厚帯上に半裁竹管状器具の押しびき。D－3－b65

隆起帯上に半裁竹管状器具の刺突の様な押しびき。E－2－a66 " 〃

同上。67 B－3－a 〃 〃

肥厚帯上に半裁竹瞥状器具の刺突の様な押しびき｡突起上に刺突。C－4－a68 ′〃 ”

オ

口唇，貼付帯上に半裁竹管状器具の剛突の様な押しぴき。E－4－a69 〃 〃

口唇に半裁竹管状器具の刺突の梯な押しびき。結束あり。G－3－d70 〃 ﾉｱ

突起上に刺突。縦横に刺突の様な押しぴき。E－3－d71 〃 ”

口唇，陸起帯に刺突状の様な押しぴき。72 C－4－c が 〃

口唇及び直下に刺突状の様な押しびき。口唇には刻み目がある。H－3－b73 〃 〃

口唇及び直下に押しびき。G－3－c74 " ”

肥厚帯に半裁竹管状器具による刺突の様な押しびき。B－3－a75 〃 〃

H－4－a 口唇及び口縁に半裁竹管状器具による刺突の様な押しぴき。76 〃 ”

同上。B－l－d写ワ
イ』

〃 〃

口唇及び，内面上部に刺突の様な押しびき。D－3－b78 〃 '？

D－2－d 78と同一個体。79 ” 〃

G－3－c 口唇及び，直下に刺突の様な押しびき。80 〃 〃

同上。内面に沈線。81 B－2－d 〃 〃

肥厚帯上にへう状器具の押しびき。結節斜行縄文。C－4－b82 〃

図版
41の上吊り耳。口唇に半裁竹筈状器具による刺突の様な押しぴき。H－3－d83 〃

刺突の様な押しびき。口唇は刻み目， 口縁は沈線文がある。C－4－b84 ′'

口唇及び，直下に刺突の様な押しびき。結節縄文。D－3－c85 〃

口唇直下に刺突の様葱押しびき。86 C－4－c f′

ロ

図版
41の上口唇及び，直下に長い押しびき。貼付帯に刺突の様悲押しびき。87 D－2－c 〃

貼付帯上に半数竹管状器具の押しびき。LRの斜行縄文。D－3－c 〃88 ''

図4－7 （Ⅲ群b－3類土器）

図版
41の下

mb-3 口唇上に突起。繩文原体は表面がLR,内面は不明。C－489

肥厚帯直下に円形刺突。内面に縄文あり。D－2－c90 〃 'ノ

口唇に突起あり。突起上に刺突文。縄文原体はLR｡J－6－b91 〃 〃
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番号一 分類 特グリッ ド 色 写真番号

図版
41の下

Ⅲb－3 口唇に突起あり。口唇上半識竹管状器具による押しびき。J－4－a92

口唇上縄文あり。縄文原体LR, RLの結束羽状縄文。93 D－2－c ” 閥'

口唇上半裁竹管状器具による押しびき。胎土に砂粒を多く含む。J－3－a94 〃 〃

口唇上は平坦で縄文の施文あり。縄文原体はLR｡F－4－a95 〃 〃

口縁部円形刺突文の下方に結節斜行縄文あり。焼成は粗。H－6－d96 ” ”

口縁部は波状。器面に結束斜行縄文あり。D－3－c97 〃 盛'

肥厚帯上RLの縄文，下方に無文帯。内面縄文あり。98 D－2－d 〃 〃

口縁部に結節斜行縄文。胎土の色は赤味がかっている。F－3－a99 〃 〃

口響に半裁竹管状器具による押しぴき。縄文原体はLRoI－5－a1帥 ” 〃

「

口唇に縄文あり。内面は黒色を呈する。縄文原体はLR｡B－3－a101 〃 〃

口唇に半裁竹管状器具による押しびき。口縁部貼付帯上LR｡102

103

1“

D－4－a ” ”

口唇Iこ突起，肥厚帯上に突起あり。表面に赤色物質付着。B－1－d 〃 〃

口唇は平坦。口縁部に押しぴき。縄文原体はLR｡J－4－a ” ”

胎土に小石を含む。縄文原体はLR｡C－4－a105 〃 〃

口縁に半裁竹管状器具による刺突のような押しびき。106 J－4－a 〃 〃

口唇は平坦で半裁竹管状器具による2条の短刻線縄文原体はLR｡F－4－a107 〃 〃

口唇に半裁竹管状器具による押しびき。口縁にも押しぴきがある。D－4－b108 ” ”

表採 口唇にもLRの斜行縄文。109 ” 〃

口唇， 口縁部に半哉竹管状器具による押しびき。突瘤文あり。J－4－a110 〃 ”

図4－8 （Ⅲ群b－3類土器）

口唇は平坦で無文である。E－3－d mb－3111

表面炭化物付巷，全体に黒ずんでいる。112 C－4－a ′〃

口唇と口縁部に突起あり。胎土に石粒を含む。113 C－3－a ノノ

口唇と口縁部に突起あり。口唇部の突起に刺突文。F-4－日114 〃

口唇と口縁部に突起あり。口唇に刺突文あり。G－3－c115 〃

肥厚帯が顕著。口唇部突起に刺突文あり。H－4－b116 ”

肥厚帯が顕著。内面に赤色物質付箸。D－4－a117 〃

日

外反が著しい。無節の結節斜行縄文。C－2－b118 〃〃
■~P

口唇と口縁部に突起，内面にも刺突文あり。C－1－b119 〃

内面に斜行縄文。口唇は無文。麦面やや炭化物付着。J－3－d120 〃

表面全体に炭化物付蒲。波状口縁で短刻線状の文様あり。121 H－4－c ”

図版
42の上口唇の突起に刺突文。口縁部に刻線あり。122 D－2－c '7

貼付帯上に短刻線があり，上方に円形刺突文。123 D－1－c 〃〃
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番号 グリッ ド 分類 待 写真番号色

図版C－l－d 123と同一個体。124 Ⅲb－3
42の上

口唇， 口縁部に突起あり。内面は研磨されている。H－5－b125 〃 ﾉア

内面剥離。短刻線状の押しぴきあり。126 A－1－c ” ”

外面内面とも, LRの結節斜行縄文が施文されている。F－3－d127 ′' ﾉｱ

口唇は角張っている。短刻線状の押しびきあり。128 D－4－a 〃 〃

貼付帯上に短刻線状の押しぴき。口唇は平坦で角張っている。129 I－4－c ” ﾉノ

肥厚帯上に短刻線状の押しぴき。F－4－a130 ” ノア

肥厚帯上に短刻線状の押しぴき。口唇部は無文で薄い。131 G－3-b 〃 ﾉア

肥厚帯上に洩い沈線3列。縄文原体はLR｡C－4－b132 〃 〃

白

内面は研磨されている。口唇部は縄文を施し角張っている。B－1－c133 〃 ”

内面は研磨されている。沈線が継横に走っている。B－l－b134 fJ /刃

図4－9 （Ⅲ群b－3類土器）

図版
42の下

Ⅲb－3 口唇に半裁竹管状器具の押しびき， 口縁に竹管状器具の刺突。

同上。

C－4－a135

136 E－2－a ” 〃

竹管状器具の円形刺突。内面にわずかに突瘤。B－3－b137 〃 〃

同上。

竹管状器具による密な円形刺突列。

138 G－3－d ” 〃

139 D－2－b ” 〃

肥厚帯上に半裁竹管状器具の押しびき,突起上の口縁に円形刺突。C-4-b140 〃 〃

口唇， 口縁に半裁竹管状器具の押しびき。D－3－b141 〃 ''

口唇直下に沈線Ⅲ円形刺突，内面に突瘤。E－2－a142 〃 ﾉノ

142と同一個体。143 ”'' "

142, 143と同一個体。144 ”〃

図賑
42の下

胴部に円形刺突。

口縁部と胴部の鶴の貼付帯上に円形刺突列。

145 D－2－d
〃

146 I－5－c
”

〃

擬の貼付帯に円形刺突列。

薄手。口縁部に円形刺突列。

H－6－c
〃

147 〃

〃

H-6-b148 〃

口唇直下に2列の円形刺突列。内面に沈線あり。
〃

149 C－2－c 〃
ロ

ノア

胴部，縦．横に2列の刺突列。D－2－c150 ''

”

胴部。横に3列の刺突列。151 F－2－c 〃

〃

口唇直下に竹管状器具の刺突列。G－2－d152 ”

〃

口唇直下に竹管状器具による浅い刺突列。

隆起帯に刺突列。

G－3－a153 〃

ノノ

C－2－a154 〃

〃

同上。155 B－2－b "
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番号 グリッ ト 分類 特 写典番号色

図版
42の下

Ⅲb－3 無文帯下に刺突列。156 B－4－a

口唇上，直下に刺突列。157 H－4－c ” 〃

B－3－b 口唇直下の無文帯の中に刺突列，陸起帯下にも刺突列あり。158 〃 〃

158と同一個体。159 D－2－c 〃 〃

C－4－b1" 同上。” ”

同上。161 D-2-c 〃 〃

口唇に半裁竹筈状器具の押しぴき。赤色物質付着。162 E－2－a 〃 ”

B－3－b 内反。LRLの槙節縄文。

結節斜行縄文。左端に円形刺突文あり。

地文は結節斜行縄文。

5個の刺突が1ヶ所に横に配列されている。

163 〃 ”

C－2－d164 ” 〃

F

G－2－d165 〃 J〃

D－4－b166 〃 '〃

I－6－b167 口唇に刺突あり。

同上。

同上。

〃 〃

I－6－b168 〃 ”

169 H－4－c 〃 〃

図4－10 （Ⅲ群b－3類土器）

図版
43の上

B-2-b 突起状に縄線文。

薄手で口唇直下に縄線文。

胴部近くに縄線文。

薄手で口唇直下に縄線文が2列。

胴部。無文帯の下方に縄線文。

170 Ⅲb－3

D－l－d171 ” 〃

D－3－b172 〃 〃

C－4－d173 ''
〃

174 B－2－c 〃 ”

口唇に縄文。口唇直下に縄線文が2列。175 J-4-a 〃 ”

口唇直下に3列の縄線文。

口唇直下に繩線文が2列。

176 E－2－a ” 〃

177 E－2－a 〃 〃

G－3－a 口唇直下に繩線文。

胴部に縄線文。

口唇直下に2本の縄線文。

178 ﾉグ 〃

179 D－4－a 〃 〃

D－1-d180 '′ 〃

181 D－2－c 縦横に縄線文。〃 〃
？

C－3－b182 胴部に縄線文。” ”

口唇直下に縄線文。B－1－且183 〃 ”

横，斜めに繩線文。F－3－c184 〃 ”

同上。185 D－3－a ” ”

口唇直下の無文帯中に縄線文が2列。186 F－2－c 〃 〃

187 F－2－c 〃 同上。 が
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番号 分類 特グリッ ド 写真番号色

図版
43の上

Ⅲb－3 無文帯下に縄線文が2列。外反する口縁。F－2－c188

胴部。無文帯下に縄線文。厚手。B-1-a189 〃 〃

口唇下の無文帯下に縄線文。D－3－a190 ” 〃

H－2－d 口唇から斜めに下がる貼付帯上に縄線文。191 ” 〃

繩線文の下に半栽竹管状器具による刺突のような押しびき。F－2－c192 ” ﾉノ

B－1－b 口縁の貼付帯上に縄線文。貼付帯上に浅い竹管状の円形刺突。193 〃 /'

貼付帯上に縄線文。貼付帯間に縄端によるとみられる刺突。E－2－al製 〃 ”

D－l－d 194と同一個体。195 〃′〃

D－2－b 同~上。196 〃〃

図版

43の下同上。E－2－a197 ”

貼付帯上に2本の縄線文。上方の縄線文の途中から押しぴき。C－l－d198 ””

B－l－b 胴部の貼付帯上に縄線文。199 〃〃

貼付帯上に繩線文。貼付帯間は無文。薄手。C－4－a2“ 〃 ”

同上。D－1－c201 ”〃

貼付帯上に縄線文。貼付帯直下に沈線。B－l－a202 〃〃

口縁の貼付帯下方の無文帯の上端と下端に縄線文。D－4－d203 〃〃

図4－11 （Ⅲ群b－3類土器）

図版
44の~上赤色物質付着。口唇は無文で平坦。短刻線あり。mb－32“ D－3－a

204と同一個体。E－3－a205 〃''

口唇は平坦で丸みあり。口縁部に短刻線2列あり,縄文原体RL。F－4－a206
〃ﾉア

D－4－d 口唇は平坦で角張っている。口縁部に短刻線。縄文原体RLo207
f'〃

C－3－d 口唇は無文で平坦。口縁部に短刻線。縄文原体LR｡208
ノr〃

口唇に短刻線。短刻線を縦横に施文。焼成良好。F－2－a209
〃〃

C－1－d 口唇は平坦。短刻線が2列。羽状縄文。210
”〃

表面炭化物付着。胴部に短刻線2列。焼成良好。C－4－b211
〃〃

隆起帯上に短刻線あり。口唇部は平坦。D－3－a212
J'〃

口唇部は平坦で角張る。口唇部貼付帯LR, RLの結束羽状。G-2－d213 〃

U

内面剥落。縄文原体RL, LRの羽状縄文。E－3－a214
”〃

口唇は縄文を施し角張っている。短刻線あり。縄文原体はRLo

石英粒を含む。沈線に似る短刻線あり。縄文原体はLR｡

F－2－a215
””

G－3－d216 〃

胎土に砂粒が多い。拠文原体LRoE－3－a217
〃〃

内面研磨。繩文原体はRLo短刻線あり。F－4－a218
ﾉア′'

内面研磨。口唇は縄文を施し角張っている。焼成良好。J－3－c219 〃
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番号 分類 特

表面は磨耗。口唇部は角張っている。

写真番号グリッ ド 色

mb－3F－3－a220

羽状縄文上に短刻線と綴位のへラ状器具による短刻線あり。F－2－a221 〃

内面磨耗。へラ状器具による細い短刻線2列を縦横に施文。222 F－2－a ／’

内面研磨。細い短刻線あり。223 F－2－a 〃

図版
44の上

D－2－b 口唇は角張っている。半識竹管状器具による短刻線あり。224 〃

縦位の短刻線は1列と2列の個所あり。羽状縄文，短刻線あり。225 D－2－c 〃 〃

表面突起上に竹管状器具による刺突。彫りの深い短刻線あり。G－3－c226 〃 〃

内面剥落。口唇の角は内面角張っているが，表面丸みあり。227 I－5－a ”

図願
44の上口唇は縄文を施し外に張り出している。貼付帯上に短刻線。G－3－c228 〃

I－5－d 貼付帯上に彫りの深い短刻線。表面に石粒が見られる。229 〃 〃

E－2－d 焼成良好。石英の粒が見られる。230 〃 〃

縄文が羽状の個所に短刻線あり。F－3－a231 〃

図版
44の上

H－2－d 貼付帯上に短刻線が縦横にあり。繩文原体はRL｡232 ”

口唇部は薄くなっている。表面に炭化物付着。233 F－3－a 〃

図版
“の上

H－3－d 貼付帯上に太い短刻線あり。234 〃

口縁部は内傾する。口唇は平坦で角張る。貼付帯上に短刻線。B－2－a235 〃 ”

焼成良好。繩文原体はLR。短刻線あり。C－4－a236 〃 〃

C－3－b 石英の粒あり。焼成良好。縄文原体はLR･貼付帯上に短刻線。237 ”

C－3－b 石英の粒あり。縄文が羽状の個所に短刻線縄文原体RI_"LR｡238 〃

縄文原体はLRo短刻線は縄端によって施文。B－3－b239 〃

239と同一個体。B－3－b240 メタ

239, 24(〕と同一個体。B－3－b241 〃

図4－12 （Ⅲ群b－3類土器）

図版
“の下

mb-3 口唇直下と胴部の隆起帯上に短刻線。242 E－2－c

G－3－b 貼付帯上に短刻線。243 ノ刃 ”

F-2-d 横，斜めの貼付帯上に短刻線。244 ” 〃

貼付帯上に短刻線。貼付帯下方に無文部あり。245 F-3-a 〃 〃I

D－3－b 縦の貼付帯に短刻線。薄手で焼成良好。内面は黒色。246 〃

E－2－d 肥厚帯上に竹管状器具による刺突のような2列の短刻線。247 ”

図版
44の下肥厚帯上に半裁竹管状器具による短刻線。D－4－a248 ”

同上。E－4－a249 ”

図版
“の下

C－4－b 同上。250 〃

貼付帯上に短刻線。貼付帯間の縄文はLR｡C－2－c251 ” 〃
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番号 グリッド 分類 特 写真番号色

図版
“の下

mb-3 貼付帯上に短刻線。貼付帯の下方は無文帯。252 B－2－H

断面三角形の貼付帯上に短刻線。D-3-a253 " ”

貼付帯上に短刻線。F－3－c254 f' 〃

同上。255 C－3－c 〃

貼付帯上に短刻線。貼付帯下方にも短刻線。施文原体は縄端。F－4－a256 ”

F－3－d 貼付帯に短刻線。貼付帯直下に沈線あり。257 〃

図版
“の下補修孔あり．貼付帯直上に枕線状の凹帯あり。258 D－4－a 〃

D－3－d 口唇上に縄文。その直下に凹帯，短刻線あり。259 〃 ”

F－2－d 貼付帯上に短刻線。綴に半哉竹管状器具による押しびき。260 〃 ”

貼付帯上に短刻線。貼付帯下方は無文帯。261 B－2－a " 〃

J－4－d 貼付帯上に短刻線。貼付帯上の上下方は縄文が摩耗。262 〃 ”

薄手。内面を研磨。薄い貼付帯上に短刻線。263 F－4－a 〃 〃

貼付帯上に刺突の棟な短刻線。色調は赤褐色。H－6－a264 ” ”

D-2-b 貼付帯上に竹管状器具による刺突列。265 〃 〃

C－l－d 貼付帯上に縄端による短刻線。縄文原体はLR｡266 ノノ

図版
“の下貼付帯上と蝋に短刻線。端のものは意図的な施文では憩い？C－3－c267 〃

凸

底部。貼付帯上に短刻線。貼付帯下面に調整痕あり。D－5－a268 〃 J〃

B－3－b 底部。縦横の貼付帯上に短刻線。色調は赤い。269 ” ”

薄手。沈線。I－4－a270 〃 〃

270と同一個体。沈線はS字状を描く。I－4－a271 〃 ”

曲線状の沈線をもつ。沈線の間の無文部は磨り消しによる。E－2－a272 ” 〃

図4－13 （Ⅳ群a類土器）

図版
45の上貼付帯上縄文原体RLの斜行縄文。地文に撚糸文。Ⅳa273 B－1－a

口響に貼付帯。下方に無文帯。縄線文，繩文がある。B－l－a274 ﾒタ 〃

貼付帯上縄文原体RLの縄線文。内面研磨。B－3－c275 〃 〃

貼付帯上縄文原体RLの縄線文。胎土に小石を含む。276 D－2－a ” "

D－2－d 貼付帯上縄文原体RLの縄線文。口唇は角張り平坦○277 〃′ノ
名

口唇は平坦で内面は研磨。貼付帯上縄文原体LRの縄線文。C－2－c278 ”

口唇は平坦。 2本の貼付帯間はきわめて狭い。279 D－3－c ”

図版
45の上貼付帯の上方は角張り下方は調整痕がある。胎土に砂粒を含む。B－1－a280 〃

横の貼付帯上に縦の貼付帯が重なる。胎土に砂粒を含む。E－3－a281 〃 〃

E－2－d 口唇上に突起あり。表面の無文帯に調整痕。282 ”

図版
45の上

C－1－d 横の貼付帯に縦の貼付帯を重ねた後，縄文を施文。283 ”
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番号 グリッド 分類 特 色 写真番号

図版
45の上

C－4－b 胎土に砂粒を含む。焼成不良。縦の貼付帯間に調整による無文部。

貼付帯上と生地面で縄文の施文方向が異なる。

284 Ⅳa

285 B－3－a 〃 ﾉア

286 D－2－a 285と同一個体。〃

図版
45の上胎土に小石を含み薄手。表面に炭化物付着。LRの縄文。287 D－1－c 〃

胎土に砂粒を含み貼付帯上方は磨り消した調整損。288 D－2－c "

胎土に砂粒を含み貼付帯上方は磨り消した無文帯｡磨耗が著しい。289 D－1－c ”

図版
45の上底部付近。胎土に砂粒を含み3本の貼付帯間に磨り消した調整痕。D－2－a290 〃

赤色物質付着。横の貼付帯上に縦の貼付帯を付けている。

縦の貼付帯は内面にも及んで貼付されている｡口唇上に縄文あり。

E－3－a291 ﾉノ 〃

E－2－d292 〃 〃

I

胎土に石英粒の混った砂粒を含む。繕横の貼付帯あり。293 D－1－c ”

D－2－b 輪種みの痕が明瞭である。胎土に砂粒を含む。294 〃

図版
45の上口唇直下の貼付帯は太く頚部のものは細い。295 D－l－c 〃

C－1－d 胎土に小石を含み厚手。口縁は外反する。縄文原体はLR｡296 〃 ”

C－1－d 胎土に小石を含む。口唇と貼付帯下端に調整痕。297 〃 ”

RLの縄文を回転方向を変えて施文。口唇は角張り平坦。298 D-1-c ”

図版
45の上口唇直下の貼付帯断面は平坦で頚部のものは三角形。299 C－3－a ”

『

口唇直下の貼付帯断面は三角形。頚部のものは平坦。D－1－c300 〃 〃

G－3－b 貼付帯の貼付に際し調整をしていない。301 〃

図版
45の上貼付帯上で縄文の斜行方向が変化する。E－2－a302 ”

貼付文上に刻みあり。口唇は角張り平坦で内面と共に研磨。J－6－a303 〃

G－3－b 貼付文。胎土に石英粒の混った砂粒を含む。 303と同一個体。3“ 〃

図4－14 （Ⅳ群a類土器）

図版
45の下胎土に小石を含み焼成良好。LR, RLの2種の縄文施文。305 D－5－c Ⅳa

胎土に小石を含む。肥厚帯下端に磨消帯あり。E－2－c3“ ”

胎土に砂粒を含む。 LRの縄文。307 B－ウーa= 〃

図版
45の下

E－4－b 胎土に砂粒を含む。横の貼付帯下から縦の貼付帯が垂下する。308 ”

口唇上の調整は粗雑。309 B－1－a J〃
I

図版
45の下貼付帯上端にナデのような調整痕あり。内面研磨。310 A－l－c '〃

C－4－b 貼付帯の上下方は調整してあるが，生地面との間に飽裂がある。311 参”

D－3－d 貼付帯下半分とその下方に磨消帯。312 ﾉノ

図版
45の下口唇は角張り平坦。貼付帯と生地面との境なく縄文施文。313 E－2－c ”

薄く焼成良好。口唇は角張り平坦。314 B－l－c ” ′'

胎土に砂粒を含む。貼付帯は浪跡程度残っている。315 E－3－a " ”
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分類 持 写興番号番号 グリッ ド 色

図版
45の下薄い貼付帯である。Ⅳa316 E－3－a

B－2－d 胎土に砂粒を含む。磨耗力藩しい。317 〃

D－3－d 内面に爪形の圧痕あり。縄文原体はLR。318 〃

313と同一個体。E－2－c319 ”

胎土に小石壁含む。焼成良好。口唇は角張り平坦。縄文原体LR｡320 C－4－a 〃

胎土に石英粒の混った砂粒を含む。口唇面は内傾する。C－4－a321 〃

胎土に小石を含む。内面研磨。H-3-c322 〃

図版
45の下胎土に小石を含む。口唇は平坦。表面に炭化物付着。G－3－c323 〃

C－3－d 縄文原体RLの縄文を，貼付帯と生地面に一度に施文。324 〃

1

胎土に砂粒を含む。貼付帯下半分は磨り消し。B－1－a325 ′ノ

胎土に小石を含み薄手。縄文原体はLR｡C－5－a326 ”

貼付帯とその下方に無節Lの縄文。内面に擦痕状の調整痕あり。327 D－4－a 〃

口縁の貼付帯は2本の粘土紐からつくられている。328 D－3－a 〃

図版
45の下貼付帯は薄く，中央がくぼむ。内面は研磨し炭化物付着。D－l－a329 ”

胎土に砂粒を含む。薄い貼付帯の下方は調整されている。330 D－1－＆ ””

B-1-b 口唇は角張り平坦で研磨されている。薄く痕跡程鹿の貼付帯。331 〃 〃

Q

薄い貼付幣。口唇は平坦。内面は研磨し一部剥落している。I－5－a332 〃〃

薄い貼付帯の薄手土器。貼付帯下は無文。E－3－a333 〃〃

薄い貼付帯。胎土に砂粒を含み内面研磨。口唇は平坦。334 B－1－a 〃〃

D－3－d 薄い貼付帯。生地面は無文。胎土に砂粒を含む。 RLの縄文。
r､〆9F

･･･
""
･P

前方に突出する貼付帯。内面はへう状器具で横位に整形。336 B－l－a 〃

胎土に砂粒を含む。内面は黒褐色。薄い貼付帯。337 B-1-a 〃

図4－15 （Ⅳ群a類土器）
図版
46の上E－2－d 粘土紐を孤状に貼付。孤状の沈線，磨消帯あり。Ⅳa338

J－4－b 同上。339 ”

図版
46の上J－4－b 339と同一個体。340 ′'

E－2－d 338と同一個体。341 ノノ 4

薄手で口唇直下から縦，斜めに沈線。口唇は丸い。D-3-a342 〃

図版
46の上無文地に細い沈線。G－2－c343 ”

曲線状の沈線。地文はLRの斜行縄文。胎土は砂粒が多い。B－2－a344 'r〃

無文地に孤状沈線。内面は横位の研磨。E－2－a345 〃〃

B－l－d 胴部。曲線の沈線，地文はLRの斜行縄文。346 〃〃

縄文地を沈線で囲み．他は磨り消している。347 E－3－a ”〃
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番号 グ’ノ ッ ト 分類 侍 写真番号色

D－1－d 胴部。曲線の沈線をもつ。RLの縄文。Ⅳa348

D－3－b 同上。349 〃

E－3－b 同上。350 〃

C-1-d 同上。

348と同一個体。

351 ”

D－1－d352 〃

胴部。曲線上の沈線をもつ。353 D－3－a JF

D－1－d 348, 352と同一個体。354 ”

E－2－d 砂粒多し。LRの縄文。

胴部。曲線の沈線が2本みられる。

同上。曲線の沈線がある。

同上。

355 ”

356 E－2－a 〃

B

357 B－2－a 〃

F－2－a358 ”

E－2－d 同上。

同上。曲線の沈線がある。

359 ”

図版
46の上

F－2－d360 〃

F－3－b 同上。磨消帯がある。

同上。

同上。口頚部付近の破片である。

361 〃 〃

D－2－d362 〃

図版
46の上

B－2－b363 〃

0

F－3－b 同上。364 〃 ”

E-2-b 胴部。曲線の沈線。365 ﾒノ

同上。366 B－2－a 〃

図版
46の上

薄手。波状口縁で外反する。

胴部。曲線の沈線。

367 G－3－c 〃

G－3－a368 ” 〃

同上。369 D－3－a ”

B－1－d 同上。370 〃

図版
46の上

E－3－b 口縁部。内面は研磨されている。371 ”

C－2－d 口縁部。蛇行する沈線。372 品' 〃

C－4－b 口縁部。蛇行する沈線。373 ” ”

372と同一個体。374 D－1－c " 〃
F

胴部。蛇行する沈線。C－3－c375 〃 〃

図4－16 （Ⅳ群b類土器， その他の資料）

図版
46の下

波状口縁。表面に沈線とLRの縄文。内面に隆起線。J－3－c Ⅳb376

D－l－d 口唇部は平坦。焼成良好。沈線。LRの縄文原体で羽状縄文構成。377 ﾉノ 〃

E－1－d 沈線の下部に横位の調整痕。内面は炭化物付着。378 '' ”

内面は研磨．縄文原体はLR｡379 G－3－c 〃 ”
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’番号 グリッド 分類 特

棒状器具による横走沈線。内面は研磨。

色 写真番号

図版
46の下

J－3－d Ⅳb380

沈線は浅い。焼成が粗。381 E－2－a 〃 〃

I－3－b 口縁部は外反。内面は研磨。 LRの縄文。382 〃 〃

縄文原体LR･内面は研曙。焼成良好。 382と同一個体。383 J－3－c 〃 〃

焼成良好。無文帯はへう状器具の研磨によって光沢をもつ。G－3－c384 〃 〃

口唇部は平坦。RLの縄文と沈線。A－1－c385 ” 〃

口響部は平坦。沈線浅い。内面に横位の擦痕あり。386 D－2－c ” 〃

E－1－d 口縁部に突起あり。内外面ともよく研磨されている。387 〃 〃

沈線は太く，内外面とも良く研磨されている。LRの縄文。I－4－a388 〃 〃

B－3－b 沈線は浅く，横走している。389 〃 ”

口唇部は平坦。口縁部， 内面はよく研磨されている。B－3－a390 〃 ”

B－3－b 390と同一個体。391 〃 〃

B-2-b 波状口縁で内反する。内外面とも良く研磨されている。392 ” 〃

B－3－b 深鉢の頚部付近。縄文原体はLR･内面は横位の調整。393 ” ''

F－2－a 胎土に砂粒を多く含む。焼成は粗。394 〃 〃

F－2－b 口縁部内反， 口縁部に2条の浅い沈線を施す。Lの無節縄文。395 〃〃

匂

G－2－d 395と同一個体。396 〃 Jノ

F－2－a 横走沈線あり。397 ノノ 〃

I－4－b 貼付帯の両脇にそって刺突文。縄文原体はLR｡Ⅳc398 ”

I－4－b 398と同一個体。399 ” ”

I－4－b 貼付帯の両端に刺突文。三叉文あり。39a399と同一個体。400 〃 ”

G－2－c 吊り耳。突起をもつ。LRの斜行縄文。V？401

H－4－a 吊り耳。薄手の土器。402 〃

C－4－c 吊り耳。LRの斜行縄文。403 ”

H－3－d 同上。404 〃

F－2－c 吊り耳。小形土器。北筒式土器に相当する。Ⅲb－3405

E－2－d 吊り耳。薄手の土器。V？406 E

C－3－b 同上。 406と同一個体。407 〃

長い吊り耳をもつ。A－l－c408 〃

C－3－b 突起に対して水平方向に簡通孔を穿っている。409 ノア

E－2－d 横走沈線。RLの斜行縄文。恵山式土器に相当する。Ⅵ410

図版
47の上

D-3-b Ⅲb－3？ 底部。内側に突起をもつ。411

底部の立ち上がりに半裁竹管状器具による押しびき。D－2－b ？412 〃
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番号 分類グリッ ド 特 色 写真番号

図版
47の上

C－5－b 地文はRLの斜行縄文。黄通孔あり。

底部の喪に網代摸あり。

同上。

同上。

同上。

葉脈の痕跡あり。

413 ？

414 C-1-a ？ ′'

H－4－b415 ？ 〃

416 D－2－c
｡
~r 〃

417 D-1-c ？ ”

C－l－d418 ？ 〃

訂

ﾛ

5
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表6 包含層出土掲載石器一覧

写典

誰号

写真

番号
名 称 材 質番号 分類 グ リ ~ソ ド 璽さ職 番号 名 称 遁さ(9) 材 間分類 グ リ ，ﾉ ド

図腰

47の下

図阻

47の下
魅

了

恒 黒曜石 (2.3IA2a D－2－a 石 麟 頁岩1 1．2 28 IA5 D－3－c

I－4－bIA3 黒曜石0,7 29 C－4－c２ 1，4〃 ” ” ノゾ 〃

I－3-bD－2－a 0.6３ 30 1．3ﾉｸ 〃 〃 〃 〃 〃 〃

頁岩C－4－c 0．5 C－3－c4 31 1.5〃 〃ﾉｱ ” 〃 ”

I－6－b D－2－b 黒眼石0.4 32 1.65 ” 〃 ” ” 〃 ”

図服

47の下
､－2－． (O"3 E－2－d

rJ，、

“6 2．0〃 〃 〃 〃 〃 〃ノ’

頁岩 D－2－b、－3－日 0．4 乳 2．17 〃 〃 〃 〃 〃 rF ”

G－2－d G－2－d1.0 35 1.38 〃 方 f夕 『す 〃 〃 Jr 〃

(2.5）C－4－c 1．6 B－l－a9 蹄 〃〃 〃〃 〃 f〃 〃

図版

4帥上
黒曜石IA4 B－2－a 1．3 37 E－2－a 1,310 〃 ” 〃 ”

図殿

47の下
頁岩 頁岩J－4－cJ－3－c 0．5 認 0-911 〃 JF ” ”

図版

47の下
黒曜石 1－4－．C－4－c 2.0 39 3.212 4〃 〃 〃 〃fJ

、－1－．E－3－a 1,1 3.213 40〃 〃 〃 〃 〃 ノ〃』』

頁岩 J－3－d 黒曜石C－4－c 2.7 41 2.014 〃 〃 〃ノタ

‘圃腰

47の下
凰蠅石1.2 (2.7）F－2－c 42 D－3－a15 ” 『す ” 〃 〃

B－2－a l･6 43 D－3－a 3.116
〃 〃 〃 〃 〃 〃〃

図願

47の下
E－2－d (0.31.5 44 D－4－a17 〃 〃 応 〃 ” 〃 ”

G－3－a 0,8 J－6－a 0.518 45〃 〃 ” ” 〃が

図殿

47の下
E－2－d I－3－b 頁岩0.6 46 1,019 〃 〃 〃 〃〃

E－2－d 1－3－． 黒曜石1．4 47 0.620 〃 〃 〃 〃 〃

図悶

47の下

眼

釧

阿
凶
】
７
Ｊ

４ E－4－dD－3－a 2,421 48 0.5〃” J‘ が 〃 ”

4

G－2－d (1.3G－3－c 1,0 49ヂフ
昔些

〃 〃 " 〃 〃 〃 〃

C－4－b D－4－b23 0審6 〃 別 1,6〃 ” け 〃 〃 ”

C－5－b (1.6) 頁岩IA5 B－2－a51 1.424 ” ” ” JF ”

J－3－a 1.8 52 G－3－c 1．525 〃 〃 〃 〃 ” 〃Jf

J－3－d 黒曜石 (1.9）1，0 53 E－2－a26 〃 〃 〃 〃 ” 〃

頁岩 表 採 (1､9)J－4－a 1,5 5427 が 〃 〃 〃 〃'〃
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写奥

番号

写真

番号
器号 亜さ(9) 材 質名 称 分頚 グ リ ツ ド材質番号 名 称 分頚 盟さ(9)

2，3

グ リ ツ ド

図版

4籾)上
黙H石黒曜石 植 先

匹声

蟻恒 IB2IA5 B－2－8 84 H－4－a 4.855

ド

服
一
図
師４C-4-b B－2－b (7.8）85 IBl艶 1．5 〃 〃 ”〃 〃

C－3－bI－4-d 0.8 稲 77
1甲』57 〃 ”〃 〃 〃 ””

B-3-b (1.3) 87 B－2－c 1．9記 〃 〃 ” ”f夕 〃

図服

48の下
(1.3 G－3－c 1.159 B－2－c 88 〃〃 〃 』す 〃 〃

(4.ヨD－2－a釦 C－4－c 1.4 89 が 〃〃 〃 JJ 〃”~

D－4－a 2.761 D－3－a 1.7 帥 が〃 ” ” 〃 〃

図版

4師下
I-5-b 頁岩C－3－b 24.72,6 9162 ” ” rl 〃〃

鼻

図阪

48の上
E－2－d 黒昭石F－3－b IB2 8.51.1 92間 〃 "〃 j〃

図版

48の下
C－4－b F-2-b 頁増頁岩 6.964 IA9 2.5 93〃 Jｳ~~ 〃

図版

4秘上

図駈
4帥上

1－5－．、－2-d 0.9 6.365 94” 〃 〃 〃〃 〃

開眼石C-4-b (0.9） 黒曜石 E－2－a 10．5鮎 弱 ”が ﾒサ "”

~

(0.4) D-3-bC－2－b 蝿 4.267 〃 〃 〃 ”JF 〃

図屈

4馴)上
E-3-d 頁岩 D－l－a 3,01 ,0 9768 〃〃 〃 〃ﾉｱ

■

(0.3 黒曜石 H－5－b 頁岩C－4－a 98 6.069 〃 〃 〃〃 〃

(9.4） 黒昭石、－2－． I－5－c0,5 9970 ”〃 〃 ” f〃 〃

図暇

4”上
頁岩(0.3B－l－a I－5－a 10.9l帥71 〃 ”” ” f7 〃

図版

4帥下
､－3－．(2.6） 鼎蝦石

頁岩

B－1－日 101 17，472 〃 〃 〃〃 〃 〃

G－3－c B－2－c 釦,83．4 10273
〃〃〃 〃 〃 〃

(3‘5） 黒IM石欠 番 C－4－a10374 〃 〃

図服

4籾)上
頁岩黒附石棺 先 I－3－a 銘,0IBl G－3－c 10475 11.7 〃 〃

図阻

4帥下
E-2-bA－1－b 釦.976 8，9 105 〃”” ” ” ノア 〃

E－4－c 例,2D－4－a 9，6 1帖祠
。』

〃〃 〃〃 ” ’〃 〃〃

(17.2)C－2－日E－2－a 15,0 10778 〃 J〃〃 〃 〃 〃〃 〃

号

黒咄石D-4-b IB9 I－5－c 1,89．6 10879
ノア〃 〃 〃〃 ”

図願

4”上
頁岩1-4-d 石 錐 EAl C－2－a 6,78，5 l的帥 "”J7 ”

E－2－d 鼎朏石3．0 2.0E－4－c 11081
J刀”〃 ” ” ﾉア”

D－2－d (2,9）D－4－b 頁岩5,6 111塊
〃〃 〃fl 〃〃 JF

頁岩黒IM石 112 9.8I－6－a C－4－cIB2 10．0騨
〃〃 〃Jf
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写真

番号

☆
央
口
万

壱
号
エ
歯

番号 名 輔 分類 グリ ，ン ド mさ(8) 材 質 番号 名 沸 分類 グ リ ッ ド 薗さ(9) 材 質

図版

4”上
石 誰 I－3－b113 UA3 頁岩12.4 142 つまみ付きﾅｲﾌ D-2-b 黒眼石mA9 6．4

図暇

4”下
114 黒曜石C－4－a 24‘6 143 1－4－．スクレイパー 10,0

” fす
” 〃

図腹

4”上
115 F－2－a 144 I-5-b9．4 mB1 2，5

ノ〃 〃 〃 〃

図服

4”下
C-2-b (3.2116 145 F－4－a 11.5

2J 〃 ” 〃 〃 〃 〃

J-3-d (3.4）117 UA2 頁岩 146 J-4-b 11.2
” 〃 〃 〃 ” 岸

B-2-dUA9 黒曜石118 1，4 147 H-6-b 頁岩5』
〃 〃 が ”

図版

4”上
C-3-d119 1,1 148 黒曜石I－4－c 4，7

〃 〃 〃 〃 〃 〃

HA1 頁岩120 F－2－a 1.2 (16.8） 頁岩149 H－3－c〃 〃 ”

図屈

4”上

図腰

4”上
黒曜石121 D－3－c 3.6 1別 37.0J－4－a

ケ 〃 〃 ” 〃

C-4-b 頁岩l配 4.6 15】 、－4－日 11，3
〃 〃 〃 〃 〃 〃

図版

4”下
E-1-dUA9 黒曜石l魂 H－5－b1,4 152 mB2 黒昭石12，6

〃 〃

E-2-d 18.0124 153 D－4－a 8，4
” JF 〃 ” ” ”

図服

4”上

図版

4”下
つまみ付きﾅｲﾌ mAl B－2－b1鱒 頁岩麓‘3 D-4-d154 10.0〃 JF 〃

UA2 (8,@126 F－4－a 155 1－5－＆〃

師〕.(）
〃 〃 〃 〃 JP が

I

127 H－4－c 1-4-d理.5 頁岩l開 19，3
〃 〃 ” 〃 〃〃

1配 E－2－a J-4-d18,6 黒眠石157 3.8
” ” ” ” 〃

図股

4”上

図版

4”下
mA3 黒曜石129 I－4－c J－4－d4･5 IB9l閉 9.3

〃 〃 ”

130 E－3－c 5.9 J－3－d159〃
9.7

〃 〃 〃 J〃 〃 〃 〃

D－4－b131 6.5 1脚 D－3－C 15.4
J〃 が f〃 〃 〃 〃 〃fJ

頁岩132 E－4－c 7,8 頁岩161 H－5－c 鱈.1
” 印 ” 〃 〃 ”

Ｆ

履
了
図
帥４

G－6－b1部 C－4－b2.9 162 21,3
〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃

K-4-dIA9134 18．3 卿H石163 J－4－c 26,3
〃 〃 〃 〃 〃

図阻

4”下
B-2-d135 19.9 E－2－dl別 めのう27,5

〃 〃 〃 〃 ﾉダ

図駈

4”上
F－3－dl範 B－3-b6.7 黒曜石165 3.3

” ” ” ” ” 〃

1

(13.0)137 1－4－日 H－5-b 頁岩1齢 21,8
〃 〃 〃 〃 rす〃

図版

5"〕上
F－2－d138 (10@5) E－2－d167 17．0

〃 ﾉ〃 〃 ﾉｸ 〃 〃”

139 C－l－c 7.1 l銘 F－2－c 1.5
” 〃 ” 〃 〃 〃 ””

1-4-d 黒曜石140 4.9 169 D－2－c 16.6
” ” 〃 〃 ” 〃”

141 頁岩F－2－c 10･2 C－l－d170
〃

10心5
『す 』す 〃 が
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脇圃溌
写真

番号
番号 名 称 番号分頚 グ リ ッ ド 璽さ(9) 名 称 分類 材質グリ ツ ド 更さ(9)

図服

印の下
C－2－bｽクレイパー mB9 頁岩 郷､石171 スクレイパー mB919,8 師〕 B－1－a 4.5

I－5－b 熟眠石 C－3－d 頁岩172 21』 別1 18．8” ” 〃 ”

図服

51の上
1－5－． 劫2 H－3－c 35.2173 27.7 〃〃 ” ” 〃 』す

D－2－d黒曜石、－4－日 鋤3 11.2174 21.5 〃 〃〃 〃 r〃

図版

51の上

図版
”)上

E－4－I］ 頁岩 泥岩E－4－B31,4 跡4 25.9175 〃 〃 〃〃

C－l－d 頁岩J－4－c 45.(） 鋤5 7,7176 〃 ” 〃 〃〃 〃

図版

51の上
C-3-b 21.6B－3－a 19.2 2蝿177 ”〃 ” J’〃 ”

F－3－bC－2－d 黒服石 黒曜石15,0 釦7 9.9178 ”〃 ” ”

罪

図版
駒7)上

頁岩C－3－cC－2－a 卸8 12.12.3179 〃 〃 ””〃

図服

51の上
石 核 WA209 D－2－a 130.4180 E－4－c 1,4 〃〃 ”〃〃

珪岩頁岩 I－5－a 74.5C－4－a 25．4 210181 J〃 〃 〃〃 ”

図版

51の下

図版

”)上
H－3－b 泥岩石 斧 WA2211 420G－3－c 踊.0l配 ”” ”

緑色泥岩黒臨石 I－5－a212 275C－l－a 12.51鼬
〃”〃〃 r7

泥岩(20.3 頁岩 WA3 C－4－c213 83D－4－a184
〃〃〃〃

図飯

50の上
D－4－bWA5214 配0I－4－c 26.0185

〃 ”” 〃〃 〃

1－5－． 緑色泥岩WA1215D－3－c 8.7 87l艶
〃〃” ”” ”

黒陥石 WA5 E－3－c 銘216D－4－a 6，91酌
〃 ”〃〃 〃

図版

駒7)上
G－2－d 頁岩1-4-d 頁岩 1脚217糾,5188

〃〃〃〃 ”

､－5－． 泥岩
円F

jp218E－2－c 11,1189
〃〃 〃 〃 〃〃〃

I－4－b 緑色泥岩J－3－d 黒曜石 WA3 1112195．81帥
〃” 〃〃”

H－4－d1－4－． 麓0 7927.5191
〃〃が 〃 ” ﾉアが〃

図暇

駒')下
泥岩C－4－b NB I－3－c 17盤110.8192

”” 〃〃が

J－6－bB-3-b 麹 jコワ
JJ7,3193

〃 ”〃” ” J汐〃ﾉソ

J－3－d3 25理3H－4－a 7.3194
〃 〃〃 〃 〃〃 〃〃

図版

52の下
B－3－b #絶泥岩C-5-b たたき石 VAl 3弱蛇46.1195 〃 ””ﾉア

図臨

”)下
安山岩1帆E－2－a越5H－4－c 53l鮎

”〃” ”””

VA2 D－2－c 5弱F－2－c 麹3.4197
”庁 ” ”〃”

図願

52の下
VA9 E－2－a塑7 4帥F－2－a 6,4l蝿

〃〃 〃 〃〃〃

図版

52の下
F－3－d 安山岩ム

ロ
T仔

恒 VBl 22側配8C－4－a 4,9199 〃 が〃〃
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写真
番号

写真
番号

榊号 名 称 分類 重さ(9) 材質グリ ッ ド 瀞号 名 称 分類 グリ ワ ド 重さ(g) 材質

図版

5”下

図版

53の下

ム
ロ 石 VB1 安山砦229 I－5－a 石製品1140 C－4－b別6 硬玉17．2

図版
5”上

230 H－2－a D－3－d6帥0 滑石247 9.0
〃 〃 〃 〃 〃

図版

52の上
D－2－dす り石 WA1231 845 、－3－．248 10.0

〃 〃 〃 〃

WA2232 F－3－a 砂岩131 別9 F－2－c 4.2
〃 〃 〃 〃〃

E－3－b 片麻岩麗3 、－3－．1帥 閉0 9.0
〃 〃 〃 〃 〃 〃

WA4 安山岩234 J－4－c 2帥 弱】 F－2－c 4.2
〃 〃 〃 〃 〃

J－4－dWA9 緑色泥岩路5 21 B－3－b窃2 めのう2.9
〃 〃 〃

石 皿 E－3－bWBl 軽石236 278 F－2－b 石炭弱3 3.1〃 〃〃

安山岩237 B－2－a 1230 254 C－l－a 硬玉1.5
〃 〃 〃 〃

呈 一

図版
5”｣：

砥 石 11B2238 砂臘E－2－a 120 C－4－b255 滑石1.5〃 〃

239 E－2－a 270 E－4－b弱6 22.0〃 〃 〃 〃 〃 〃

別0 E－2－a 7別 三角形土製品 E－1－d路7 2.6
〃 ” ’ク 〃

G－3－dWB2241 砂岩3帥 C－4－b258〃
27.9〃

石 斧 WA8 (47）別2 H－5－a C－4－b路9 14．9〃 〃

＝ロ

図版

5”下
石製品243 B－3－a 27.9 C－4－b坊0 7.9

〃 〃

C－3－d 軽石244 112.7 C－4－b261
〃 〃

13.］
〃

E－2－d 附石245 12〃 〃

⑧
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写真図版
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図版2
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図版4
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図版5
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図版7
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図版15
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図版18
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図版19

鑿
＝一

蕊
謡影

蕊
§感

■

簿、
弧

睦一

謹
鍵…

卜、 △ 蛭

~

一

●

鐘
H-13全 景 H-13土器出土状況(上）出十十器(下）

､

～ ー

鐙
ユ F ｰ

一

蝿
h､､薄q1

砂

導． ‐
逗T
まゆ ■

＝~~一一電陽

ソ罰

､、忠"ﾝ"＝

i t塁避漣皇蓋雪
七

~堂
． ､､沙

●

一
p 山 へ

&, .蚤＝志？
●

－口

H-13出士士器 H-13出土石器

－213－



図版20

~
~

＝ー一

聞

謡
墜

一

毎

鰯爵 野~鱈､“鱈 ~一
等 一・

y

曇
‐や

＝の●

呼守"i:韓電~'”
琴

f' ""
へ

~･

‐ 麹織

静
ザ報 ．。

.r
卓戸

懇 ．、蟻 ”靭

溌や！
I， ・ｩ･鷲｣罰

鍾

字

里

唾

ｐ

や

幾

通
〆
卜
．
樺

←

一
睡

･

ゆ

難蕨聾
'…

零蕊 繊
鍵

雷~ ~

溌
｡

令

｡,

兎
二
間

Ｄ
卍

一
α

Ｊ

ト

ー

“
卓

繊謹蕊 騨騨簿法

心

H-14全 景

H-14東面セクション

■■~

14

減
●

f鰯鯵謬這
~，タヅ

子 ◇ 奮

聯タ ミ~書＝

ｆ
ｆ
Ｆ
ｆ
ｌ
曲
〃
０
Ｊ
、

、

『

ご

瀞

一

乱

詞
》

H-14出土石器H-14出土土器

－214－



図版21

今

弓諌畦
~

ｰ ＝忠 ・露一一一・名垂
＝＝

運
垂1

ﾛ｡.． 穿

瞳戸密：

~~

~~~

密
●
坐
』

蕊
鋤
」
恥
砲嘩壽造富‘燕

饒員
垂

蕊r窪瞳旦蕊鋤撫
F

灘号

僻b“■串

…

αP

侭
～I

懲聯職
尽
詮』

ー

蕊
｢，

磯
涛
畢麩、

琴

我
:､
雪 ＃

琴

齢
蟹

H-15全 景
P

参
篭 蕊駕f蕊塞. ，ー

が
恥
で＝ｸ電夢

貼己

､憩
一

謬鴛
〆

蕊
､

p

空

宰

~

認
、
可

建

鰕
《
冬

‐

琴

脇識…季驚

H-15セクション東面(上）石囲い炉(左下）木は柱穴の方向を示す(右下）

－215



図版22

琴.ｻ篭」
遙

繊

齢
遭
愼
，

一

一

等

熊7で壷。
一
口

鍵 嫁
Ｐ

一

‐
－

漁
、

、
1

窪帆、_,亀
皇一､地哩堂ごゞ戸一一

蕊 畦

・

も

Ａ

ｕ

■

穐

唖
ｂｅ

、

津

『

淘

今

」

悪

竜

タ

壷守式一一一=

q q 寸

侭 、
－－＝争雪、鼬 』

■

堀

』

雷

Ｌ
そ

H-15出++器

誉
＝

錫 f●

■

子

●

〃

H-15出土石器

－216－



図版23

懸巴

一守

ら

●

ｇ

令

凄
箸

．

“
↑
町
・
畢
酉

・

Ｐ

、
《
㈹

雲

＃

QM"~
華 をﾛム

~鹸伊卓好 一
【

夢串夕

ｻ〆

H-16全景(左）土器囲い炉(右上）士器開い炉の土器(右下）

蕊穿溌

七

｝

へ

『

輯

へ

〃

。

一

一

》

■

◆

血

一

ご

鍵
《
慾

‘§欝繊
、

鐸

f
▲

、

牝

》

令

．
詞
1

凶
1

L、手:、.届?､"
寺今 ､
あ一

一

廷ｸｰ－－－
蝋景陸

奪 一

一

一

一

罫

‐

一

ｋ

H-16出~i器 H-16出土石器

－217－



図版24

H-17全 景

髭、

′魂 、､一一一二－－－
ざ鼻 ．

､選尋吟皇、
猟
~
Ｌ

、

、 ~
寺

一

H-17出=ti器H-17士器拙i状況(上）出士士器(下）

－218－



図版25

鯵 参参参脅 鼠胤

マ P

震

霧
イ

Ｌ

且

●

弔

口 ノ

'溝
1

''蕊
画

剖『』

一

瀞
漁
、
ふ
ざ
同
少

云

〃

Ｉ

ｑ

ｊ

盲

津
■■

』

鷺
●

哲口

H-17出土石器

〆

１

１

ｈ
麺
も
４
孔
ｕ
Ｔ
Ｉ

P

‘

輪

＆心

~

H-17出士石器

－219－



図版26

｡

H-18全 景

崖，

●

P

H-18出土石器H-18出士士器

－220



図版27

■

H-19全
皇
宗

｡

●申

《
弗
一露蕊

f 曲

、

守暑’零霧懲
鯵懲浄蕊

罰．
仙

念

縦
急停滞争

議宴弗‘ ．

』■

矛〃
､

j一生~二._.､卿鴫一

善 懸
鱸 ~
、． ．

H-19出土石器H-19出十十器

－221－



図版28

埠

即

可

‐

寅

一

鐸

Ｌ

毎

口

奎

壷

隣

虹

や

唾

融

冬

・

恥

§

鯛

『

鍵
ざ

職~潮
劃
と

一

H-20全 景

H-20柱穴セクション H-20出十十器

－222－



図版29

…燃爵鐵熟
崩唄』桑

唾

佃亭

ｆ

恥

裁

Ｈ

ヤ
鐸 霧〃

夕

侭
一

、

瞬
捌
蛙
一

一
《、

蝋
守一

蘇瑠職 雪簿．、ワョ

S-1 (左上) S-2(中上）セクション北面(右上）出土土器(左下）

揮琴礎一・､垂 ．.. ．
｡ｰ

騨騨錘塗､静
！

:参、 ノオ
礎溌繼患匂

貝 Q

◆

一

錨竃
轡

P-1 セクション南面(上）出土石器(下）皇
宗P-1 全

－223－



図版30

鰯
1

密

鰯

P-2全
皇
宗

P-3全
皇
室

~

一

4

一宇

P-3出十石器P-3冊十十器

~

鯛！

懲麹

P-6 1-H++器・石器 P-7 1-H++器・石器

224－



図版31

霧
寺か＝

ノ
ソ

『葱
一

垂

凸

旦。 緬銀 職

亀塞遥惹噌勧､参

蝿墓=A琴》
君

鐙型

・ 鞠
J

亭
、j

寸企 ①

識鶴へ､‘潔匙鍵簿
P-9出土石器P-9 tHi十器

蕊雪蕊灘顎

胤
叡

蕊

‐

寮'､言、 《
~

懲
溌

ぺ

＆

釜

我
△

一

鐸
４
－
？Ｊ

子

！

P-8礫出土状況 P-14石、州-t状況(上) P-14石皿(下）

－225－



図版32

一

時－
ず』 吟

夢
恥謬， 、 ，
湊繰
、

ｆ一

恥

蝿
「

》

今

〆

・
一

口

》
｝

｡

錠土.Y蕊幕' .シ多"弓夛＝
と~

の、

夕

」

ｉ少

痔

”

一

つ

や

慈

一 1

騨零 蕊

P-17全 景 P-17出十十器~石器

毛〃

』

P-20遺物出土状況 P-20出士士器

－226－



図版33

I

~

や
顎

_~ユム型

~

P-20出十十器 P-21 全 景

シ

も

一

舎静鍵議夕猿~ …

〈
屑
一
も鯵申

j

ノ
口

歩
j

l 恩
●

ノ

ー壁-総ぎし－，
一

」

岬

母

Ｄ

－

ｄ

Ｊ

Ｌ

嘩

一

電

込

、

噛

P-21 出十十器 P-21 出土石器

227－



図版34

？

P-22出士士器
P-27遺物出土状況①(上)②(下）

似
い
〆
Ｕ
踊
ら
・
、瀞

＝

■

毎

P-27出士十器 P-27出十十器

－228－



図版35

吟

蕊

ﾜ‘~ ~

癌

~

ダダ

覇

蔵

P-28遺物出土状況(左上・右上) P-28出土土器(左下) P-32遺物出土状況(右下）

羽
”
↑
灘

~

一

寺

も

玲
一
↓

函

1
画｡,酵洵詞

墾矯.幽畿錘
､ 閏

蕊
磯

簡
園鐘

夢

雨

篭

宣 蝿１
１

翰窪；黙

嘩尾
塾 篤副

凸

蕊
~

、

鰯

輪

▲
Ｔ
■

ｑ

勺

■

■

騨

職

寵

轍
“
ク
鑑
勾

蕊
幸

蕊
TP-2全 景TP-1 全 景

－229－



図版36

｣■

〆タク〆－－

ﾛ

J 1

雪｡_銀,二

蕊蕊蕊蕊麺~蕊~ 蕊
夢

IF-1 出土土器F-1 －括士器出士状況
h

用

蝿､､

． ~

？
ざ令

b

■

f‘ ．｡

iLZ
f

誼､、 ~鷲一
一ヨーーーーー

F-6一括土器出士状況 F-6 Hjj宇十器

-230-



図版37

七－－

塁＝ゴ
ー一

~

■

ご

、

。

I
p

k－、－－歩今

包含層出土の土器

－231－



図版38

I、

匙

a

1

』

〆

ｆ

参
~
一
〆

一勺

'

h一声
~●

・ぜ
◆ ●

”:ダ
ム鐘』．

幸
一

b
ー

甚謬蔭‘恥｡－
－

画

計'一

〃

、，
､琶一吟〆－－－－

包含層出土の土器

－232－



図版39

ﾛ

＆

画

＝

一一

包含層出土の土器
］

f慧客琴弛 、侭も

零'瀞~も篭鎮． 篝
琴

》

》

り

一

」

一

一

一

ｑ

零､恵患L
，

色

誼

一一 ｰ

■

。
Ｊ
亘
略

包含層出土の土器

－233－



図版40

~

.… ′・ ｰ礎息
。．F鼻一一・・・
一-戸←~ｵﾁ『。． 膳 ．‘

電
が今 ｡

，.‐

畢函

毒煮毒
寺
一

篭 蕊一

包含層出土の土器

包含層出土の土器

－234



図版41

禽， “､鍛瀞騨熱
、

…．。

蕊篭薯ゞ蟇警'慧塁
a

け

、〆

逼べ ＝

ｰ…ユー

コタか

一
”
⑤

１

℃

。

ｂ

●

毎
麺

．

．

『

↑

⑤

《
卜

、

ｒ戸

甦
一
一
竃

〆

や蔭

つ

包含層出土の土器

穂
《
錘
淘
彰
回
計
討
、
ｊ
ゾ
グ
蝿

ぐ

＆

蝿

釦

，
癖
~
，
心
泌
~
一

蜘

＝ 己 ゴ
オ

、

ざ

０

〆

ｒ

で
唾

、

、

熟

や
く

Ｐ
■
争

dA

8

＝

包含層出土の土器

－235－



-982

器干①千冊ヨニ己

露 ‐菖袋諺
一

F
■画 吾 ｡

0 ， J ＊

霧繍亨’
一＝

蕊簔
3

○

シ募争“,し

多~鍔一一
一

患
~
鰄 鱗驚

蕊議
ダ

ヮ

鐡 ‘
産 ▼
〆

戸

息

驫

ゞ

蕊

一

、

一

ゞ

蛎

辱

録

霊

湧簿望
．

１

１

卿

＄

，

。

』

、

「

穐

闘

瀞

１

－

■

で

皮

毎

唖

毫

心

ダ

ｉ

戸

へ
ロ
》
一
一
》
産
~
焔
》
へ
｜
叱
継

》

踵

ｖ

‘

蝋

、

覇

《

櫓

蕊

~

篝

叩

。

~

、

一

鰄

議

李

酵

~

~

↑

《

舜

噌

．

~

~

晶句
~

鰺

鯵

繍

蕊

p

器干①千用ヨ尋唇

鼠‘

‐鐸

グ

一

戸奮､‘
〆画･錘

、

、
〆
一
毛

》

。

｛

一

口

一

一

４

－

〆

①

◆
』辛

●

｛

ヘ

P

醤
~

伊

挙

一

ら

跨
琴

▲

『

屯

一

一

叩

一 一←

鵜
一一一一一一－
訂＝～

の P

章J舗感評踊雛--.マー
’‘唾述一塁・－

一三
夕

…

Zし猟園



図版43

一

一苧

鋪

譲
零

一嬢革帯
ソ

＝

、
《

､~・勢彰
一
一
一
一

脚

蕊

彦
”
〆

》
雫
一
》
、
ｖ

一

一

④

″

一

江

■

＝

包含層出土の土器

鍵〉
武一三皇奔

、

《
苧

等
、
年

鑑

一

季

ｔ

一

望

つ
畢
一
。

●

鍵

一

蝋
一
一
熟
、

』識
．-，露’ 4磯ル

藤
a

’一
》

~父や鍵
■ 芦
rぞ

＝ J

蕊′

可
、

包含層出土の土器

－237－



図版44

＃

一一

4

令

ａ
一

包含層出土の土器
．

。

包含層出土の土器

－238－



図版45

憲一ヂァ畢旋今猛：珍・員、､ちかm〃~

夕

_p琴

~胃甚琴一
乗？‘辱くﾐ里鐘ラ

‘
~

ダニﾛ三－－－－＝

ベ雲ﾀ寺一匙召'二一：

I

ー

策

向一

説
職

や~

雫一皀

ヨ

包含層出土の土器
0

印グ

と

輿
浮b ■

b手啓

舜
蝋
感

へ号､ﾁ.．雷酉

包含層出土の土器

－239－



図版46

F
一

包含層出土の土器
V

一

1一 ゆ

理

：ミラー字一一斗希一・

蕊-~・
ｸ J鐸‐

含ゞ三句愛一 ・.．
一

寸

＃

、 ．；

這芦L､.’ へ､_‐ ，

～

鏑
．
可
壁

〃

蝉

Ｌ

一

吋

声

。

》

－ー

醗謬

鍾琴曇
ca
4 一 J

，－． ／

蕊
ゞ

》

～

．
・
一
一
一
》

蔭

鯲

漕鎧

聯

謹蕊
』

》

ｆ蝿
』Ｐ

一
一
帳
一

》
｝

毎至

､…＝
■

一

ヶ

①
ｒ
■

包含層出士の土器

－240－



－けZ－

器旦①千用ヨ呈唇

参搾拳

I~参
参参参曇拳曇

警警琴窄鯵

凸

■

器干①千用ヨ尋己

］

『謹裁

凌 げ

とｳ酬圃



図版48

~
。

包含層出土の石器
ﾛ

。 a

篭遥盆
“
》
串

廟堂

毎

I
￥e

、

遇
ー

録舎‘鋤腿“
~

"I
.罐、

■9

／
、

包含層出土の石器

－242－



図版49

？

；
当

ざ

■

●
包含層出土の石器

P

錘塾ふ
韓畿職●畿
心弓、

勘

亀
垂
了
懲

I
口

血
■

Ⅶ A

､嘩漂

包含層出士の石器

－243－



図版50

L
り

み●

マ

ロ
，

蝿
謬
零

ザー
ム

ロ

fI

?●

面

ヘ

鐘

鯛

句

．

角哩一

も

ﾛ

晶
缶

１

、
Ｐ

包含層出土の石器

参

畿参診零
I

争

包含層出土の石器

－244－



図版51

』 i
詞

灯

へ醗、

診‘
‘

函

志令。

箔

一

､

包含層出土の石器

P

全

§

Ｊ

ｊ

ｊ

１

・

評

へ
。
》
壷
、

率…5
好

！可

包含層出土の石器

－245－



図版52

j

･メ
タg

冬

0

、●

割

Ｐ

Ｇ耳

も‘

幸

奔

伊

ロ

Ｈ

や

ｒ

「

噸
》

、
、ゆ

＆

4m

蕊~I一 ■

り ‐

一

包含層出土の石器

、

､
I

1

＃

一

錘
U

奇 ..､

ｰ辮

包含層出土の石器

－246－



図版53

~

b

と

包含層出土の石器
■

卜

《

~
里

１

Ｊ

卜

４

陽
《 蕊

包含層出土の石製品

－247－



9

。

1

』

一一一

~~

（財)北海道埋蔵文化財センター調査報告第121集

千歳5遺跡

一北海道縦貫自動車道登別地区及び白老地区埋蔵文化財発掘調査報告書一

昭和58年3月31日発行

編集・発行 財団法人北海道埋蔵文化財センター

064札I幌市中央区南15条西17丁目

印 刷 富士プリント株式会社

064札|幌市中央区南16条西9丁目TEL(011)531-4711番

』



、

|llllllllllllllllllll
10016824

1北海道埋蔵文化財センタ言I

､

己

､白




